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1．まえがき

土壌分類は，土壌の重要な性質の建いに基づいて土

壌を系統的に区分したもので，土地利用，土壌改良，

土壌管理などの指針となり，また土壌図作成のさいの

作図の単位となる。分類は違うものを識別し，似たも

の同士を一括りにする作業である。重要な性質で違う

ものを一括りにしてはならず，重要でない違いで意味

のない区分をっくるべきではない。分類が適切に行わ

れている否かは，分類の有用性を左右する。

土壌分類が日々進歩するものである点では，土壌学

の他の分野と変わりがない。ただ土壌分類はふっう土

　　　　　　　グ壌調査事業と連携しており，事業が継続中は凡例とし

ての分類は簡単には変えられないという点が違うだけ

である。土壌分類体系は，新種の土壌の発見や土壌に

関する知見の増大に伴って改善を重ね，利用者にとっ

てより意味のある，役に立っ分類を提供していかねば

ならない。土壌分類は動・植物分類と違い，先進各国

はいずれも自国の分類体系を保持し，その改善のため

努力を重ねている。その最近の著しい例が，アメリカ

合衆国（Soil　Survey　Staff1975，およびその後の土

壌分類国際委員会の活動），FAO／Unesco（1988）お

よび中国（土壌系統分類基金課題組，1987）などにみ

られる。アメリカ合衆国の場合は，世界的規模で技術

移転を可能にするところまで土壌分類を精密化しよう

としているようにみえる。FAO／Unescoも世界土壌

図を完成後，凡例の大幅な見直しをおこなった。

農耕地の土壌調査事業のための分類体系の作成は，

従来農業技術研究所土壌第三科を中心に行われてきた。

分類の基本単位を土壌統と決めて以後だけをみても，

1972（未定稿），1973，1977，1979，1983年（第二次

案改訂版）と数次にわたって改訂を重ねてきたが，

1983年の農業環境技術研究所設立以後は改訂の動きの

ないままに今日に至っている。現行分類には，施肥改

善事業や地力保全事業の土壌調査の経験，さらに近年

の土壌生成・分類学的研究の内外の成果が十分取入れ

られていないうらみがあり，改善の余地が少なくない。

事業的土壌調査が一段落したいま，これまでの経験と

知見を生かして農耕地土壌分類を改善し，将来に備え

る機会とすべきであると考える。

　そこで筆者は，農耕地土壌分類改善のための基礎的

裏付けを提供することを目的として，これまで存在が

知られている多種類の土壌をできるだけ漏れなく収集

するように努め，それらの形聾的，理化学的データの
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整備を続けてきた。その結果，現行分類では収容すべ

き場所がないか，適切な位置が与えられていない土壌

が少なくないことを知った。

本報告では，分類体系の改善を具体的に提案すると

いう方法をとらず，資料集として公表することとした。

筆者としては，分類体系の改訂は専門家の集団的検討

に委ねるのが適当と考える。しかし単なるデータの羅

列ではなく断面ごとにその特徴と分類上の問題点を簡

潔にっけ加えた。本報告で紹介するような，現行分類

では適切な位置が与えられていない土壌が存在し，分

類の改善によって対応すべきことにっいて，共通の認

識に達する助けになれば筆者の目的は達せられる。

　断面データの収集に当たっては，できるだけ典型的

な事例の収集に努めた。分析項目の選定も従来の一艘

分析項目の枠を越えて，各々の土壌を特徴づけるうえ

で鍵となる分析データを収集するようにした。また代

表的な13土壌群にっいてはできるだけ多くのデータを

収集した。したがって本資料はわが国の代表的土壌の

特徴を知るうえにも役立っと考えられる。

　本報告のための土壌試料の収集にっいては，地域農

試や都道府県農試の多くの方々のお世話になった。北

海道農業試験場音羽道三，富岡悦郎両氏（当時）には

多くの試料を快く提供していただいた。また千葉大教

授小島道也氏，静岡大教授加藤芳朗氏，農業技術研究

所化学部長松坂泰明氏（いずれも当時）には文部省総

合研究に参加する機会を与えられ，多くの貴重な試料

とデータを収集することができた。小林繁男氏ほか森

林総合研究所の方々には林試方式による分類について

ご教示を頂いた。農業環境技術研究所環境資源部長鈴

木皓氏，同土壌管理科長久保田徹氏には終始ご激励を

頂いた。また本資料中のデータの約7割は筆者の分析

によるが，残り3割は断面ごとに注記したように，数

多くの既存のデータを引用させていただいた。ここに

あつくお礼申し上げたい。

H．土壌断面デr一夕の凡例

土壌断面データは，分類名（既存各分類体系），地

点の情報，断面形態および分析データよりなる。』，

　1）土壌分類名

既存の各分類体系の略号は次のようである。

＜農＞………農耕地土壌の分類（農技研土壌第三科，

　　　　1983）。本文中では「農耕地分類」と略

　　　　称。
〈国〉………国土調査土壌図凡例

〈北＞………北海道の農牧地土壌分類（北海道土壌分

　　　　類委員会，1979）。本文中では「北海道

　　　　分類」と略称。

〈林＞………林野土壌の分類（林試土じょう部1975）。

　　　　本文中では「林試分類」と略称。

〈ぺ〉………日本の統一的土壌分類（ペドロジスト懇

　　　　談会，1986）。本文中では「ペドロジス

　　　　ト分類」と略称。

〈US〉………Keys　to　Soil　Taxonomy（Soil　Survey

　　　　Staff，1990）．

　2）地点の情報

地名，位置，地形，母材などの情報からなる。たと

えば「諌早（5万）」とあるのは，国土地理院発行の

5万分の1地形図「諌早」図幅の意で，地点を含む図

幅名。

　3）土壌断面形態

土壌断面柱状図には，層位名，深さ，層界，構造，

土色，土性，斑紋，礫，腐植，硬度，グライ層，グラ

イ斑および地下水位（湧水面）などが記入されている。

その凡例を図1に示す。

　4）分析データ

分析項目については，簡略化して表記してあるもの

が多い。それらを一括して以下に説明する。

OM；有機物（organic　matter）含量。方法の判る

　　ものはTj・（チュ｝リン法），CN（CNコーダ）

　　のよう、に注記。

Ch／Cf；腐植酸炭素（Ch）／フルボ酸炭素（Cf）（＝腐

　　植酸の0。1N　KMnO4消費量m1×0．40／フル

　　ボ酸の0．1N　KMnO4消費量mlxO．45）。わ

　　が国の黒ぼく土の表層の多くはこの値が1以上，

　　黒ぼく土以外の土壌では1未満である。

RF　l腐植酸の光学密度（＝k600x1000／比色液　30

　　mlの0．1N　KMnO4消費量m1）（熊田，1977）。

△10gkl腐植酸の吸光曲線の勾配（＝10g　k400－10g

　　k600）（熊田，’1977〉。

　　RFと△10g　kから腐植酸中型がもとまる。

£clay；細粘土（fine　clay，粒径　0．2ミクロン以下）。

　　・遠心法による。細粘土：粘土比の垂直分布は粘

　　土移動の有無を判定する一っの拠り所となる。

BD；容積重（bulk（iensity）（＝100m1コアサンプ

　　ラーに採取した現地土壌の熱乾重／100）乙Soil

　　Taxonomyではこの値0。9以下をAndisolsの

　　要件の一っとしている。

△pH；pH（H20）一pH：（KC1），非ア白フェン質



農耕地土壌分類改善のための土壌断面データ集 3

層

位
　↓

Ap9

Bg1

Bg2

Cr

深　　　〆植生，土地利用
さ
cm〈水田〉
↓

14

32

55

　グ　ず　ノ　ノ　ノ　　　　　　　ク　グ

9？’ノ！1ろ’！，仏
ノ！尻琴、’、X・！！・

’！．’りり！」’」16

wBc
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　　　　　22
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　　l　l

　　　　　18
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一一・一一一12

　構造

土色　　土性

　↓　　　↓

5Y3。5／～，　　CL

5Y4／2，　　　　Lic

5Y4／2，　　　　Lic

暑50　←湧水面

2．5GY4／1，　　Ljc

しち密度（硬度計の読み）

層　界；　～画然（＜1cm），　　　　　明瞭（0～3c㎎），　　一・一一一判然（3～5㎝），

　　　　一一一一漸変（＞5cm）

　　　　　　平坦，　　（ゾ、＾・波状，　皿不規則

構　造；　Gn粒状，Cr軟粒状，Bc塊状，Pr柱状，Ms壁状，Sg単粒状，Pl板状

　　　　S　発達強度，m発達中度，W発達弱度

礫　　；　△角礫，□亜角礫，o円礫

　　　　O含む，O　O富む，O　O　O頗る富む，O　O　O　O礫層

斑紋；×糸根状，　∫管状，　1膜状，　●点状，舘雲状

　　　×　あり．××含む，×XX富む，×××X頗る富む

　　　　∫鮮明・∫不鮮騨やや鮮明

腐植；　圃頗る富む（＞10％），　　　圃　富む（5～10％），

　　　囲含む（2～5％）　　　　　⊂二二ニコ　ありまたはなし（＜2％）

泥炭；一～～泥炭
　　　　～含む，　《’《’富む，　～～～頗る富む，　　～～～’）泥炭層

グライ；　・一一一・一一グライ層，　　く3＞　グライ斑

図1　土壌断面柱状図の凡例
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　　土壌では1前後，アロフェン質土壌ではKC1処

　　理で交換アルカリ性が発現するのでそれより小

　　さい値をとる。

phos．abs。（a）1リン酸吸収係数，常法（2．5％（N｝14）2

　　HPO4，土壌：溶液＝1：2）。吸収量を土壌

　　1009当たりP205珊9で表わす。

pho亀ab“b）1リン酸吸収係数（0．1M　N＆2HPO4，．

　　土壌：溶液＝1：10）．吸収量を土壌100g当た

　　りP205搬gで表わす。

pho亀reten．；リン酸保持容量（0．44％　KH2PO4，

　　土壌：溶液＝1：5）。添加したリン酸の吸収率

　　で表わす（Blakemore，1978）。・Soil　Ta歯onomy

　　では吸収率85％以上をAndisolsの要件の一っ

　　としている。

P1／P。l　H202処理・上澄除去後のghos．abs．（b〉／無処

　　理土壌のpho亀ab亀（鳳H202処理により，ア

　　ロフェン質の黒ぼく土では有機物がマスクして

　　いた＋荷電が露出するためこの値が1以上，非

　　アロフェ、ン質の黒ぼく土では有機物の補償イす、

　　　ンであるAl＋3が上澄除去により捨てられるの

　　で1以下の値をとる（加藤，1970）。

Feo，へ10，Sio　l　Tamm試薬（土壌養分測定法委員会，

　　1979）可溶の鉄，アルミニウム，珪素。酸化物

　　％として表示。

Fed，Ald；ジチオナイトークエン酸ナトリウムー重

　　炭酸ナトリウム可溶の鉄およびアルミニウム

　　　（Mehra　and　Jackson，1960）。酸化物％とし

　　て表示。

Fem，Mnmlシュウ酸一シュウ酸カリウムーマグネ

　　　シウムリボン法可溶の鉄，マンガン（川口・松

　　尾　1954）。酸化物％として表示。Fed，Mnd

　　　と近似の値をとる。

Fet，Mnt；フッ化水素酸一過塩素酸分解による全鉄，

　　全マンガン。酸化物％として表示。r『

　　　諸形態の鉄含量からダ鉄の活性度Feo／Fed

　　　（Schwertmann，1964），遊離度Fed／Fet，結

　　晶化指数（Fed－Feo）／Fet（永塚，1975）な

　　　どを求める。

n－value　l現地状態で1gの粘土が保持する水の量。

　　n＝｛含水比％一〇．2×（砂＋シルト）％｝／（粘

　　土％＋3×有機物％）

　　　物理的熟成度の指標でこの値が0．7以上だと

　　未熟成とされる。現地土塊を手で握りしめると

　　指の間からはみ出し始める点がn－value・0．7

　　に相当する（Pons　and　Zonneveld，1965）。

EC；電気伝導度（electric　conductivity）。mS／cm．

pH（H202）1過酸化水素処理後のpH（村上，1961）。

　　パイライトFeS2があると酸化されて強酸性に

　　なる。

oxid．S　l可酸化．イ』オウ。過酸化水素処理液のNaOH

　　による中和滴定より求める（村上，1961）。

Narpyrophosphate　test（NaPP　test）；泥炭の分

　　解程度の指標。試料のピロリン酸ナトリウム抽

　　出液を濾紙に吸わせ，その色を土色帳ではかっ

　　たもの（Soil　Taxonomy，1975）。分解が進む

　　ほど濃い褐色になる。その明度と彩度の差を

　　pyrophosphate　indexとよび，分解が未熟な

　　ほど大き，い値をとる（Canada　soil　survey

　　committee，1978）。

皿．土壌断面データ

　岩屑土および造成土を除く全土壌群にわたる67の断

面事例を収録し，下記のように8つに類別して表示し

た。分析データは土壌群および土壌群内の変異を特徴

づける性質を収集するようにした。代表的な13の土壌

群にっいてはフル・デゥタを収集した。

　　　　　　　〈収集土壌一覧＞

　　　　　　　　　　　　　断面データ　解説
　　　　　　　　　　　　　　ぺ一ジ　　ページ
　1．未熟土および類縁土壌

断面1

断面2

断面3

断面4

断面5
断面6

砂丘未熟土……………・…・・………6………38

腐植質表層をもっ砂丘未熟土……6………38

火山放出物に由来する未熟土……6………38

埋没黒ぼく土をもっ火山放出……7………38

物未熟土

河成沖積地の発達未熟な土壌……7………38

サンゴ海砂よりなる未熟土………7………38

2．黒ぼく土および類縁土壌

断面7

断面8

断面9
断面10

断面11

断面12

断面13

断面14

断面15

断面16

標準的な黒ぼく土｝軌…・…・※……・8………39

非アロフェン質の黒ぼく土5・・……9………39

淡色黒ぼく土……・……ρ……・……10・・…・…39

厚い腐植質表層をもっ非アロ……10………39

ブェン質の黒ぼく土

盤層をもっ黒ぼく土………………10・……・・39

森林下の黒ぼく土一∴………・一・・11………39

台地の黒ぼく水田土壌・・…・………11………40

谷地の多湿黒ぼく土・…・……・……11・…・…・40

黒ぼくグライ土………………・・…・12………40

未熟な黒ぼく土…・……・…・………12…一・・40
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断面17

　3．

断面18

断面19

断面20

断面21

断面22

断面23

断面24

　4．

断面25

断面26

断面27

断面28

断面29

断面30

断面31

断面32

断面33

断面34

断面35

断面36

断面37

　5．

断面38

　シラス由来の土壌……・…………・」12………40

褐色森林土および類縁土壌

　台地の褐色森林土・…一∵…・・一』13………40

　黒ぼく質表層をもっ褐色森林……14………41

　土

　火山灰に由来する褐色森林土……14………41

　下層が疑似グライ化した褐色……14………41

　森林土

　粘土集積層をもっ褐色森林土……15………41

　塩基に富む褐色森林土……………15…・…・・41

　未熟な褐色森林土・………………・・15………41

赤・黄色土および類縁土壌

断面39

断面40

断面41、

断面42

断面43

　黄色土……・…………・一…………16………41

　赤色土・………………D一…………17………41

　粘土集積層をもっ赤色土…………18・一・…42

　灰白化表層をもっ黄色土…………18…・・・…42

　水田耕作下の黄色土・一』…………18・……・・42

　トラ斑層をもっ黄色土……・…・一19………42

中国の黄綜壌（参考）……………19…・・一42

　蛇紋岩に由来する暗赤色土………20…・・一42

　石灰岩に由来する暗赤色土・…・・…21・…・…・42

　石灰岩基岩の浅19暗赤隼土………21一…・・42

　熱水性の暗赤色土・…一…・・……9・21………43

　花こう岩に由来するマサ土壌……22………43

　熱帯のオキシソル（参考）…・…・・22………43

湿性台地≠嬢および類縁‡場

　暗色の表層土をもっ灰色台地……23一…・・43

　土

　標準的な灰色台地土……・………・・24………43

　管状斑鉄をもつ灰色台地土………24………43

台地のグライ土？・』…・……1…・・…r24………43

泥炭質表層をもっグライ台地……25………44

’
土

棚田地帯の灰色台地土……………25一・……44

断面44泥灰岩由来のジャーガル…・・』……25………44

　6．地下水湿性および非湿性の低地土壌

断面45標準的な褐色低地土………………26・…一・44

断面46黒ぼく質表層をもっ褐色低地・・一27………44

　　　　土

断面47

断面48

断面49

断面50

断面51

断面52

断面53

断面54

断面55

　7．

断面56

断面57

断面58

湿性の褐色低地土一……………・・27………44

地下水湿性の灰色低地土…・…・

　地下水湿性の灰色低地土…吃…・

　グライ土・…・…・……………・…・

　厚い灰色土層をもっグライ土・・

干拓地の未熟成のグライ土…・・

　酸性硫酸塩質のグライ土・……

　硫酸酸性の素質をもっグライ・

　土

　黒ぼく質のグライ土……・……

潅厩水湿性の低地土壌

断面59

断面60

断面61

断面62

断面63

　8．

断面64

断面65

断面66

断面67

一27・一’一45

－28∵・・r－45

・・。・29一。・。一。・45

…・30………45

・…30………45

・・…31………45

・一。・31・・・・・・…　45

一・31………45

潅概水湿性の褐色低地土…・一一32………46

　潅概水湿性の砂礫質水田土壌・・

　漂白化表層をもっ砂質水田土・・

　壌

　褐色り下層土をもつ灰色低地・・

　土』

　潅概水湿性の灰色低地土・一…

　漂白化表層そもっ潅潮i水・……・

湿性の灰色低地土

　逆グライ層をもっ水田土壌・…

　中国長江沿岸の灰色低地土…9

　（参考）

泥炭土，黒泥土および類縁土壌

　低位泥炭土・…・……………・…・

　高位泥炭土………・……………

　泥炭土と黒ぼく土の中間型…・

　カナダの黒泥土（参考）・……

一33………46

－33…・・一46

・…33………46

…・34…・5－46

・・の・35・・・…　。・。47

・一35………47・

一35………47

・・…36………47

。・…　37一・。・・…　47

・・…37………48

一・37………48
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断面1砂丘未熟土

〈国〉砂丘未熟土

〈農〉砂丘未熟土

〈北〉砂丘未熟土

〈林〉未　熟　土

〈US〉Udipsamment

静岡県浜岡町砂丘試験地
御前崎138◎06’53”E

（5万）34’3911”N

海岸砂丘
（調査1天野ら1981）

AC

C1

C2

C3

〈アかマツ防風林〉

9

28

51

OM
（CN）

％

Fed　　　Fed
Fe203　　　　／Fet

　％

sand　　　　phos．

2－0．02㎜　　　　abs．

　％　　　　（a）

Sg悔．’σ：●』。●

・・　’9・　・●・●7

Sg・　．o　O　：　●

．　　・　σ　．　●　●　“

Sg。　。●．●．●●『

●
・
　 ・　　’・　8

Sg　●　●・．●』・

。　・　●。・　●　8

2。5Y6／2，S

2．5Y4／2，S

2．5Y6／3，S

5Y　6／2，S

0．87

0．50

0．23

0。12

0．28

0．25

0．24

0．19

0．12

0．12

0．09

0．08

98．0

98．1

98．1

98．2

50

60

50

40

断面2腐植質表層をもつ砂丘未熟土

Ahl

〈国〉砂丘未熟土

〈農＞砂丘未熟土

〈北〉暗色表層砂丘未熟土

〈林〉未熟土一褐色森林土

　　　　　　　　　　　　　C1
〈US〉Psammentic

　　　Haplumbrept

Ah2

北海道宗谷郡枝幸町下幌別

枝幸142●35’30”E
（5万〉44●5454”N　　　　C2

（参富岡・音羽1973，北農試土

　調報，22編，2土壌区）

〈野草地〉

OM象　CEα　　phos’　　CoS癖
　　　NH40Ac　　abs．　　　2－0．2闘

％　　　meq／1009　　（a）　　　　％

h鶉c％
type

，、難
1§qll躍二静を1二i

30－8∴必』』一』：竺
　Sg　●　・二　．●・●

　　　　　　　　●　　　　●　　　　　　　　　　●
　　　●　　　　　　　　　　　　●
　　■　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　o

　・　．　．●　ゆ　12

　Sg．・．●．●．・　・

●

　　　　●　　　●

　　　　2　　●

o　●　　　●9

10YR2／1，S

10YR212，S

7．5YR4／4，S

10YR4．5／4，S

5。9

2．4

0．7

0．4

1書．6　　400

6．2

』2．9

2。1

170

40

20

79．7

74．0

86．3

フ1．8

P

A

B

1．25

1．17

0．69

断面3火山放出物に由来する未熟土

〈国〉火山放出物未熟土

く農〉淡色黒ボク土

〈北〉火山放出物未熟土

く林〉未熟土

〈US〉Udivitrand

A

2A』

2AB　16

　　　20
3A』b董

　　　2

3Ahb2

〈ススキ〉

OM　　gravel　phos．　CEC　　BD
（T，）　＞2㎜

％　　　％
abs．
（a）

N闘40Ac

　　　　9／CCmeq／1009

base
satur．

％

3Ab

3Cb量

　　　　　　　　　　　　　◎Cb2
群馬県吾妻郡妻恋村応桑
浅間家畜育成牧場（No．43）

軽井沢138●3ぎ5「E　　　5Cb3
（5万）36“25’19”N

浅間山安山岩質降下砕屑物

43

6e

費
彫
　
　
6

　ρ　’　9　’　　　　　■　’　一　〃
！　」g　’θ’グ　’　ρ’」　●
！※0ノノ40！！！ρ〆・
ρ㌧・，’，ρ’ ”17

ll駒盈簸乞
∵φ、θ’！9ゼ∴冨・2

0■　夕　σ。　’θ　g　o　ρ∂　ρ！
，
ργ，o∴ワρo’！ρ聾9

3

・9〆，∵ノo’∵！ρρ’9〆ノ

1！！！」∵！ノ’4％σ」4！

亥鷺霧lil：

∴：4！∴講σ！∴，．警9

’ノ！ノ、▽！ノ，∵ノ〆
ρ・』ひ　’％　9σ9，　’
σ9’戸．ρノ∂r’ノ！9ρグノ
書9’σ・8’σ‘θ’9．45
53

O　　　o

96
0　　0　　口　　ロ

　ー　　一　　■　　　一　　9　　｝　　●

“oo⑫　　②
⑦　のロの00
　0●⑰　　のo
●ロ　⑦　　o　■
ゆ　のoの　の

10YR3／2，SL 2．69

10YR　2／1，L　　　　　　4．62

10YR3／2×5／3，L　4．28

10YR2／1，SL　　　　4ρ0

10YR4／3，Sl 4．74

，OYR3／2，しCoS　　240

7．5Y4／1，L

10Y3／1，CoS

scoria

1．31

0．86

10

10

15
21

22

21

17

30

250

730

880
920

1200

910

660

400

3．6

7．1

5．4

5．7

5．7

4．1

3．4

2．3

1。24

α91

0．93
1．16

1．15

1．37

1．49

1．33

22

16

14
20

20

20

18

19



　　　　　　　　　　　　　農耕地土壌分類改善のための土壌断面デ」タ集

断「面4埋没黒ぽく土をもつ火山放出物未熟土　　　　　　　　　OM　　BD
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（CN）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，9／CC　　　　　　　　　　　　〈ミズナラ林＞　　　　　　　　　，　％

　　　　　　　　　Ah
　　　　　　　　　　　7
〈国＞火山放出物未熟土

　　　　　　　　　Cゼ〈農＞淡色黒ボク土

〈北＞火山放出物未熟土　　　　30

〈林〉未　熟　土　・

　　　　　　　　　C2
〈US＞Vitrandic

　　Ud・rthent　　　　51

　　　　　　　　　をAhb

　　　　　　　　　　　70北海道千歳市美々　　　　2Ab
千歳141。42’03’！E
（5万）42047’09”N　　　　　83

樽前山軽石質降下砕屑物　　2Cb

（三土，井上）

　　　　　　　　　7

phos．　gra〉el　Ab　　humic

abs．　＞2mm　Al203　acid
（a）　　　　％　　　　　％　　　　type

鋤、・1影
Sg二・。．3．●一．
’
。
る ㌔しの・り3
●9　9　9ぜ　●”。
0　　　 9　　の　o　　，　う

　o　●　藷　　　　一　●　　o

　　　　》　　◎　　A　　o　●　『

Sgご●．。．o。鵠

　　　　　O　o　　　，　●　●　o

　　りつ　　ロ　　リ　　　　　ゆ
　　　　ロ　ロ　　つ’・．●。●12
，vwBd

外．z・N鰻
男隔琢彰予
ノ♪～くゴ．ζ’曳ご‘6脅21

ミ9●・。●・“。
　●　O　　●　　　，●　　0
●　　　　　 ．　o　 ●

　ゆ　リ　　　　　　　　ロ
　　　の　　　リ　　　　　　ロ

　o●o　●●　0　18

断薗5河成沖積地の発達未熟な土壌

　　　　　　　　　　　　〈荒地〉

10YR4／1，CoS　・　6．27、　τ．05

軽石』

2．5YR7／2．5
蔦．5／℃・5α191加

軽石

2・5YR7／2C。S　o201・07
岩片

N1．5／

7．5YR　1．7／1』Cし　　11．8　　　0．74

7．5YR3／2，SL　376　α89

10YR6／5，CoS　　　1・16　　　1・00

OM　　grave1
（Tj）　　　＞2mm

％　　　w％

3阜031・5　0・38　Rp

30　　　27．5　　　　一　　　　　一

110　　　13．3　　　　0．24　　　　　＿

1940　　　4，2　　　399　　　　A

1490　　　17．5　　　4．36　　　　A

620　　　29，2　　　1．34　　　　P

　　　　　　　　　AC
　　　　　　　　　　　7
〈国〉

〈農〉灰色低地土』斑紋なしq

〈北＞未熟土　　　 24

〈林〉

〈US＞Udort益ent　　　　　　C2

静岡県浜松市天竜川河川敷
　　　　　　　　　C3磐田137。49’35”E
（5万）34。49’11”N

天竜川河川敷砂礫質堆積物

44

、wB　O　Q

Sg＋Ms

　o　　O　　 O

忌6辱苧∵∵∵こ魎

』？甲：’？イ負

』。な・、●。『曾・

Sg』』・●・●・：●

．o・〇二〇●o●

・o●θ〇二〇’』6・

。’o　守　ρ・

断面6サンゴ海砂よりなる未熟土

　　　　　　　　　　　　〈ζκ労穿群落〉

，艦．F紘F潔，
　％　　　％

2．5Y4／3，L　　　　1。70・　　　23．0

2．5－5Y4／2，SL　　　O．52　　　　50．9

5Y4／2ラCoS

24．9

47．0

0．20　　　　　　85．6　　　　　84．5

5Y～7．5Yン
　　　　CoS　　　O．21　　　　86
　　4／2

　　塞Cogors　of　鯵働coo曾ed・50nd　grq　in5

graveI

＞2㎜
％

Ca
　％HC1
’soluble

』85．7

0．89

0．53

0．21

0．16

0．18

0．13

0．07

0』06

〈由＞砂丘未熟土

‘農〉砂丘未熟土
〈北〉

〈林＞未熟土
〈US〉Udipsam卑ent

沖縄本島本部町塩川

名護127◎53ρ30”E
（5万）26。37’04”N

海浜，サンゴ海砂

（調査1喜名景秀）

AC

．C1

8

　35
C2

　54C3
　61

　75
C4
　的

C5

Sg：●・・0●． ∵．i

ミ9』・㌃』・：・∵．

e　　　●　　5菖6：内fl＝i警

…　　。・。・・σ．7

Sg，俺二電）二嬉’7

Sg．：9　∵．・

8
§9マ説●．穂

Sg●・．ら・。・◎●o・

．。。・　・ひ　．　・10

CO2　　　　pH　　　　　　CoS

ignition　　　　　2－0．2㎜
　　　（H20）10SS％　　　　　　％

2．5Y6／5，CoS　　　，4．4

2．5￥7／4，CqS　　　　5。3

2・5Y7・5／4・？・S2・9

2．5Y7．5／4，CoS　37．3

2．5Y7．5／4，Cos　　7．6

2．5Y7．5／4，CoS　　47．2

2．5Y7．5／4，CoS　　3．6

36．7

36．5

、37．0

35．8

35．9

36．6

38．3

42．3　　　8．5

42．2　　　8．7

42．0

42．5

42．7

43．0

42．5

8．8

8．9

9、0

8．9

8．3

84．8

93，4

94．8

90．4

』91．2

88．6

94．2



　8

断岬標準的な黒ぼく土

〈国＞厚層黒ボク土　　　Ap

〈農〉厚層多腐植黒ボク土
　　　　　　　　　　　　　　　　　Ah1
〈北〉厚層黒色火山性土

〈林〉黒　色　土

　〈US〉Pachic　　　　　　　Ah2

　　　　　Melanudand

　　　　　　　　　　　　　　　　　Bw！

栃木県鹿沼市北赤塚判官台　　　　　　　　　　　　　　　　　B壷2
　　壬　　生　139。45’39”E

　　（5万）36。29’12”N

火山灰台地
　　　　　　　　　　　　　　　　　Bw3
（零農技研土壌三科，1964）

　　　particle－size　distr．　％、

CoS　FS　silt、day

　　　　　　農業環境技術研究所資料

　　〈普通畑〉

　　wGn

　　　　　　×”1910YR2／1・5’L
18・

　　Ms　　　　　　　10YR1．5／1．5，L

　　　　　　　　　　　18
31面s　臼　1一
　、／

　　　　　　　　　　　　　10YR2／1．5，Siし

　　　　　，K

62＿　．戸⑳
Ms　　1。YR3／4，SiLI

　　　　　　　　　　　2180　　一一一一。一一一一り一一

　　Ms
　　　　　　　　　　　　　10YR4／6，SiL

　　　　　　　　　　　2297　。一一一一一一一一一一一

　　Ms　　　　　　　　　　　　　10YR4／6，CL

　　　　　　　　　　　23

text－
　　　　　　　three・phase　distr．V％　　　BD
ural

class　　　　solid　　　liquid　　　air　　　　9／cc

第12号（1991）

　　　　OM率器％ 　　　humic　acid

RF　　△10gk type

14．9　　　　16　　　0．94　　　123

13．1　　　　16　　　1．33　　　137

1α817』1．26135

　4．3　　　　12　　　1．02　　　　83

　2．6　　　11　　　0．19　　　 74

4．4　26　0。12　62

macro響　medium・　pe「mea－　phos．
P・re　po「e　bi胱y　abs．
pFO－1，6　pF1．6－3．g　　K20

V％　V％　cm／sec．　（a）

．509　　　A

．505　　　A

．517　　　A

．539　　　A

・64q　B

．728　　　B

phos．abs．（b）

before　　　　　after

　H202　treatm．
　Po　　　　P耳

8．7

9．6

5．9

3．9

4．8

6．4

P1／Po

（b）

25。7　　24．1　　　41．5　　　1iC

21．4　　24．8　　　44．1　　　LiC

18．0　　28．1　　48．O　　　HC

15．8　　28．3　　　52．O　　　HC

14．5　　29．7　　51．O　　HC

11．9　　25．0　　　56．8　　　HC

phos．　　　　　　pH　　　　　　　exch．

reten．　　　　　　acidity
％　H孝O　NKCI　Y、

28

20

19

20

22

23

CEC＊
NH40Ac
meq／1009

41

41

51

58

62

63

base率

satur．

　　％

31　　　0。71　　15．3

40　・　　0．52　　22．5

30　　　　0．49　　　19．2

22　　　0．54　　13．6

16　　　0．61　　11．7

14　　　0．63　　12．5

　　　Tamm’s　extract

5i・　A1・Feo

　　　　　　　　一3
33．4　　　4×10　　　2240

27・99×1σ3248？

　　　　　　　　一3
26．3　　　3×10　　　2510

　　　　　　　　－3
26，4　　　　1》（10　　　　2390

　　　　　　　　。4

2a44×1023？0

　　　　　　　　－3
20．5　　　4×10　　　2390

鶉、．駕Bext誰

2460　　2950

2970　　3460

3140　　3570

2890　　3320

惚、衆、

1．20

1
1
．
1
6

1．14

1．15

96．6

98．9

99．3

99．2

99。を

99．5

5．19

5．06

5．45

5．58

5．ナ2

5．58

4．42

4。46

4．82

5し03

5．33

5．33

2．2

1．9

0．5

0．2

0．2

0．2

28．7

33．5

30。0

22．0

21．5

20。7

　6

21

30

36

’
1
9

12

3．39

4．36

も．糾

5．22

6．32

7．48

9．1

11．1

13．2

10．9

12．5

14．9

2．78

3．15

3．58

3．33

3．04

3．23

0．63

0．66

0，69

0．81

0．86

0。85

3．79

』
4
． 93

4．62

4．06

3．91

4．31

3。72

4．63

5．32

5．50

540

5．62

2．41

2．26

2．86

269

3．19

3．45

0．75

0．68

0．67

0．61

0．56

0．57



農耕地土壌分類改善のための土壌断面データ集
9

断面8非アロフェン質の黒ぽく土

A卜1

11

〈国〉厚層黒ボク土　　　　Ah2

〈農〉厚層腐植質黒ボク土　　　22

　　　　　　　　Ah3〈北〉

〈林〉黒　色　土　　　　　　　35

〈U　S〉Ahc　Hapludand
　　　　　　　　Ah4

〈雑木林〉

57

静岡県磐田市富士上原　　Bw1

磐・田137050’35”E

（5万）34046’32”N

中位段丘（磐田原）粘質堆積物　　91
（零文部省総研，1975，静1）　8w2

物Bc〃矯
雰／／吻髪
vwBc　’

　　、o
　　　　　～1

v撒
vwBc

　　　　23vwBc

　　　　19

O鷺t鳶申％RFh器id，，卵

10YR3／2，CL

10YR2／1，CL

9．5　　　19　　　　0・84　　　72　　　　．567　　　　B

8．7　　　22　　　　1．59　　　131　　　　．505　　　　A

7．5YR2／1，LiC　　　　lo，9　　　　30　　　　2．41　　140　　　　．517　　　　A

7。5YR2／1．5，UC　　　7．9　　　27　　　　2．46　　　139　　　．535　　　　A

7．5YR
・～10YR4／5・liC　24　17　0・93111　・599　A

10YR4／4，Uc 1．7　　　13　　　0．58　　107　　　．611　　　A

　、particle・sizedistr！　％　　　　　　text・　　　three・phasedistr季V％

　　　　　　　　　　　ural
C・S　FS　silt　day　class　s。1id　Iiquid　air

BD零　　mac「o’　permea昌　　phos．　　　phos．a撫（b）
　　　po「e　　　　　　bility

g／cc　　　pFO－2　　　K20

　　　V％　　cm／s㏄．

abs．　比f。re　after
（a〉　　　H202treatm．

t4　　　57．7　　　24．6　　　16．4　　　．Cl　　　　23　　　　34　　　　43　　　0．54

1．3　　　　55．6　　　24．2　　　　18．8　　　　Cし　　　　　一　　　　　ロ　　　　　　ー

1450　　　1320　　　640

　　　　　　一3－　　　　25．4　　　8×10　　　　　1560　　1590　　　1080

0．7　46．5　254　27．4　UC　26　54　21　0．70　1a4　3×1♂　193021601460

t2　44。024．630・1　UC　30　56　14　α8111．16×1♂　182018501440

1・1　　　40・9　　　23．5　　　34．5　　　しiC　　　44　　　　49 6　1．20　a8　1×1δ4　1150　870　980

3．3　　　41．8　　　23．5　　　31．3　　　　UC　　　　41　　　　50 　　　　　　　　　一591．116．82》く10 980　　・一

P牌え恥。pHIC1畢鼎、讐識．％恥，・F輪（黙）辮箒覧

048　　　72。6　　　4．38　　　4．01　　　13．2　　　138　　　7．9　　　　1．27　　　1．99　・　　4．81　　　α64　　　0．15　　　　0．08　　　1．59　　　0．08

0・68　　　87・7　　4・53　　4・20　　　10．1』　　13．2　　4．0　　　1，56　　2．36　　　5ρ2　　　0．66　　0．16　　　0．12　　2．61　　0ρ7

0・68　95・64・964・23　9・116．93。2　1・58245　5．32α64α16　α13．3．48α06

0・78　93・64・85430　6ン　1a9　3．8　1．81・278　5．65　0．65　0．17　Q13　3．35　0．07

1・書2　　　76・2　　　5．00　　　4．15　　　7．1　　　7．9　　　7．8　　　1．80　　　2．95　　　6．32　　α61　　0．18　　　009　　1．58　　　0．10

一一』　　　69．6　　　502　　　4．12　　　　9．6　　　　7．1　　8。1　　　1．63　　　2．84　　　639　　　0．57　　　0．19　　　　0．10　　　1．38　　　0．11
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断面9　淡色黒ぽく土

〈国〉淡色黒ボク土

〈農〉淡色黒ボク土

〈北〉褐色火山性土

〈林〉褐色森林土

〈US〉Hapludand

〈アカマツ・ササ＞

Ah　6

BA

Bw1

37

茨城県稲敷郡朝日村
　　　　　　　　　　　70輝石安山岩質火山灰（赤城，榛名）．

（象宮沢，1966）　　　　　　Bw2

OM　　humic
　　　acid
％　　type

Gn
Gn

INt

Bc．

摺蟹蹴鷲．
9／CC　　　　　（a）　　　　　％

5YR2／4，1

5YR3／4，L

14．4

6．3

7．5YR4／4，CL　　　　2．6

7．5YR4／6，CL　　　　2．3

P　　　　　Oβ5　　　　2070　　　　8．1　　　　0。65

A　　　　　O．66　　　2200　　　99　　　　0．76

A
．
　
　
0 ．79　　　2190　　　9、2　　　　0．87

A　　　　O．86　　　2380　　　17，3　　　　0．91

断面10　厚い腐植質表層をもつ

　　　非アロフェン質の黒ぽく土

　　　　　　　　　　　　・くアカマツ、クマイザサ〉

　　　　　　　　　　O
　　　　　　　　　Ahl
　　　　　　　　　　　10
〈国〉厚層黒ボク土　　　　Ah2　　　　　　　　　　10YR2／2，CL

〈農〉厚層多腐植黒ボク土　　　　23・・「

〈北〉厚層黒色火山性土　　Ah3　　　　　　　　　　10YR1／1，Cし

〈林〉黒　色　土　　　　　　　35

OM
（CN）

、％

phos．象

abs。
（a）

　　　　　　　　ゆA謬δ，s％．盟

　％　　　　　type

exch∫

acldity

Y1

〈US〉Alic　Pachic

　　Melanudand・
Ah4

10YR1．5／1，CL　　　24．9　　　2160　　　3．61　　　0．11　　　　A　　　　23．6

唱10YR1／1，CL

　　　　　　　　　　　63
　　　　　　　　　　Ah5　　　　　　　　　　　　　　　10YR1／1，Lic
岩手県胆沢郡金ケ崎町女夫坂　　　72

焼石岳140・5σ13・E　　　Bw1　　　　　　　　　10YR3／3・LiC

　　　　　　　　　　　84　（5万）3goO914”N　　　　　　wBc！、〃ノノ“
　　　　　　　　　　　　㌧・ダ〆！〆1・ノノノ■ノ栗駒山起源dacitic火山灰　　8w2　　，、，，．“，．．，！10YR5／7，LiC
（◎文部省総研，岩3，1980》　　　　　　ノ！！〆！ノ！∠乙．20

23．4　　　　1980　　　3．25　　　0．10　　　　　A　　　　23．5

24．3　　　　2230　　　4。09　　　0．09　　　　1A　　　　　20．7

24．9　　　　2370　　　5．06　　　　0．08　　　　　A　　　　　18。7

14．7

2．2

2100

1510

3．61　　　0。08　　　　　A　　　　31．0

2．05　　　0．19　　　　－　　　　42．1

断面11盤層をもつ黒ぽく土

〈牧草地〉

　ゆ　　　　　　 ホ

OM　　phos．
　　　abs．
％　　〈a）

　ゆ　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　ゆ

BD濃S鵯魏．
9／cc　　V％　　　extract

〈国〉厚層黒ぽく土

　　　　　　　　　Ap〈農〉厚層多腐植黒ぽく土

〈北〉厚層黒色火山性土

〈林〉黒色土
〈US〉Durudand

Ah

静岡県富士宮市上井出　　2Bm

　　（広見開拓地）

40

61

玄武岩質火山灰，スコリア　　　90

　　　　　　　　　3Cm（“福士・湯村1969，広見（1》

N1／，Cし

　　　　　暑7』

7．5YR3／3，Cし
（アカマサ）

　』5YR2／2’SL
35
　（ジャリマサ）

327　　　　2530　　　0．58　　　　24 一　　〇44

8』7　　　2270　　　044　　　・17　　　　．1。93　　　α89

2．1　　　1520　　　α86　　　」30　　　　2．52　　　・1．19

0β　　　　　730　　　1．69　　　　61　　　　490　　　1．24



断面12　森林下の黒ぼく土

　　　　　　　　　　AM
　　　　　　　　　　　　8〈国〉淡色黒ボク土
　　　　　　　　　　Ah2〈農〉淡色黒ボク土　　　　　　1

〈北〉褐色火山性土

〈林〉褐色森林土

〈US〉Fulvudand　　　　　　8A

　　農耕地土壌分類改善のための土壌断面データ集

　　　　　　　　　　　　　　OM　　h㎜1ic
〈与4慧駿材跡〉　　　　（CN）acid

5
　　　　　　　　　　2Bw1

富士山138039’15”E　　　　　78

（5万）35。21’54”N　　　38w2

　　　　　　　　　　　　88富士西麓斜面，標高1160m
（・文総研1982）　　　　　　3C

W8C
mGn　　　　　　5

彪猛猛
wBc

Ms
o　　　o

o　　　o

18

27
lMs
　O　　Q　　O

o　　o　　o

O　　O　　O　O

％ type

　　　　　　　　　　　11

　　　　　　　　ゆ

％讐器・s駈
ス5YR2・5／2・Lic、337

7。5YR3／3，liC　　　　23．6

7。5YR3，5／3，liC　　　14．2

断面13　台地の黒ぼく水田土壌

〈永田〉

7．5YR4／5，CL　　　　　74

駐YR3／aCl　35
10YR3／1　　　　　　　　　＿

（一郁7．5YR3／4）

base
satur．

％

P　　　　O．66　　　2530　　　0．29　　　0．60

P　　　　O．39　　　2560　　　0．27　　　0．63

p　　　　O26　　　2490　　　0．33　　　0．72

P　　　　O．18　　　2220　　　0．32　　　　0．83

P　　　　O．15　　　1940　　　α35　　　　α89

　　　　　　　　　　Ap9

〈国〉多湿黒ボク土
　　　　　　　　　　　　14〈農〉多湿黒ボク土　　　　A』9
　　　　　　　　　　　　18〈北〉　　　　　　85921
〈US〉　（anthraquic）　　　　　8i

　　　　Hap｝udand　　　　　　　　　28

　　　　　　　　　　Bw1

　　　　　　　　　　　　4

長野県東筑摩郡波田村下原

　松本137◎53’0ガE　　　Bw2
　（5万）　36011748”N

　l三土・1970）

断面14　谷地の多海黒ぽく土・

16

薄・塞＝薮％o
BcンX7ノニ　　　　26

ph・鼠聖階BD　Fem　Mnm
abs。　　K2。　　　　　　Fe203　MnO2
（a）．cm／就．9／cc　錫　・㎎／1009

乙4ご1なご4こご乙29

Ms

20

10YR2／2，1

10YR2／2，1

10YR3／2，1

10YR3／3，L

でOYR4／4，CL

7．5YR5／6、CL

　　　　　　　　　　　　　〈水田〉

　　　　　　　　　　柄％淵1・YR3／2CL

麟鰍ボ易，1懲珊一

蕊灘輪押％卿…一

42

39
45

42

43

　　　　　一31660　　1．5x10　　　0．79

1710　　　　－5
　　　1．1x10　090
1890
　　　　　－31920　　1．7x10　　　0．67

　　　　　－31690　　1ρx10　　　0・76

2．99　　　17

3．38　　18

8．29　　99

4．54　　312

4．87　　141

38　18301個♂α65522　154

OM
（CN）

％

ph（》s・　　phos．　　BD
reten．

（BM》　abs・
％　　（a》　9／CC

　n－　　Alo
value　　　Al203

　　　　％

7．90

6．24

6．67

78．1　　　1700　　　0。63　　　　1．50　　　4．32

81．4　　　1770　　0．71　　1．51　　4．¶4

82β　　　　1920　　　0．64　　　　1．54　　　　4．52

5．72　　　62．6　　　1980　　　0．57　　　1．73　　　1．69

542　　　　53』9　　　1780　　　0。54　　　　2ρ5　　　1．78
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断面15黒ぼくグライ土

農業環境技術研究所資料　第12号（1991）

〈水田〉＞

　　　　　　　　　Apr
　　　　　　　　　　　13〈国〉黒ボクグライ土　　　Ahd
　　　　　　　　　　　20〈農〉多腐植黒ボクグライ土

〈北〉暗色表層グライ低地土

〈林＞グライ
〈US〉　Hydric　Pachic

　　　Melanaquand

Ahr2

栃木県芳賀町下高根沢

烏山140。00’43”E

　　　　　　　　　Ahr3　（5万）36。34P28解N

火山灰台地間谷津田・

50

　　　　1鍛

　　×　　　9
薄タ廃1綿

・M　Ph・s驕1BD　humic　Fed
（Tj）　　abs．　　（BM）　　　　　　acid　Fe203
％
．
　 （a）．　％　9／cc　type　％

10YR2／1，CL

10YR2／1，CL

wBc
／＼〈

　　　　　×

ンー一一
　　諮　　　　看7

vwBc
A／y　　　　　　　　　ソ

y　　　　　　　　　ノ

曽151

！9聾Y2／1，CL

ヌー52

10YR～2．5Y2／1，CL

14．3　　　1960　　　86。0　　　0．51

14．4　　　　1990　　　89．8　　　0．55

15．3　　　2030　　　91．6　　　0．56

A　　2．49

A　　2．59

A　　2．13

16．7　　　1810　　　85．8　　　0．50　　　　A　　　　1．49

断面16　未熟な黒ぽく土

〈亥更薬㌃弩を＞

　　　　　　　　　　Ah1
　　　　　　　　　　　　　7
　　　　　　　　　　2Ah2〈国〉粗粒黒ボク土　　　　　　　　14
　　　　　　　　　r幽2AB17
〈農〉表層腐植質黒ボク土天
　　　　　　　　　明〈北＞未熟火山性土　　　軽3Ahb

〈林〉黒色土一未熟土晶　31
〈US〉Udivitrand　　　　　　　3ACb

　　　　　　　　　　　　38

　　　　　　　　　3Cb1－

　　　　　　　　　　　53
群馬県吾妻郡妻恋村応桑　　3Cb2
浅間家畜育成牧場（No．103）　　62

軽井沢138。3703”E　r4Cb3
　（5万）36025’57”N1281
　　　　　　　　弘安スコリア（三土ら，1965）

mGリンン’！！！”ノ！ノ’6

ヱ宜、盈二二二1盈lll｛5

刀G房鰍／
■⑳／／　♂　G〆、

‘な・げニイ‘∫！．4．くζ‘！り・二1a

23

0　0　　0　0

⑰　 o　　の⑰　o　　⑭
　　＠　　⑰
勉⑳⑦⑫も吻

OM　　phos．　BD　　CEC　　humic
（Tj）　　　abs．　　（L）　　NH40Ac　acid
％　　　　　％　　　9／cc　　meq．／100g　　type

Alo
Al203
％

7．5YR3／2，しS

75YR2／1，SL

10YR5／3，FSL

7．5YR2／1・，SL

4．55　　　　660　　　1．14　　　　6．8

7．72　　　1190　　　0，90　　　12．1

6．72　　　1230　　　0，99　　　　7．3

8．50　　　1720　　0．98　　　14．3

10YR3／3，CoSL　　4．60　　　　770　　　142　　　　3．3

10YR5／2，LCoS
』
（
砂 の色）

礫の色，CoS

礫の色

1・76　　　1010　　120　　　4．1

0．95　　　　640　　　　一

040　　一

3．1

P　　O．30

B　　1．10

B　　　－

A　　2．43

B　　2．27

P　　2．48

断面17　シラス由来の土壌

Ap

〈国〉火山放出物未熟土　　　　14

〈農〉淡色黒ボク土　　　　8w1

〈北〉火山放出物未熟土

〈林〉未　熟　土　　　　　　　33

〈US〉VitriC　　　　　　　　Bw2

　　　Hapludand　　　4

C1

75

鹿児島県指宿市小牧　　　　C2

　開聞岳130035’23”E
　（5万）31・1753・N　　　　95

軽石流堆積物（シラス）　　　C3

（小原ら，1986調査）

〈基盤整備造成畑〉

OM　　phos・　phos・　Bガ　　pF42
（CN）　　abs。　　reten．　　　　　　　water
％　　　　　　（a）　　　　　％　　　　　9／CC　　　reten．

Alo
AI203
％

　　ゲ　ず　ノ　ノ　ず　ノ　ダ　ず
w6㎡∂！！ノ！”，’ノ！

1く※㌧夕乞’ρ！！！ノノ『

5ノρり一ノ㌧，’7

・vwBc

　　　の

　　　　　15
・Ms

　＠　　　＠

　　　　　21
1Ms

　④　　　o

Ms

25

　　　＠

　　　　　20・・’Q＼一ρ1、、。●1。、

Ms

　　の
　　　　　20

10YR4／3，SL

10YR6／6，LS

10YR6／4，LS

10YR7／3，LS

10YR7／4，SL

10YR7／2，SL

4．55　　　1400　　　77．2　　　0．71　　　21．5　　　3．40

0．56　　　1120　　　75．0　　　0．64　　　17．9　　　4．27

0．25　　　1040　　　71．0　　　0．68　　　16．4　　　4．42

0．10　　　　870　　　59．7　　　Q80』　　13．5　　　3．91

0．07　　　　640　　　31．1　　　0．71　　　19．8　　　0．72

0．07　　　540　　　27、7　　　0．73　　　17．9　　　0．60
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断面18　台地の褐色森林土

1〈放牧地〉

　ゆ　　　　　　　　　　ゆ

OM　　C／N

％　　ratio ％
，humic　acid．

Aρ

〈国〉褐色森林土

〈農〉褐色森林土

〈北＞酸性褐色森林土
　　　　　　　　　　　　　Bw1く林〉適潤性褐色森林土

〈US〉Dystrochrept

12

47

　　　　　　　　　　　　　Bw2
北海道網走郡雄武町曙

　北見幌内142。57’05”E

　（2．5万〉　44。35’17”N

洪積台地丁2面頂部
　　　　　　　　　　　　　　　98
（＊1974年文部省総研，北4，　Bw3

牌北農試重粘地研）

RF　　　△log　k　　type

鋤卿砿
vwBc
Gn

　　　　　　　24
・wBc
mGn

lwBc

22

10YR3／1（1）HC・
7．5YR4／6（1）

7．5YR4／6，HC

10YR4／6，HC

10YR4／6，HC

5。03　　　15．4　　　0．56

1．52　　　12．6　　　α11

1。00 9．7　　0．08

32

32

36

725

．690

．697

Rp

P

P

partic真e－size　distr． ％　　　text・

　　　　ura1’
f。clay　class

鷺s臨， 　　　　　　ゆthr㏄・phasedis甘．V％

CoS　　　　FS　　　　silt　　　clay solid　llquid　air

　タ　　　　　　ぴゆ　　　　　　　　　　　　　ゆネ
BD嘱鍵P講a’ph・＆
9／ccpF・一1β　K2・　abs
　　　　V％　　　cm／sec．　　（a）

8．3　　　10．5』　　37．5　　43．8・　　17。0 lic　　　O．39　　　0。86、 39 47　　　14 1。02　　13．5 1080

13．6　　　13．4　　　31．1　　41．9　　　　15．7 しic，　　0．37　　　0』74 47 46 71 1．30
　　　　　一5
4．1　　4×10 1310

11．3　　　13．8　　　35．7　　39．2　　　13．8 lic　　　O。35　　　091 47 40　　　12 　　　　　　　　　一31．19　　 13．6　　2×10　　　1180

　　　　　　　　　　　　　率　　pH率　　exck　CEC
　　　　　　　acidity　NH40Ac
H20　　　KCI　　　Yl　meq．／1009

　　ホbas¢
satur．

％　　　Feo

Fe203　％

Fed　　Fet

F％6dF究e， Al203％一

AIo　　Ald

Si・（Fα1－IFeo）CEC
Sio2　　　　　　　　　／day

％　／Fet　×100

6．23　　　5。00　　　　0。8　　　2α1　　　　81 1．45 3．52　　　665　　　041　　　0．53 α93　　1．22 0．13　　　0．31 （46）

548　　　4．15　　　15．3　　　149　　　　42 1．91 435　　　756　　　044　　　0．58 1．35　　　1．67 0．17　　0．32 36

5．52　　4P5　　19．5　　115．5　　　39 1．85 4．32　　　7．47　　　044　　　0，58 1，12　　1．36 0．15　　α33 40
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断面19　黒ぽく質表層をもつ褐色森林土

Ap

〈国〉湿性褐色森林土　　　　　18

〈農〉細粒褐色森林土

　　　　　　　　Ah〈北〉暗色表層

　　酸性褐色森林土　　　　36
〈林〉弱湿性褐色森林土

〈US〉Andic
　　Dystr㏄hrept　　　　Bw遷

北海道宗谷郡枝幸町枝幸

　枝幸142035’10”E　　　　　67
　（5万）　44054159躍N

　　　　　　　　8w2低位段丘堆積物
（’富岡・音羽1973，北農試

土調報，22編，75土壌区）

〈牧草地〉

mBう

　＿＿・璽

w－mBc

¢

　　　　26
w－mBc

＄　　拶

28

　　　　ゆOM3　　phos．
　　　abs．
％
　　　（a）

BDゆ

9／CC
F％，F㌔鶉c
　　　　　　type

，7，5YR1／1，liC』　　142　　　　驚410　　　0．68　　　　－　　　　044　　　　A

7，5YR3．5／3，LiC　　　　64　　　　1590　　　0。99　　　0・53　　　　0．42　　　　　A

7。5YR4／6，llC　　　　　3．2　　　1280　　　1。17　　　0．53　　　043　　　　8

10YR4／6，しic

ハロれお

5YR4／6

1．3　　　1020　　　1．14　　　0．52　　　0。48　　　　B

断面20　火山灰に由来する褐色森林土

　　　　　　　　　　〈333ツ・コナラ・〉

　ゆ
OM　　BD
％　　9／CC

　ゆ
讐A、数，F払雛

OA　3
Ah

〈国〉褐色森林土　　　　　　　17

1〈農〉淡色黒ポク土

　　　　　　　　28w1〈北〉酸性褐色森林土

〈林＞褐色森林土　　　　　　　3B

〈US〉Dystrochrept

28w2

w　n．

・聯微

65

岩手県北上市村崎野

北上141007’32露E　　3Bw3
（5万）　39。18’54齢N

　　　　　　　　　　85安山岩質火山灰／軽石（焼石岳）

（毒文総研1980，岩手2）　　4C

鷹擁賜
ろ輻窮・惣イ9
仁乙∠ム’JJ露F乙ご2夏

wBc

　　9
o
23

一wBc

0

20
ご　ゆ　ドゆ　ド　ロご　　の　 ロリ
，Gg9ρo◎の■
99　も・　o●Oo
轟夕。％8・38二390

75YR2／1　　372

7．5YR3．5／4、1～CL　　7．48

亨言YR5／αしic

P
1．01　　　1610　　　2」09　　　0．36　　　　A

1．401．1412501．60025B

，7．5YR5／6，LiC～HC　O，95　　　1．07　　　1040　　　1．90　　　0。30　　　　P

ス5YR5／6，LiC　　　　　1．00　　　0．98　　　1460　　　1．73　　　0。39　　　　一一

7，5。10YR6／8， 202　　　α62　　　2360　　27，5　　　　0。90　　　　．一

断面21　下層が疑似グライ

　　　　化した褐色森林土，

〈国〉湿性褐色森林土

〈農〉褐色森林土

く北〉酸性褐色森林土

〈林〉偽似グライ

〈US〉　Dystrochrept

　　3．0

　　0AM
　　7Ah2　　1
8wl

8w2

8w3

北海道宗谷郡浜頓別町仁達内

浜頓別142●15’43”E

（5万〉　45。05P39”N

洪積台地
（串富岡・音羽1973，北農試

土調報，22編，62土壌区）

8w4

Bwg

〈自然林縞y今談ナラ〉

24

40

55

7

OM
％

癖 　◎air
phase
V％

　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ

BDF％，tF％ed艦y
9／cc　　　　　　×100

甥Gg燦ZZ匁ρi
鞘，，鶏影務．

グぴグタダノクノ　ノノノずノ
る∵イ！ノ’！ρ！ノリ

144峯，葬1牌簿

匿塗塗
m－wBc

　　筋
　　　　　25
wBc・Pr

　傍　 傍

　　　　　26

w爾1

10YR3．5／2，Sic
10YR～2。5Y6！3，しに

8．5

6．1

10YR6／6，Lic　　　　4．8

10YR6／4，Lic　　　　　3．8

2．5Y6／5，Ljc 1，8

2．5Y6．5／3，lic　　　　1．6

10YR6／6，

　　　licス5Y7／1，

1．2

11．　1．03
0．34　　　0．38　　　覧63⊃

0．53　　　0．31　　　（54》

91．100．540．4454

8　　　　099　　　048　　　043　　　、59

7　　　　1．30　　　　0．43　　　0」37　　　　54

4　　　　　147　　　　0．43　　　　α30　　　　50

5　　　　1．35　　　0㌧44　　　0．07　　　56
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断面22　粘土集積層をもつ褐色森林土

Ap

〈畑一牧草〉

　ゆ　　　　　　ゆ

OM　base
　　satur．
％　　％

・15

く国〉褐色森林土
〈農〉細粒褐色森林土　　　AB

〈北〉酸性褐色森林土

〈林〉褐色森林土　　　　　8w

〈US〉Hapludult

Bel

北海道空知郡新十津川町花月

砂川141。48’53”E

（5万）4302957膠N
中位段丘細粒質堆積物
（ホ音羽ら1978，北農試土　　B曾2

調報，24編，62土壌区）

16

30

47

92

　　　　　　ゆ
clayωay艦yF輪
％　／clay　x100

物，，
wPらBcう〃ンン7
：∴∵！∂・1’区’㌧’7！ρ

ノ！！∠‘．乙乙二二28

wPr，Bc

　　　　29
1wPr，Bc

　　　・・25
wB61pl

一
2 4

10YR4／3，＄ρ　609　70　341　0・35　｛5310・36

10YR4／5，liC　277　13　395　α33　39　0・31

10YR4／6，uc
c8ay　film

7．5YR4．5／6，HC
clay　f醜m

7。5YR5／8，HC
clay　film

1．13　　16　　474　　0．32　　33　　0．22

043　　14　　61．1’　0．44　　36　　0．19

0β5　　　　21　　　　58』3　　　　0．44　　　　39　　　　0．21

断面23　塩基に富む褐色森林土

　3F‘広葉樹林：イ顎

0
A』

〈国〉褐色森林土　　　　　　　　11

〈鳥〉，．褐色森林土　　　　　BA．

〈北〉褐色森林土　　　　　　　23

〈林〉褐色森林土

〈US〉Dystric

　　Eutr。chrept　8w1

札幌市藻岩山

安山岩丘陵中腹斜面，100m
　　　　　　　　Bw2（“富岡・天野1978，北農試

研報，121，地点No．4）

釦

mBc
’　　　0

　　　　堕
耀辮難
‘乙 二’とヱ！山！24

wGn
　o　　 “　　 o

o　　　o　　　o

＠　　o　　o　　昌

◎　o　o　“

15

　　　　ゆ　　　　　　ゆ

・ゴ鑑論F％，F％、d罵
％　　　　％　　　Y、cc　　　　　　　　　　　×100

7．5YR4／2，Cし　　　　　12．｛）　　　　63　　　　1ρ　　　　031・　　042　　　　”

10YR5／4，Cl

10YR416、し

10YR4／6，1

4．2　　　　64　　　　　1．3　　　　040　　　0．32　　　　95

3．3　　　　70　　　　　0．3　　　　0．39。　039　　　　101

2．2　　　　61　　　　0。5　　　044　　　0．31　　　104

断面24　未熟な褐色森林土

〈多誹霧ナラ〉

OM
％

辱

Ah

〈国〉褐色森林土　　　　　・A8

〈農＞細粒褐色森林土

〈北〉酸性褐色森林土

〈林〉褐色森林土

　　　　　　　　8w〈US〉（Parahthic）

　　　Dystrochrept

C

北海道岩見沢市上志文

夕張14r47’39”E
（5万）43●09’43”N

　　　　　　　　R第3紀半固結泥岩壷丘陵斜面．

（廓ペドロジスト懇談会，1979）

10

，25

50

70

夢物、，，
　　じログノダノダヲ
w～mBp〆’〆！ノ

鎚鐵捻急
mBc

ム　　　A

．＿．＿．＿．」9

ム　ム　a　《

　　　22
1　1　1

．l　l
　　・27

鑑F％ωF認、F％，，艦，

wt％　，　　％　　　　×100

10YR2／2．5，しIC　”5　－　o。49　1．31　q24　t80》

10YR3／3．5，LiC　　　3．70　　　　－　　　　o。35　　　1．87　－　o．29　　　　61

10YR5．5／3．5，LiC　　146　　　16．8　　　0．33　　　1・52　　　0・26　　　　74

10YR613．5，liC　　　o．78　　　　45．8　　　　0．31　　　1・62　　　026　　　　79

・2．5Y6．512、Cl　o41　90．9　021　1・44　q26　120
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断面25黄　色　土
OM
（Tj）

％

C／N

ratio 窓
humic　a¢id

〈マツの疎林〉

　　　　　　　　　　　　　　　　Ah
〈国〉黄　色　土
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14
〈農〉黄　色　土
　　　　　　　　　　　　　　　　Bw1
〈北〉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　25
〈林＞黄色系褐色森林土

〈US〉Dystrochrept　　　　Bw2

8w3

静岡県浜松市三方原町

　浜松137。4401”E
　　　　　　　　　　　　　　　　Bw4
　（5万）34046’35”N

中位段丘（三方原面）堆積物

50

66

RF △1㎎k type

喫兜二冤1二ll彩1∫ll二

！1ζ・二ニイニニニ1｛乙4う1｛鹸

亀，

　　　　　　　　　　9

mBc

　．＿．＿．一一．21

mBc
　　　　　ム

　　　　　　　　　20

1Ms

　　　O　　　　　O

o 0

20

10YR4／4，CL

10YR5／8，Lic

7．5YR5／8，Uc

7．5YR5／8，LiC

5YR～7．5YR416，LlC

3．47

t16

0．67

0．69

0．48

21

16

12

11

7

0．34

0．09

0．07

0．06

48

34

35

38

．629

．7，17

．713

．718

P

Rp

Rp

Rρ

particle・sizedistr， ％

clay　f．clay

text－

ural

claSS

f．clay

／clay

silt

／day

血㏄・phasedistr．V％

CoS　　FS sllt solid　　　liquid air

BD
9／CC

maα0・　鉾mea－
pore　　　　　bility

pFO－2　K2・
V％　　cm／s㏄．

phos．

abs。

（a）

13．8　　　32．2　　　23．4　　　30。5

13．2　　26．1　　　22．0　　　38．7

11．2　　　23．3　　　22．2　　　43，3

14．4

24．8

27．4

lic　　O．47

Uc　　O．64

しic　　O．63

O．77

0．57

0．51

53

51

49

37．

42

42

』11

　7

9

1。41

1．38

1．33

8．7

5。5

6．7

　　一4
1×10

　　－6
3×10

2×165

570

690

9．7　　　19．5　　　21．0　　　49。8 30．8 HC 0．62 0．42 49　　　42 9 1．34 7．5 4x165 980

7．0　　　14．7　　　19．3　　　59．0 36．2 HC　　O．61 0。33 49 45 6 1．34 5．6
　　一5
4x10　　　1130

　　　pH　　exch．　CEC
　　　　　　　　　aci面ty　NH40Ac
H20　　KCI　　YI　cc　　meq／1009

exch．bases　meq．／100g base　CEC
satur．／day

％　×100

Fe203

Ca　　Mg　　K Na Feo

　　　％％，、隣，。撫

Fed　Fet　　　　㎎／1晦

4．55　　　3．85　　　15．2　　　9．37・

4．75　　　4．00　　　15．1　　　　7．64

4．89　　　4．15 8．17

。52　　　．26　　　．30

．23　　．16　　　．07

．57　　　．20　　　．10

．15　　13

．10　　7

．14

30．7

19，7

12　・18．9

0．13

0．11

3．19　　　4．58

4．23　　5．90

0．10　　　4．84 6。40

0．04　　0．70

0．03　　0．72

0．02　　0．76

8

5

5

4．90　　　4．06　　　15．2　　　9．41 ．22　　　．15　　　．10 。15 7　－18．9 0。15 6．42 7．94 0．02　　　0．81 15

14．9 0．52 6．46 8．18 0．08　　0。79 99
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断面26赤色土 £暫・器鬼
％

humic　acid

〈山林〉
3F，一一一一一。一一一・一一■

RF　　　　△10g　k　　　type

　　　　　　　Ah　4
〈国〉赤色土　　A8
　　　　　　　　　13〈農〉赤色土
〈北〉赤色土
〈林〉赤色土
　　　　　　　Bw1〈US〉Dystrochrept

沖縄本島名護市

名護127058’33”E
（5万）　26。37’45”N

古生層千枚岩風化物
（調査1古畑・浜崎）

Bw2

Bw3

53

82

鍛影懲づ。鍵
㌘旨当シニく、必？≧～1

mBc

　　　　25
wBc

　　　　27
Ms

27

7．5YR3／3，Cし　　　　　7，10　　　　20　　　　0．91　　　　47　　　　．772　　　　B

7．5YR5／6－7，LiC　　　2．26　　　　19　　　0．45　　　　40　　　．668　　　　P

2．5YR4／8，UC　　　1．07　　　16　　　0．07　　　41　　　．680　　　P

2．5YR5／8（4）
　　　liC　　　O．77　　　　15　　　0．06　　　　41　　　．666　　　　P
10YR　7／8（1）

2．5YR5／8（2）

　　　lic10YR　7／8（1） 0．44　　　12　　　 一　　　 一　　　　一　　　 一

，partlcle－sizedistL ％　　　　　text．　　f　clay

講　claSS／day

、thr冊phasedistLV％ BD　 phos・

　　　abs．
　　　（a）

pH
CoS　　　　FS　　　　silt　　　　clay solid　liquid　alr　g／cc H20　KC1
11．8　　　26．2　　　36．0　　　26ρ　　　10．0　　　　しj　C　　　　O42 610　　　　4．38　　　3。38

11．7　　　26』7　　　35．3　　　26．3　　　書0．O　　　　li　C　　　　O40 52　　　　29　　　　19　　　1．33　　　　510　　　4．45　　　3．52

8．7　　　17．3　　　328　　　41．3　　　19．5　　　1iC　　　O48 57　　　　38　　　　　　5　　　　1．52　　　　　520　　　　4．80　　　3．62

9．2　　　16．3　　　389　　　35．6　　15．9　　　　しiC　　　O．45 55　　　　39　　　　　6　　　146　　　　　490　　　4．82　　　3，60

13．8　　14．8　　　424　　　29．0　　13．O　　　liC　　　O44 54　　　　38　　　　　8　　　142　　　　　460　　　4．80　　　3．68

exch．

acidity

Y1

CEC
NH40Ac
㎜qカoqg　Ca

exch．bases meq／100g　base
　　　　satur．

K　Na　％

CEC
／clay

×100

Fe203　％
Mg Feo　　閣Fed　　　　Fet

％（闇轟
39．9　　　　　　19。2　　　　　．95　　　　。93　　　　．．16　　　．23　　　　　12　　　　C74》　　　　0．49　　　2．11　　　2．77　　　　0．23　　　0．58　　　　10

34．（》　　　　　10．8　　　　．02　　　．27　　　．09　　　．12　　　　　5　　　　41　　　　0．51　　2β2　　　3．41　　　0．20　　　0。62　　　11

30．6　　　　　　10．7　　　　　．03　　　　．52　　　　．12　　　．21　　　　　9　　　　　26　　　　　0．18　　　7．13　　・8．15　　　0．03　　　0。85　　　　11

32．8　　　　　　10．2　　　　　．01　　　　．49　　　　．11　　　．15　　　　　8　　　　　29　　　　　0．13　　　6．30　　　7，29　　　0．02　　　0。85　　　　　9

30．6 9．1　　　　．01　　　．38　　　．10　　　．13　　　　　7　　　　31　　　　0。10　　　5、26　　　6．05　　　0．02　　　0」85　　　10
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断面27［粘土集積層をもつ赤色土

　　　　　　　　　　〈拷ア写卿房㌘ぺ〉

〈国〉赤色土
〈農〉赤色土
〈北〉赤　色』土

〈林〉赤色土
〈US〉Haplohumult

1
Ah
　5
AB

8w

Bo1

17

27

北海道網走郡雄武興部町界

　　　　　　　　　＄興部143。05F44”E
（5万）44。28’40”N

　　　　　　　　B曾2洪積台地丁1面
（＊文部省総研1974，北3）

mBc！Z　Z4　2ゑ
　ノゴノ　ヴノクヂク　ノげ　　　くンヂノノノノノノノノ

あヂグげノノリデノノゴシ’ノ！！ノろノ〆ノ㌘〆’ノ

｛ご‘レニな！z｝二ζ2z

mB6，ダ”ノ！”ノノノ7’♂

！4’！”！！”！ノ！！ノ’！

ご‘し＝ζな∴ゴ乙’∠御坦

mBc

　　　　26
wPl

26

　8　FedOM　　・Fe203
％一　％

Fe・　day　fclay
／Fed　　　　％　　　　／clay

　串CEC
／clay

×100

10YR4／2，しiC 9．9　　　　2．13　‘　0．15　　　　271　　　　0。29　　　（73．3》

7．5YR5／3，LiC　　　　　4．3　　　　2．65　　　0．12　　　34．8　　　　027　　　423

5YR5／8，LjC 2．2　　　　3．66　　　0，08　．　　52．0　　　　0．32　　　　27．9

2縮4・5／8・HC　1・7　5餌α・4722・493α2

2．5～
5YR4／8’HC 1．2　　　　6．76　、F　OD4　　　784　　　0L56　　　274

断面28　灰臼化表層をもつ黄色土

　　　　　　　　　　　〈雑木林〉

〈国＞』黄色，土

〈農〉黄色土
〈北〉

〈林〉表層グライ

　　灰臼化赤黄色土
〈US〉　HaI∫ludult

Ah

E
E／B

8曾1

B曾2

9
、15

29

44

　　　　　　　　　63沖縄県名護市南明治山．・

　　（県林試実験林）
名護127059「24”E
　　　　　　　　B曾3（5万）26。31’27”N

洪積（国頭）礫層

（三土・山田・加藤1977）

Ms　　　　29
魅噛・・一”、齢。『も’一1「一

Bc亀．8　　》

　　　　31
Bc

　　　　’29
、Bc

　　　　28
Bc

’
2 6

OM　　Fem
　　、Fe203
％
　　　％．

Feo　　　　clay　　　f．clay

／Fem　　　　　％　｝　／clay

Alm
／clay

×100・

7．5YR5／2，L　　　　　　4．04

2．5Y　7／1，L　　　　　　　1。76

18》昌7ξグξ｝L一α58

0．08

α22

＝
1
．09’

0．95　　　　8．1　　　0。30

0．59　　　　　9．0　　　　0．32

0．16　　　134　　 0．36

0．9

ゴ．2

2．1

7．5YR6／5，しic　　　　　　O．87　　　　3．50　　　0．04　　　　38．3　　　　0．50　　　　4．3

7．5YR6／6，uc

く謝R鷲〉

7。5YR6／6，しiC

（モ鵬n醗）

0．77　　　4．17　　　0．03　　　42．8　　　0．54　　　4．8

0．53　　　4．24　　　0．02　　　40．0　　　049　　　　5．0

断面29　水田耕作下の黄色土

〈水田〉

“
”・　　》く

　　　　　　　　　17
16
wBc　　　　x●∫　2
26
lm　c

璽g」1二．塑
　　｝●
wBc
　　　　●　　　　　　　●

　　　　　　　●

」一、＿一一＿一一忽

Ms
　　　　　　　●

　　　　　　　　　　　　　16
．　　ー　　り　　騨　　一　　一　　一　　●　　o　　o　　o　　一　　一　　Q

lMg

　　　　　　　●

OM
（Tj）・

％

Fem　Mnm
Fe203　MnO2
％　㎎／10Qg

Co
（Com）

ppm

Feo　Fem．
　　／day／Fem　×100

　　　　　　　　Ap9
〈国＞黄色土甲1
〈農〉細粒黄色土，斑紋　　ABg

　　　　　　　　B5926〈北〉

〈林〉　　　　　　Bj
〈US〉　（anthraquic）

　　Dystrochrept
　　　　　　　　Bw署

香川県綾歌郡綾南町滝宮　　Bw2
丸亀133。56’19”E

（5万）34。14’25”N

低位段丘，和泉砂岩系堆積物Bw3

5Y4／2，CL

2．5Y5／3，Cl

2．5Y5／3，CL

2．5Y5／4，C』

1．76　　　0．95　　　　26　　　　　1．9　　　0．31　　　　5．6「

0．67　1．44

0．59　　　3．10

0．39　　　1．53

61　　　　　3．6　　　0．28

88　　　　　9．8　　　　0．11

694　　　　17．7　　　、0．20

ao
19．5
9．3．

10YR5／6，Cし　　　　　0．23　　　1．60　　　136　　　　　7．0　　　0」1　　　　7、8

10YR5／6
10YR3／4，CL

0．35　　　1．62　　　144　　　　　6．9　　　0．10　　　　8．1

10YR5．5／6，Cし　　　　　022　　　　1．52　　　　101　　　　　5．3　　　0，12　　　　7，2



断面30

　　　　　　　　　　　　　農耕地土壌分類取善のための土壌断面デー一タ集

トラ斑層をもつ黄色土　　　　　　　　　　　　　　Fem　Fe。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fe203
　　　　　　　　　　　〈雑木林〉＞　　　　　　　　　　　　　　％　　／Fem

QM
（Tj）

％

day　正clay

％　　　／clay

A』　　3

AB　l
Bw1
　　，27
Bw2
　　40

〈国〉黄　色　土
　　　　　　　　　　　　B曾9蓄
〈農〉細粒黄色土・斑紋

〈北〉

〈林〉赤　色　土

〈US〉Paleudult

8萱92

8曾93

神戸市垂水区神出町北古
　高砂134059’24”E
（5万）34・432rN　　8w
高位段丘チャート質堆積物

（三土，1968，1972》

150

　19

macro。

pore
pFO～2
V％

＿．」．∠乙乙・！よ．

・Ms　U

　　　　　　　2噂
！Ms

　　　　　　　4
1Ms2き　　舘　　勇

一＿＿．．．．．．．2

wPr

wP1

　　ぜ・　　　　いイ！馬∫．・：
　　・”　　　　ノ’ンノ！〃’

・Ms

ギ・ド’『’％㌔♂』勿バ・♪㌦㌧

％．・｝～り』．ド吻ボ

　’㌔’　　ず　　　4

■を．．諦勿レ．画㌧

韓建漁ξ総
履諦弩幽ず

c♂、もド吻ボ㍉｝

ξ娠韓三躯
㌧幽ゼ筆
M蕪　｛・美

10YR5．5／4，し

10YR5．5／5．5，Cl

7．5YR
～10YR5／Ouc・
75YR～10YR5／亀lic

5YR3／8HC
10YR5／4，

2．5YR3／8
　　　　　HC5Y6！1，

2．5YR3／8
　　　　　｝C
5Y6／1，”

10YR5／6，lic
streaks　of

5￥6！1

　　1．7

　　1．7

認

皇11145「

Q18　　7．16
0．04　量，46
F
α
0
3

［
α
4
0
．

α04　　α32

14．0　　043
19．0　　0．43

29．2　　　　0．38

40．8　　043

0．05　　　α31　　　504　　　0。54

lll｝42・・5一α294＆7α52

＆珪｝42
α05　0・25　44．8　、0．51

2．8　　　0，03　　　0．13　　　31．4　　　0．39

11α8

　6．7

2．4

1．9

010

断面31　中国の黄椋壌（参考〉

くUS〉Habludalf

〈FAO〉Luvi＄01

中薗南京市棲霞山，

　　32000’N
　118●48’E

洪積世のレス
（三土）

〈桑　畑〉

Ap
　　20

Bg1

　　50

Bl2

B93

1⑳

Bc

lBc、、

　　　●

　　　●

　　9　　　　●．［

OM
（CN）

％

base　　CEC
satUL　／Clay
％　　×100

f。clay

／day

Feo　（Fed
　　　　・Feo》
／Fed
　　　　／Fet

7。5YR5／5，CL

75YR3．5／4，lic
p吻「g薩麿a◎，

1．40

“50

ス5YR3．514，Lic　　　’041

ped－argi騰an

ス5YR4／4、SC 瓦0．34

132　　　43

141　　45

婁31・　44

16σ　　43

α45　　0．29

α56　　0。24

α29

0．31

0．56　　　023．　　0．30

α54じ　　023　　　0．31一
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断面32

農業環境技術研究所資料　第12号（1091）

蛇紋岩に由来する暗赤色土

　　　　　　　　　　　　 〈アカマツ林〉

〈国〉暗　赤　色　f

〈農〉暗赤色土
〈北〉暗赤色土
〈林〉塩基系暗赤色土

〈US〉Dystric
　　　　　Eutrochrept

　ゆ　　　　　　　　　　ぴ

o鍔盟％
hu血ic　acid
（NaOH十NaPP》

Ah
　　g
A8
　　18

Bw1

　　29

Bw2

C
静岡県引佐郡三ヶ日町大福寺
　浜松137。33’07”E
　（5万）34049『23”N『’

蛇紋岩，残積性土壌　　　　R
（零文部省総研1975，静4）

45

70

RF　　△logk type

Bc，Gn　’

鮮ズ9『α　12

房励脇
P亘拶盈ll二を難

ろ・”．’〆りノ〆！・ンノ量5

Bc　・ノ’・，♂〆・’
，グ9！！！ノノノ！ノ’ノノノ

　”　，　’　　ム　グ　ノ　♂　’　一
デ
ロ

の
ノ
　
ヘノ　　　プび　ノ　ノ

ノ　　　　ノクゆヨし　ごノ　ダ　ヘ
・二∠‘』乙ノー｛1二・二」．ζ」β

Ms

　α　　　ム　　　ム

～

5YR3／3ザLic

5YR3／3．5，しiC

5YR3／4，Lic

5YR3／5，HC

5YR3／4，HC

《10GY2／1》

12．1

6．6

4．7

4．3

18

14

14

14

0．90

0。61

0．42

0．39

40一　　．719

49　　　．661

53　　　．649

44 ．674

Rp

8

B

P

part重degsize　distr．
零

％　teXt・graVel　Silt
　　　　ural　＞2㎜
clay　dass帆％／clay　s・lid

　　　　　　ゆ
t1πee。phasedistr．V％

CoS　　FS sllt 1iq面d、air

　串
BD
9／CC

　　ゆ
phos．

abs。

（a）

　　　　　　　　　ゆ
　　pH零　　　　exch。

　　　　　　　acidity
H20　　KCI　　Y1mi

18．8　　　19．4　　　　18．6

31．6　　　16．2　　　12．2

30．5　　　12．1　　　13．4

43．2　　しic

40．0　　しiC

44．O　　しiC

17．9　　　15．0　　　13．4　　　53．7　　　HC

31　　　0．43　　　33．2　　　52．3　　14．5

3璽　　　0．31　　　37．0　　48。5　　14．5

26　　　0．30　　　34．6　　　50．9　　　14．5

46　　　　0：25　　　　38．7　　　48．3．　13ρ

0．91

1．09

1．05

1．18

1150

唯270

1350

τ470

642　　5．60　　　3．3

6．46　　　5．50　　　1．4

6152　　5．40　　　1．6

6．51　　5．32　　　1．5．

17．6　　　22．8　　　12．4　　　47．2　　　HC 30　　0．26

　　擁
CEC
NH40Ac
鋼ノ100g　Ca・

exch．bases傘 meq．／100g　　　　base　　Mg

　　　　　　　satur．　sa加r．

K・　Na　　％　　％

Fe203　％

Mg』 Feず Fed。　Fet

Feo　　　Fed　　M㎜

／Fed／Fet　Mの2
　　　　　　　㎎／1009

goll　CO屋or

cha㎎e　by

H202trea加。

26．5　　　3。40　　　22．2

21．1　　　2．36　　　18．2

25．8　　　1．63　　　22．6

32．4　　　1．66　　　28．4

．16　　．41

．07　　．22

．07　　．25

．07　　．28

99　　84

99　　86

95　　88

94　　88

2．26　　　12．8　　29．4　　　0．18　　　0．44

2．40　　13．4　　32．6　　　0．18　　　0．41

2．31　　・15．6　　33．5　　　0．15　　　0．47

370

418

442

5YR312→4／4

5YR3！2→4／4

5YR3／3ウ4／7

225　　　16．1　　31．0　　　　0．14　　　0．52　　452　　　5YR3。514→4〆8

25．3　　　1．31　　　2411 ．06　　　．27，　　102　　　95 2．03　　　14．2　　　37．0　　　0．14　　　　0．38　　　397
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断面33　石灰岩に由来する暗赤色土

〈国＞赤色土
〈農〉赤色土
〈北〉暗赤色土
〈林〉塩基系暗赤色土

〈US〉Dystric

　　Eutrochrept

Ap

8w蓼

沖縄県具志頭村仲座

糸満127。43730”E
（5万）26。06’40”N　　Bw2

琉球石灰岩台地
（串松坂ら，1971）

’26

〈畑〉

53

罐n物㌃1をllllニ

ン，ヴニり1二鼻二㌘ン

1霧疹霧li
／9’ρ，．’％！’10

wGn
Bc

　　　　23
・mBc

29

　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
OM　　base8　pH奪　　Fed寧　　MnO2　　Fed零
　　　　　　　　　　easily　　satur．　　　　　　　　Fe203
％　％（H20）％轟9／Fet

5YR3．5／3．5，HC　　　2．08　　　62　　　　5．1　　　7。00　　　230　　　0．72

5YR4／5，HC

5YR4／7，HC

1．77　　　　70　　　　5．9　　　　681　　　220　　　0．67

1、65　　　　85　　　　6．0　　　　7．11　　　210　　　0．71

断面34石灰岩基岩の浅い暗赤色土

　　　　　　　　　　〈畑〉

　　　　　　　Ap
〈国〉暗赤色土

〈農〉暗赤色土　　 Bw1

〈北〉暗赤色土

　　　　　　　Bw2〈林〉塩基系暗赤色土

〈US＞Lithic　Eutr㏄hrept

沖縄県石垣市真栄里　　　R「
石垣島124010’25”E

（5万）24●19F48”N

琉球石灰岩台地
（継山田ら1973）

19

26

鍛欝髪
一ノ’！！ノ！4ノ」5

㎡Bc●　o　●一一一一＿一」一一＿＿25

1mBc
　　　　O　　　　　O

　　　　　　　　　　　26

　　　　　　コ　　ー

曾　　　　　　聖　亀

覧　，

r　l　ご　艦　，

l　l　l
l　l　l・1　驚
l　l　l　l
l　l　l　l　l
遷　l　l　l

l　　l　l
l　　l　1

　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ホ

OM　　　base傘　　Ca寧　　pH　　　Fem　　Mnm
　　satur．　satur．　　　　　・Fe203　MnO2
％　％　％　（H・O）％副1晦

10YR314，HC　　　　　2』72　’　　150・・　　122　　　　z7　　　　4．61　　　174

7．5YR3．5／6、HC　　　1．52　　　　102　　　　　86　　　　79　　　　5β3　　　142

5テ騙4／αLiC1・41・1　8877G31114

soll　color　change　by　H202treatment

　orlglnal　　　after　H202treatme“t
Ap　7．5～10YR4／3→7．5YR5．5／7

B　i　7．5～10YR4／4→7．5YR6／7

B2　7．5YR5／6一一→7．5YR65／7

断面35熱水性の暗赤色土

〈国〉赤色土
〈農〉赤色土
〈北〉暗赤色土
〈林〉火山系暗赤色土

〈US〉Dystr㏄hrept

A恥

Bw1

Bw2

〈多霧；シ，ン3袈ザナ〉

8w3

14

28

北海道紋別市紋別山

紋別143●19’25”E　　　8
（5万）　44。20’1rN　　随pro1稲c
玄武岩，熱水風化物　　　　　C

（●1974文部省総研，北7）

膓，影，石

　ロクダク　　ク　の　ク

蹴ll二鰺髭
・，二乳．二乙f∠ム22

vwBc

　　●

　　o．＿．働．．＿一2ゆ

、wBc

●

o

Ms
o　　●　q

23

　　　　　　ゆ　ゆ　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ゆ

Fed　　Fet　　Mnd　　㎞tite　day　　base・
Fe、03Fe、0、MnO2　　d器satUL
％　％㎎／1晦伽y）％　％

5YR3／2，liC　　　　　4β0　　　10』7　　　176　　　　　十　　　　　85　　　　14．5

2．5～
5YR3／峨uc

452　　　12．2　　　　91　　　　十　　　　　76．　　　26．2

2．5YR3／6，liC　　　　5ρ1　　　13，6　　　　66　　　　十←　　　　60　　　　24．5

2・5YR3／6（21UC580　14．2　76　帯　48　353
5YR4／4（1》

2．5YR3／6
2．5YR4／2しic ・一　　。　　　一　　帯　　　　　　隔
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断面36花こう岩に由来するマサ土壌

　　　　　　　　　　　　　　　　　〈林　地〉

　　　　　　　　　　　　　AC　　　　　　　　　　　　　　　　10YR5／6，CoSし

　　　　　　　　　　　　　　　　，3
〈国〉赤黄色土未熟土

〈農〉岩　屑　土　　　　　C1　　　　　　　　　　　10YR5／6，CoSL

〈北〉残積性未熟土

〈林〉礫質未熟土　　　　　　35

〈US〉Ud・曲ent　　C2　　　　　10YR5／6，C。Sし

　　　　　　　　　　　　　　　　54

　　　　　　　　　　　　　C3　　　　　　　　　　　　　　　　　10YR6．5／6，CoSL

　　　　　　　　　　　　　　　　65

山口県宇部市藤河内

1講111二lll線C4　　　1・YR6／峨C・S・1
花こう岩風化土（マサ）

（太田ら，1986調査）

Sg，

“　o　　o　o
10

Sg

α　　0　　ロ　　ロ

10

Sg

O　　O　　O　　o

13
Sg巳　　口　　o　　鶴

　　　　15■■ロー騨●一●一●一●

α　　巳　口　鎚

50proli曾●

0　　0　0　“
23
5
26

第12号（1991〉

　　　　　　　　　■
　　　OM　　　BD
　　　（CN）
　　　％　　9／CC

gravd　　　　Fed

＞2mmwt％　　％

Fe。　（Fed・Feo》

／Fed　　／Fet

断面37 熱帯のオキシソル（参考）1

　　　　　　　　　　　　〈識鴇i・n≧

0．27　　　1．33　　　45．8　　　1．21

0．18　　　1．26　　　47．9　　　1．09

0．15　　1．25

0．32　　　1．26

1．46

52．4　　　1．00

5α4　　1．15

54。8　　　1．03

OM　　C／N　　pH
（CN》rati6』（H20）
％

0．05　　　0．39

0．06　　　0．40

0．05　　　0．37

（》．06　　（》。42

〈US〉　Hap玉o丘hox

〈FAO〉　Ferralso1

Chamkar　Andong
Kg．Cham，Cambodia
　BARAY105。14’00”E
　6048111　　12。20’35”N

basalt　plateau，90m

CE¢　　base

NH40Ac　　satur．

meq／1009　％

Ap

Bw51

8w52

silピday
－sonified一

％　　　％

20

69

　　　　　　　3驚
Ms，

　　　　　　　29

Ms

silt　　　CEC
　　　　／clay
／day×100

24

exch，　　phos．　　BD
acidity　　　abs．　　　（童ab．）

Y1　　　（a）　　9／cc

110R3／3。5，、HC

肇OR3／4，HC

10R314，HC

t74

讐．04

0．82

0．61

Fe203　％

鎚’

6．8

5、6

4．7

　　ダ6。8　　　　4．7、．

7．3 4．8

1．9 790　璽．62

9．2．　　780，　　1．00

”．4

”．9

740 1．00

730　　1．00

ド66 壷6d鵯 『e皇

F益6・LFω　M面2clay　lr。n

／繭『／Fet6NHCl曲alm㎞ra1
　　　　　　　㎎／10Qg

”．1

10．3

10。1｝

26

13

8

14．5　　　81．5

20．8　　　　76．5

0．18

0．27

13．4

12．7

21．9　75ρ　ω9　12』き

1．18＾1613

1．”

1．書7

’16．0

驚9．8 0．07『　　0．83

19．0　　　0．07　　　0．84

166丁　　　19．1 αoプα84

980

866

871

K董

ko

Kl

H6鵯

H捕

H㈲

8．9 7 22．6　　　73．7　　　0．31 11．5 1．13 1じ3・1ゑ6　do71α83 900＾　『1くじ PH胆
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断面38暗色の表層土をもつ灰色台地土

〈国〉

〈農〉灰色台地土

〈北〉暗色表層

　　　　疑似グライ土．

〈林〉偽似グラ、イ

〈US〉Mollic

　　　　Ochraqualf

北海道網走郡雄武町曙
北見幌内142057906”E
（2．5万）44035’09”N

洪積台地丁2面緩斜部

（宰文部省総研1974，北5，

牌北農試重粘地研）

　ゆ　　　　　　　　　　る

OM　　C／N　　Ch

％　ratio　／Cf

humic　acid㌔

Ap

〈放牧地〉

Ah　17

8噛》91

Bwg2

B，91

B曾92

2矯

37

61

95

lwGn
・Bc

x

2
量籔毯懲
”R三鱒．盈

ドド　　ロ

　　　　　　　23
Pr→Bc

　　　　　　　23
Pr→Pl
ダレノゆノグノノんンみアゆツじ

　、㈱醐27

RF　　　　△10g　k　　　　type

10YR2／2レSic

10YR2／2，・Sic

5Y6／2．5
10YR5／6HC

5Y7／1．5
　　　　　HC10YR5／5

10Y6・5／1HC
10YR5／5

10Y7／1　HC
10YR5／4～4／6

10．7

8．1

1．1

0．56

029

0．21

24

21

9

9

6

4

2．17

1．68

0．29

0．09

66

89

61

41

．575

．522

．636

785

P

A

8

B

particle・sizedistr．　％

CoS鳶　FS silt clay　£day・

text。　　f．day　　　silt

ClaSS　／Clay　／Clay

　　　　　　　　　　　　　寧d廿㏄。phase　distrf　V％　　　BD

solld　llquid　air　g／Cc

　　　　　　　ゆゆmaCrO　　medlUm　　随rmea♪．
　・pore　　　　　pore　　　　　bi産ity

pFO－1．6　　pF1．6－3．9　　K20

　V％　　　　V％　　cm／sec．

5．6

5．4

2．8

14．6　　　49．0　　　30。8　　　11．5

12．6　　484 33．6

8．2　　　43．6　　　45．4

”．3

16．2

SiC　　　O．37　　　1．59

SiC・　　0、34　　　144

HC　　　O．36　　　0．96

：器巽：li：1｝

47　　40　　　13 1．30

10。6　　　24．7

5．8

3×1δ3

　　　　　　一414．7　　　5×10

2．0 7，6　　　39．5　　　50．9［　　18．8 HC 0．37　　　0乙78　　　491　　46． 5『　　1．39 3．8 　　　　　　一414．6　　　6》（10

211一「 9．3　　　35．6　　　53ρ　　　26．9 HC　　　　O．51　　　0．67 50　　45 5　　　1．44 1．4　　　，11．3 6×168

3．9 6．1　　32．7 57．3　　　28．6 HC・　　0．50　　　0．57 0．2　　　・10．0 7》d68

phos．

abS．
（a）

“

pH
辱 　　　　　　“

excb　　CEC
aci（hty．NH40A6

Ylcc　meq．／1009

　　寧
base
satur．

　　　　　ゆ％　　Feo

Fe203　％ A120よ

H20　　KCl Fem Fet　　　　．AI　o，、　　　Ald

　　　　　8
％　　　Mnd

　　　MnO2
　　　㎎／1009

　　ゆ
Sio　　Feo
Sio2
％　　／Fem

Sio

／Alo

1030 5．0 4．0 一’　　20．1 52　　　　0．65　　　　1．55 3。15　　　0．63　　　102 9 0．06　　　042　　0．16

1080　　5．1

710 5．0

4．0　　18．1

3．9

27．8

32．9　　　13．7

18　　　　0．59　　　　1．71

22　　　0．14

3．62　　　0．54　　　　1葺8

2．57』　　5」1 042－　　1．63

4

0

0．03　　　0．35　　0．11

0．03　　　0．05　　0．12

780 5．1 3．8　　　38．3、　　16．6 30　　　　0」12　　　24P 542　　　0．44　　　1．53 4 0．03　　　0．05・　0．12

1060　　5．5 3．7　　　44．6　　　18．2 46　　　0．13　　　1．64 5．16　　　0．43　　　1．12 2 α04　　　αQ8　　α16

610　　5．7 3．8　　21．6 19．6 66　　0．21 2．（》2　　　4β2　　　　0．31 α70 0 0．09　　　0．10　　0．49
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断面39標準的な灰色台地土

農業環境技術研究所資料　第12号（1991）

　　　　　　　　　　　　〈衆；蟷ラカ鳥〉

　　　　　　　　　　　6r。一一一一・一一r
　　　　　　　　　O　　　＾・　～　’一

⑯　　酬，，灘
〈農〉細粒灰色台地土A卜2お一彦灘ろ

1森鶴多；1土Bwg13、豊鱒．2a

〈US〉Haplaquept　Bwg2蜥鱒21
　　　　　　　　　　　47　一一一一一一一一一。一一r一

　　　　　　　　　晦、，幕蜘

　　　　　　　　　　　　鱗，
北海道空知郡北竜町美葉牛
粘質段丘堆積物　　　　　　Bw94

（申北海道開発局1972，断面9）

　ゆ　　　　　す

OM　　BD
％　　9／CC

　　　　ゆ
fclay駅釣Fe・
／clay　　　K20　　　／Fed

　　cm／sec．

Fed
Fe203
％

10YR3／1，SiC　I

10YR5／1，Sic

5Y7／2，Sic『

5Y8／2，Sic

5YZ5／1、H6

5Y8／1，HC

9．74　　　0．82　　　0．38

588　　　α99　　　0，38

1．83　　　1．20　　　0．36

0β4　　　1．30　　　0．36

0．38　　　1．43　　　0．36

0．31　　　1．53　　　0。39

　一44x10　　　0．59　　　072

　－51x10　　　　0．32　　　　1．07

　　　α08　　2．06
　－67×10
　　　0．08　　2．68

　　　0．20　　　（㌔．97

　一62×10

0．38　　　0．89

断面40　管状斑鉄をもつ灰色台地土

〈国〉

〈農〉灰色台地土

〈北〉疑似グライ土

〈林〉グラ　イ

〈US〉Haplaquept

A

脳

Bgl

5

21

　55Bg2
　6l
Bg3

78

愛知県豊橋市大崎町　　　　Bg4

　豊橋137020’36”E
　（5万）34472ぎN　　95
『』撃段丘（高師原面）堆積物Bg5

（二土，浜崎，太田調査）

OM　　BD　硬化
（CNγ　　　　　　管状斑
％　 9／CC　wt％

fclay　Fed　air
／day　Fe203phase
　　　％　　V％

wBc！’9p∂，∵’9ダ！’ρ”♂

wBc

16

Ms（Clv．）　　．．．．

召ミ…1峯

束1，ク
　●　　●　25
Ms～　∫　24
Ms
　l　l
　　　　　22
Ms

　l　l

IMs

　‘くl
　　　　　l6

7．5YR5／6，CL

2．63　　一　　　扁

042　　　1．48　　　　一

0．49　　　0．97　　　　－

0．35　　　1．91　　　10．肇

1
5
Y
5
．
5
／ 2、FSL　α10　1．25　0．17　0．31　0．72　26．4

5Y5．辱／21，L

5Y5．5／2，1

5Y5．5／2，Cし

0．14　、　1．27、　　2．58

0．12　　　1．22　　　4．57

0．30　　　1．42　　　13．2

0．28　　　1．21　　　14。3

0．18　　　1．24　　　1．06・　　0．27　　　1．43『　　　5．2

5Y5．5／2，liC　　　　　O．27　　　1．24　　　537　　　0．32　‘　1．48・　　　3．1

断面41台地のグライ土

〈国〉

〈農〉グライ台地土

〈北〉グライ台地土

〈林〉グラ　イ

〈US〉　Haplaquept

Ap9

Cr，

2Cr2

福井県丹生郡清水町清水畑
福井136●0σ20”E　　　2Cr3
　（5万）　36002’50”N

中位段丘粘質堆積物

〈水田〉

18

32

45

Zlx1
／多3wBc，・’

4
’
ケ 4ρノグ㌧

びのひクロロロタびログノク

1子軽厚’峯歴．二

μノρ，ち’，”．■’o♂17

Ms→Bc

－　 X　一一”
　．＿．．＿．＿36

Ms→Bc

　　　　　｝8

QM　 Fem　　n一
（Tl》　　Fe203

　　　　　value％　　％

BD　　air　silt
　　　phase
9／cc・　V％　　／day

5Y5／1，Lic

5Y3．5／1，しic

5Y4／1．5，HC

2．5Y4／2、HC

7．08　　　1．78　　　　145　　　0．65　　　　70　　　　0．96

3．49　2。57　0・63　1・19　3ρ、　“96

0．90　　　3．16　　　α63　　　1．11　　　　3．2　　　048

0．66　　　3ρ6　　　0．64　　　1．13　　　　3．0　　　047
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断面42、泥炭質表層をもつグライβ地土

〈国〉

〈農〉グライ台地土

〈北〉グライ台地土

〈林〉グ　ラ　イ

〈US〉Umbric

　　　　Ochraqualf

0

Ahr

Cr1

Cr2

北海道網走郡雄武町曙
　北見幌内142057’07”E
　（2．5万）　44035’04”N

洪積台地丁2面凹状地　　　Cr3
（寧文部省総研1974，北6）

〈サ　サ〉

～　　～　　～　　～

　　　へ　　へ　　　
　　　　　　13

OM
％

串

　辱
BD
9／CC

Fem　　Feo　　Fem
Fe203
％　／Fem／Fet

f．day

／clay

16

0

17

39

89

Ms

7．5YR2／1
1110w　Peatl

　　　　　一’　7．5YR3／1，Sic

　　　　　　　φ8
1》s→Bc’り※ンニニゴイ・乞

夕’7’」ノ7”㌘粍7．5Y5／1～Sic
l二’二り泌1り1進ll10Y6．5／1

ノノげリノクノノずノヲ
’
な
セ乞zイるを纂を」⊇

Ms→Bc

　徳　　鮎　　穣
　一　一　一　　10Y6／1，HC

　億癒巻（m。靴les
　一　　一　　『　　　　　5Y4．5／41

　無　　嫌　　軌2

　一ゆ鞍＿粉＿　　5GY6．5／1，HC
　　　　　　　23・（mot価e2．5Y4／6》

424　　　0．21

29．5　　　0．35　　　0．71 1．00　　　0．38　　　0L43

4．7　　　0．95　　　0．48　　　0．81

1．0

0．19　　 0．29

1．20　　　　1．16　　　0．58　　　0．25　　　0．48

1．33　　　0㌧82　　　0．68　　　0．20　　　0L59

断面43棚田地帯の灰色台地土

〈国〉

〈農〉細粒灰色台地土

〈北〉

〈US〉（anthraquic）

　　　　Haplaquept

Ap9

く水　田〉

　　10B59　14

Bjg

　　24

BwgI

長野県更埴市八幡横捨
　　　　　（田毎の月〉
　　　　　　　　　　　　8wg2坂城138。06’06”E

（5万）36029’54”N、

第三紀泥岩，葡行性堆積

35

OM
（Ti）

％

Fem
Fe203
　％

Mnm
MnO2
㎎／1009

Feml　　air
／clay　phase
×100　　V％

silt

／day

・一磯総瀞玩
ρ・。〃」’ノノノ8聖‘争！1

聾β9×・風X！噺ヌ1ノー

wBc笥　　聴　　◎

　　’十　　十
　．＿．＿。」◎
lwBc
　緬　磁　鎗　静

　　　　　　　18
1wBc

　　嫌　　参　　物

～　・　《

磁　　薇　　紛

1‘　負7

15Y4／1，Lic

5Y4／1，Lic

＝5Y4／1，HC

15Y5／1，HC

5Y5／1，HC

4．42 1．69

2．32　　　　5．91

1．48　　　4．88

1．34　　3．48

1．43．　　398

9

19

91

61

72

4．1 10．6　　　0．79

ll盤a3：：二1

6．8

8．2

2．5　　0．61

1．2　　0．68

断面44 泥灰岩由釆のジヤーガル

　　　　　　　　　　　〈癬陀ゾダヤ〉

〈国〉残積性未熟土

〈農〉灰色台地土・石灰質

〈北〉

〈林〉埴質未熟土

〈US〉Aquic

　　　　Udorthent

沖縄本島東風平村

OM
％

零

A

C

泥灰岩，丘「陵頂部緩斜面　　Rr
（廓松坂ら，1971）

24

100

　　象
base
Satur．

　％

Ca
零

』Σ　exch．

　bases

　　　　　　串　ホpH　　　Fed
　　　　Fe203
（H20）　　％

　　8clay

minerals

纏影1三物ヲ
グずクノグググプノダ　つ　し

籔盈施
Bc

23

5Y・3／2，HC

5Y4／2，HC

5G4．5／1，HC

2．83

O．51

1．46

514　　907 8D8　　』280　　1t，MWm

666　　　96．6　　　8．45　　　2．77

644　　　844　　　　840　　　2ρ8　　　1t．MtMm
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断面45標準的な褐色低地土

　　　　　　　　　　　　　Ap

〈国〉褐色低地土　　　　　　　14

〈農〉中粗粒褐色低地土　　Bw1

〈北＞褐色低地土　　　　　　　28

〈US〉Dystric　　　　　　　　Bw2

　　　　Eutrochrept　　　　　　　　　42

　　　　　　　　　　　　　8w3

　　　　　　　　　　　　　　　65

茨城渠真壁郡関城町関本分中

　ノ」、日』　13go54P　O9”E
　　　　　　　　　　　　　Bw4
　（5万）36。15720”N

鬼怒川自然堤防壌質堆積物

（三土，1974）

particledze　distr．　　　％

農業環境技術研究所資料 纂12号（1ggi）

　　　OM　　CIN
　　　（Tj》
　　　　　　　ratio
　　　・％

Ch

／Cf

humic　acld

〈普通畑〉

諺雛繊ちり
ノ！げ・ンダニ！ノ！㌦’，・署9

Ms

　　　　　　　　l
IMs

．一．．．一．＿．一」9

Ms

　　　　　　　17
Ms．

text　　　silt

claSS　／clay

15

RF △1㎎k　　type

10YR4／3，FSL

10YR4／3，FSL

10YR4／3，FSL

10YR4／3，FSl

10YR4／3、FSし

209

で．72

1．13

0．86

0．56

　thre争phase　distL　V％　　　BD

sohd、1iquid　air　g／cc

12

13

14

15

17

macro・

pore
pFO－1．6

V％

Q78　　　68

0。49　　　66

σ57　　　76

0．12　　　61

medium　　permea・

一po「e　bllity
pF1．6－3．9　　　　K20

V％　　　・cm／s㏄．

．622

．643

．624

．661

pH

CoS　　FS silt　　　　clay

B

B

8

B

H20　　KCl

12．9　　　53．1

99　5zo

120、も0。9

8．8　　690

21．9　　　12．5　　　FSし

2Z812．2’FSし

19．3　　　9．9　　　FSし

15．7　　　8．5　　　FSL

124　　　74．1　　　11．3

lill｝

195

185

4．9　　　FSl　　2．31

phos．　　　　CEC　　　　　　　exch．bases

abs．　　　NH40Ac
（a》　　脚／10Qg　Ca　　M喜　　K

meq．／1009

39

40

38

38

base
sa加r．

　％

26

36

26

34

35・　1．08

34『　1．13

36　　t（》7

28　　1D9

Fe203 ％

14。7

16．9

16』7ヤ

　　　　　　　　　5．6
　　　　　　－3
33．7　　　4民10

　　　　　　　　6．1

　　　　　　－3
31．7　　　6x10　　　　6．5

　　　　　　－3
338　　　4x10　　　6．5

　　　　　　　　　　一3
14．2　　　358　　　2，《10　　　　6．6

Fe。　Fem　Mnm
　　　　　　　　MnO2／Fem　　／Fet
　　　　　　　㎎／10Qg

4．5

5』

5．2

5．2

5．3

Na Feo　　Fem Fet

510

530

510

510

420

13。0　　　　6．49　　　．53

12．5　　　　8．14　　　　．71

10．7　　　　7．61　　　．83

10．4　　　　7．72　　　．90

．a5　6・53　・74

｝
． 89

．59

．31

．21

」3

．26

．35

．38

．42

．39

63

78

85

90

94

σ94　1・51

0．93　　　1．52

（》．89　　1．35

0．78　　　1．34

、0・85　1．14

5．60

5．58

5．67

5．53

544

0．62　　　0．27　　　66．5

0。61　　　027　　－66．8

0．66　　　0。24　　　56．7

058　　　　0。24　　　55．0

075　　　0．21　　　44．9
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断面46　黒ぽく質表層をもつ褐色低地土

　　　　　　　　　　　〈雑木林〉

Ahl
11

〈国〉褐色低地土　　　　　Ah2

〈農〉中粗粒褐色低地土　　　　　23

〈北〉暗色表層褐色低地土

〈US〉Andic　　　　　　　　　8A

　　Haplumbrept

Bw1

5讐

　　　　　　　　　70栃木県黒磯市自由学園
塩原139。58’58”E

（5万）36◎55P45”N

　　　　　　　　8w2中粗粒質扇状地堆積物
（調査1浜崎，天野）

wCビ

12
10YR2／2，L

wBc
O　　　 O

　　　　1
w8c

　O　　　O　5

0　　　 0
17

OM　　humic　　phos．　　AIo　、Fed　　Fed
（CN）　　　acid　　　　abs・　　A12Q3　　Fe203

％　ty卵　、％　％　％　／Fet
12．5　　　　　A　　　　　1860　　　2．59　　　　1．54　　　α33

6．37　　　　A　　　　、1510　　　285　　　1．57’　　0．33

2．99　　　　A　　　　1080　　　1．94　　　　1．52　　　0。33

10YR5，5／4，Sl　　　　O．68　　　　－　　　　　480　　　0．64　　　1．24　　　0．27

2．5Y5．5／3，Sし　　　　027　　　　－　　　　　350　　　038　　　1．07　　　0．23

断面47　湿性の褐色低地土

Ap

〈国〉褐色低地土

〈農〉細粒褐色低地土

　　斑紋あり　　　　8輔
〈北〉褐色低地土

〈US〉Dystric

　　Eutr㏄hrept

8w2

埼玉県越ケ谷市大成町

野田139●50900”E　　　Bg
（5万）35953’1rN
元荒川河川敷壌質堆積物

〈普通畑〉

14

OM　　　Fem　　M㎜　　Fed　　　BD
（Tj》　Fe203　MnO2
％　％吻1晩／Fet　g／cc

air

ghase
V％

wGn．ノ”ゐ※ンンン！り

ろ房イ・二4多シニ∴な

！’！！。㌘ノ！ノノ’lo

豊W8C

　　　　　1740一一一一一一一一一・
　，wBc

沁 　　　　量5
vwBc
　b　⑦　修

鞠　．修　飴

　　　r18

10YR3．5∠3，CL　・　248　　　254　　　114．　　0、37　　　1．07　　　170

40YR4／3，CL　　　　1。91　　　2』75　　　103　　　038　　　1．19　　　　8．5

10YR4／3，CL　　　　1．87　　　265　　　　98　　　0．39　　　璽．1一　　　奄38

2．5Y
～5Y4／2’CL 1．16　　　2』71　　　　89　　　0638　　　1．10　　　　9．3

断面48　地下水湿性の灰色低地土

〈普通畑〉

　　　　　　　　Ap
〈国〉細粒灰色低地土
　　　　　　　　　　20〈農〉細粒灰色低地土

〈北〉灰色低地土　　　　　Bgl1

〈US〉Ha譲aquept　　　　　　　　　39

892，

埼玉県越斧市大成町＿，
野田　139950ヂ03”E

（5万）35・53’⑱N　893

元荒川河川敷嬢質堆積物

凹

OM　　Fem　　M㎜・
（TJ）　、Fe203　　M罰02

％　　％　㎎／1009

BD　　alr　　n一
短cc・瞥va1・e

　ロタクグノヂノグノIwBc戸り’り」，
の∵ρ’ノノこρ！’で臼

o
ρ

ひ
” 9

ノ
㌧∂，ン2，

の　クづ　ノの　ダ　ノ　　ノノ

ρρ■’9り’’”ジ
・二二よ’∠‘1＝’1」z

mr8C

　■　　’臼麟

　　　　2聾
wBc

．軸　船　 傷

．＿．‘＿．＿．＿劃隻

岬Bc

・・の　砂く勇

8　の　●

10YR3．5／3，SiC　24，　2．37　118‘”2　18・8－o。60

ぞ瀦R観，SiC 1．39、　　2』81・㌧　　137・　　1．18　　　10．8　　　0」62

2。5Y4！2，SiC　　　　1．36　　282　　131　　　1．12　　　9．8　　α79

2、5Y4／2，SiC　　　　　1．24　　　291　　　137　　　　1．05　　　　9。9　　　0。92
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断面49

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　農業環境技術研究所資料

地下水湿性の灰色低地土

　　　　　　　　　　　　　　　　〈牧隼地〉

〈国〉細粒灰色低地土

〈農〉細粒灰色低地土

〈北〉灰色低地土

〈US＞Momc
　　　　　Haplaquept

第12号（1991）

　　　　　　傘
　　　　OM

　　　　　％

C／N
“r4tiOI

Ch
／Cf

humic　acid

Ap一

Bg1

Bg2

18

4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　74
北海道網走郡興部町秋里2区

　興部143。0743”E
　　　　　　　　　　　　　　　　　Bg3
　（5万）44。25’59”N
藻興部川粘質河成堆積物
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　100（ホ文部省総研，1974，北1，
　　　　　　　　　　　　　　　　　Cr
纏北農試重粘地研1975）

　　partide。size　d重str．

CoS［　　FS　　　　si1‡

串

RF △logk type

雛／ 　／

25

Pr→Bc
　　～

　　　　●

　　5

5r→Bc

　　～●

Pr→Bc

　　l●

Mも一●一。

　　　　　～

24

22

‘

　　18

10YR3／2．5，〔jc

％
　　　　　text．

day　claSS「

silt

5Y．415／1・5’Lic

5Y4・5／115・Lic

5Y4．5／2，Sic

l5G4／1，Cl

　　　　　　　　ゆ廿wee・phase　distr．V％

5．02

1．59

0．90

0．90

0．57

／day sohd　　　liquid　　　air

10、

8

字

7

8

0．72

0．28

0．24

0．27

33．6

51．2

62．6

67．2

．724

．635

．624

．611

　　　　　　　ゆの　　　　　　　　　　ゆゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のゆ

Bガm謬m細n』鷲a響
9／cc－pF號6．pF㍍3gvaluec撫c．

Rp

P「

B

B

　　ぐ
phos．

abs．
（a）

13．5

3．3

11．5

28．0

2．8’　352

9・1

7．0

18．8

46．0

3910

42．7

35．5

45．5

26．4

36．6

25．9

26．5

35．6

20．6

しiC

liC

しiC

SiC

Cし

　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　参
　　、pH　　exch．l　CEC
　　　　　　　　　acidi事yNH40Ac
ξ【20　　Kα　　　Y旦　　meq．／1009・Ca

1．08

1．65

1．34

1．28

1。28

49

41

50

47

50

46

51

43

49

45

exch．ba母s串卿／1009

6

8

8

4

5

base
satur．

　％

1．28

1．12

1．37

1．30

1．39

8．9

7．9

3．2

4．3

3．7

Fe203・

Mg K

15．0

1乏．2

12乙9

13．4

12．9

0．45

0．71

0．75

0．61

0．90

Na Feo Fed Fet

1Feo

／Fed

　　一3
2κ10　　　1760

　　一3

4x10　　　1100

　　。3

2×10

　　一3
1x10

　　－3

2κ10

970

950

680

Fed　　Mnd
　　　　　MnO2
／Fet　㎎／10Qg

5．6

5．6

5．4

5．2

5．1

4．3，

410

3．8

3．8

3．9

23．q、

20．1

17．5

17．4

12．3

13．6

9．6

7。8

7．1

4．8

1．4

3．2

3．5

3．2

2．7

．57

．16

．12

．16

．13

？31　　70

1
． 30　　、66

．29　F67

．32　　62

．39　　65

1．52

1．91

1．80

1．30．

0．77

1．79

∫2．61

皇．66

1．50

094

6．28

7．19

743

5．94

5．41

0．85

0．73

0．68

0．87

α82

0．29

0．36

0．36

0．25

’
0
．17一

34

48

37

27

二〇
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断面50　グライ土

〈国〉細粒グライ土
く農〉 細粒強グライ土

〈北＞グライ低地土

〈US〉　Hydraquent

福井県坂井郡坂井町

OM
％

C／N

ratlO

humic　aeid

Ap9

Cg・

Cr1

Cr2

10

〈水　田〉

26

44

九頭竜川，粘質河成堆積物
　　　　　　　　　　　　　　70喜
（ホ農研土壌2・3科「重粘土」　　7

資料No．1，1969，FK－2）

’

RF △1㎎k　　type

4鋭ll乏，。

Bc一、弓！！！ノ！・’ゲ’

グ4’∴’！㌧！！’！’9

厩コ』♪怒灘
’！し！ノノ！！！’，・！，20

Bc∵．・9伊9γ！！！γ！ρ

Pr一一ノ　　　　9・499
越羅廠1て1：

’イ！二乙！ン∠乞イコ3

Ms

12

Ch

／Cf

2．5Y5／2，tic

5Y5／1，Lic

7．5Y4／1，Lic

5G　5／1，Lic

☆siderite　nodules，

4．91

4．19

3．68

1．37

11

13

16

15

46．7 ．660

52．7．　　　．660

86．2・

75．6、

．602

．647

P

B

A

B

0．95

143

1。82

0．84

　　　　　　　　ゆparticle－sizedistr．％ text・

Ψal
ClaSS

silt

／clay

　　　　　　ゆthree・phase　distL　V％ 　　　　　　　　　奉　　　permea・
BD　　　　　bi韮藍ty

　　　　　K209／CC　cm／瓢．

傘

CoS FS silt　day solid　　liquid　　　air

n－　ph・ε　　pH
　　　　abs、
value　（a）H20Kα

1．6 16．1 44。（》　　38．3 しiC　　1．15 、29　　　50　　20 0．88、
　　。6
3κ10 1．13 670　　5．1 44

1．0 26ρ 400　　330 uC　　1．21 34　　　53　　13 1．15
　　一5

1刈o 1．01 710　　5．1 45

1．3 150 41。3　　424 liC　　O．97 37　　　54 9 0．95
　　一6
5刈0・ （》．96 980　　　，5．t 4．（》

1・．電 20．・璽 519　　　26．91　　しiC　　‘123 41　　52
7－

1．13
　　一7
5刈0 ”2 790　　5．2 39

exch。

acidity

Y：ml

　EC
mS／cm
（1：5）

H202treatm．
　　●
　CEC
NH40Ac
meq／1009

exch．bases ，meq／1009

　　　SO3pH　　　％ Ca
■

Mg
宰

K Na

base　　　　　　　　Fe203　　　％

satur．

％　Fe・　Fed　Fet

　　　　easily●
Fed　　reduc．

／Fet　MnO2
　　　mg／l

（》。1－5
4．0　　　1．33　　　15．6　　　44 1．5　　　　．16　　　　，22 40 0．64 1．13 4．19　　　0．27 1．0

0。10　　　　40　　　1．33　　　15．7 6．8 2．2　　　．13　　　．25 60 1．30　　　　3．36 6．86　　　0．49 3．5

0．09，　　4．1　　　0」99　　　23．5　　　6』9 2．3　　　　．16　　　．．40 42 2．18 7．75　　　11．6 0．67 79

0．06　　　4．0　　　0。58　　　16．6　　　3．7 24　　　　．20　　　　．32 40 1．61 4．30 8．93　　α48 1．5
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断面51　厚い灰色土層をもつグライ土

く国〉細粒グライ土

〈農〉細粒グライ土

〈北〉下層グライ

　　　灰色低地土

〈US〉　】日【aplaquent

〈燕麦畑〉

OM　　Fed　　　phos．

　　Fe203　abs．
％　　％　　（a）

申　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　．　　　　　　事

Ap

Cg聾

Cg2

北海道上川郡剣渕町7区
剣渕14201σ08”E　　　Cr
　（5万》　44006’27躍N

（’天野・佐々木・音羽，1977；

北農試土調報23，104土壌区）

董5

32

60

base　　BD　　n－
satur．

％　9／cc　value

mPrXwBc
　～　～
　　　　　15
mPrXwBc

　～　～

　1　～
　　　　　19
財S

15

10YR3．5／3，LiC　　　　6．0　　　3．26　　　1120．　　　73　　　　098　　　α48

、N5．5／　，Sic

，N5．5／　，1蓉C

10GY4／1，Lic

一．9　　　4．13　　　1020　　　　55　　　　1．07　　　0．78

1．2　　　2．70　　　1070　　　　56　　　　1．22　　　0．65

1．0　　　　4．52　　　　1620　　　　35　　　　1．25　　　　0』74

断面52　干拓地の未熟成のグライ土

〈国〉グライ土

〈農〉細粒強グライ土

〈北〉グライ低地土

〈US〉　Hydraquent　㌃

Ap9

Crl

長崎県諌早市森山村地先　Cr2
諌早130008P42”E
　（5万）32●5σ30”N

海成干拓地（干拓後6年）

（◎長崎総合農林センター1971）

〈水田〉

14

33

駕多嬉ll弥
’1る・幼φ：’鴛舌

4一，7ザ？r7777、
IMSン、！ノxρ’・’夕’9’

！ノ9’∴‘θρノ■ノ！！’

のロ　　　　　　　ノノリロダゆダ　びクのびググタ
・：1ヌシ1’11※り㌘ノ

ニ≧．二し《一’二．」・ノ！ご、2

財s

5

OM。　．瞼戯憾V％・BD●

％　solid、1iquld7「air　g／cc

phosf

abs．
（a》

5Y4／2，HC

7．5Y5／2，HC

暑35

4．88　　　32．9　　　53．1　　　14ρ　　　α82　　　1450

2．64　　　23．8　　　70。0　　　　6．2　　　0、58　　　1580

10BG472，”C　　　　，2．79　　　21．o．　　74．5　　　　4．5　　　0．52　　　1870

　　　　　　　　　　　　のsi量t・clay9距二、　pH　　pH　・ECmS／cm・

％　　％　　value　H20
　　　　　　satur．o’
KCl　　H202　　　extr．　　1：5

　exchb蹴●meq力晦　CEC●ba鍵
　　　　　　　　　　　　血eqL　sat競L
Ca　　　Mg　　　K　　　　Na　　／1009　　％

38．8　　　54．3　　　0，83　　　　691　　　5。58　　　4．3　　　　　2鴻0　　　0し83　　　　25．8　　　　172　　　　3．5　　　　　4．9　　　42．0　　　122

39、0　　　　560　　　　1．76　　　　　7．85　　　　6。70　　　　4．6　　　　［3107　　　　1．76　　　　3α7　　　　18．4・　　6．1　　　　璽1．4　　　　44D・　　　151

37，3　　　52．6　　　　2．28　　　　590　　　4．84　　　　3。8　　　　　6．91　　　2．28　　　　364　　　　1914　　　　84　　　　210　　　　42．6　　　200
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断面53　酸性硫酸塩質のグライ土

　　　　　　　　　　　　〈ヨ　シ〉

　　　　　　　　　Ag
〈国〉細粒グライ土・

〈農〉細粒強グライ土

〈北〉グライ低地土　　　Cr1

〈US〉Sulfaquept（？）

Cr2

島根県東出雲町揖屋
松江133。09’02”E　　　Cr3

　（5万）35025’58”N

海成干拓地（干拓後6年》

24

36

58

！49ノ」’！〆〆！’ノ・
！、σx！！器ノ！－

〆’。　’”一”，
び　ダノ　タ　の　ノグ　デタ　ノ
タ　ノ　 び　　ロ　ロ　　　ン　　ダ

’1ろ’メ〆〆憐一！1！

〆’，ダび’44％驚6
mBc！！”！㌧く！㌧

2」二ll考コおぐ

wBc！、傍’・∵！！！∵

ごノのじび　じ　びごク　ノ

2乙うユ盗乙1イ

　コク　ゆじクのノフク
乙‘4く4ンz窟廻
dv．∵！ノ■、！！，．！’

！99’σ’・6θ’4！ノ〆

fρ　，9　9グ4！90
／　9ノ」！’8ヲ∂♂’！

ご　ク　グ　ゆ　グ　ご　ダ　ぴ　ず　ず　ゲ

ノ’ノ！！ノ’ノ’グ．り4

び　ゆ　ヲ　ロ　ノ　ク　ノ　げ　プ　ク

ノノリノ　くノ　ノ　ゴ　ダノじ　ノ
ノ1．」ン．ρ。・！ノ！

。一771，莞ノγ，5

pH　　　pH　　　　oxld．　・　EC　、　　BD　　　n一

（H20）　　　　　　　SO3　mS／cm
原土　　H202　　％　　　（1：5）　9／cc　　value

．2．5Y4／2，しiC　　　　　3．21　　　　2．4　　　　0．26　　　　040　　　　1．14　　　　0．59

5GY3．5／1，UC　　　　3．65　　　　1．8　・　　1。02　　　0．71　　　0．93　　　1．18

馬GY巷ク｝tiC 4．26　　　　1．6　　　　2ρ0　　　　238　　　0．82　　　　1．34

7．5GY4／1，LIC　　　6．94　　　1．6　　　1．96　　　3．17　　　0．87　　　1．35

断面54　硫酸酸性の素質をもつグライ土

　　　　　　　　　Aρ9
〈国〉細粒グライ土

〈農〉細粒強グライ土　　Cr1

〈北〉グライ低地土

〈US〉Sulfaquent

　〈水田〉

多雛髪・25Y5／1・Sic

17

雛彪・N2／・HC
33
　り・クZZ〃〃乞

／〃綴
勝N烈　
73

　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　タ
pH　　　　pH　　　　n－　　　BD　　　base

認H…value　g／cc勢
EC
mS／cm
（1：5）

Cr2

石川県羽咋市千路町
氷見13604930”E
　（5万）36055’14”N
　　　　　　　　　Cr3邑知潟干拓田（干拓3年目）
（。農研土壌2，3科「重粘土』

資料No．3，1971．）

4．8　2．8　204　α58　88　3・0琴

6．0　　　　2．8　　　　1．91　　　0．56　　　　97　　　288

83　　　　24　　　　2．60　　　0，56　　　101　　　3．54．

一　　　1．8　　　一 一　　4．83

断面55黒ぽく質のグライ土

〈水田ア

　ゆOM　　humic　　pho＆
　　　acid　　abs．
％　　type　（al

典・＆　A1・　BD
reten．　　A1203

％　　％　　9／cc

●

　　　　　　　　　　　　Bc！♂’　！
〈国〉黒ポクグラィ土柄1弔醐袈

　　　　　　　　　　　　裟き雛〈農〉無ポクグライ土　　　Ahr書

〈北〉暗色表層グライ低地土
　　　　　　　　　　　32
〈US〉Hydraquentic

　　　　　　　　　　　　＾磁彫　　　Humaquept’

　　　　　　　　　Ahr2　　　　　　　　　　　　　　・．　￥ツ1
　　　　　　　　　　　　　　～・～￥・
　　　　　　　　　　　　　ノ・沢ノ
　　　　　　　　　　　　・、愁塑漆必」
　　　　　　　　　　　70千葉県袖ケ浦町神納李土田2C，1　　　　　　　　　　　　M蜂＿～＿～＿一

　　　　　　　　　　　　ぼ　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　～一～　小櫃川，粘質堆積物　　2Cr2

　（’浜崎1976，断面B）

2．5YR3／1，しjC　　　，9．5　　　　8　　　　1550　　　50．0　　　1．50　　　0．68

5Y2！1，しic、 7．6 8　　　1450　　51．8　　　1．64　．　0．89

2．5Y1．7／1，Ct　　　11．O　　　　　A　　　　1610　　　66．8　　　2．68　　　0L71

’7．5GY5／1，liC　　　　2．3　　　　Rp　　　1230　　　28ρ　　　0・46　　　0．64

7。5GY5！1，HC　　　　　〈2　　　　　一・　　　1400　　　26．8　　　　0、33　　　　一一
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断面56 灌概水湿性の褐色低地土

　　　　　　　　　　　　　　　　く水

農業環境技術研究所資料　第12号（1991）

〈国〉褐色低地土

〈農〉中粗粒褐色低地土

　　　　・斑紋あり

〈北〉褐色低地土

〈ぺ〉集積水田土

くUS〉　（anthraquic）

　　　　　Haplaquept

OM
（Tj）

％

C／N

ratio

Ch

／Cf

humic　acid

田〉

Ap9

　　　16
Eg
　　　22
B591
　　　29

B592
　　　40

Big
　　　49

Bw1

茨城県真壁郡関城町関本分中
　小山13go54’14”E
　　　　　　　　　　　　　　　　Bw2
　（5万）36。15β21”N

鬼怒川自然堤防，壌質堆積物
（三土，1974）

72

RF △logk type

勢§31接1∵一乞

・チ1ρ二・イ，労．x’θ！ρ・9

昼cり’4鴨’げ9ノ●　ノノ16

．9q∫1く1メ・蓑’舞’ア’重

Ms
　　魯　×　禽
　．＿．＿．＿．＿24

Ms
　　●　←　o
　．＿．＿．＿．一2，

Ms

　　　　　　　　　20

1Ms

書8

5Y4／1，L，

5Y4／1，し

5Y4／1，L

5Y4／1，L

10YR4／3（7）L
5Y4／1　（3）一

1鴨f／3111FSL

10YR4／35Y4／1（3％）FSL

3．15

3．07

2．05

1．87

1．49

1．00

0．82

讐2

13

14

14

13

13

11

1．19

1．17

』O．52

0．49

0．54

0．52

46

49

59

65

72

85

．685

。681

．638

．636

．616

．589

8

B
8

8

B

A

particle－sizedistr．％ te又t・　silt
ura1
　　　　　／clay
class、

thr㏄・phasedistr．V％

CoS FS　　lsilt day solid　liquid　air

BD，

9／CC

macro・　medi㎝　　pemea・
pore　　　　　pore　　　　　bility

pFO－1・6　．pF1．6－3．g　　　K20

　V％　　　　V％　　　cm／sec．

phos．　　exch．・

abs．　　acidity

（a）　脇CC

11．6

10．8

8．1

10．6

10．1

53．3

54．0

55．1

49、2

55．8』

22．2

23、2

25．8

28．8

23．71

書5。5　　　62．5　　　14．7

13，5

12．9

12．0

12．6

11．3

8．7

し

1
し

l

l

1．64

1．80

2．15

2．29

2．1σ

FSl　　1．69

44

51

51

47

46

51

46

44

40

35

4

2
6
13

20

44　　27　　29

1．17

1。37

1．37

1．29

1．26

1．24

4．0

1．8

4．7

10．0

14．4

13．6

33．0

25．7

23．2

22．8

24．9

31．1

　　　・一5

2’x10

　　　・一5

1x10・
　　　一5
4x10
　　　－5
5x10
　　　－3
2x10

　　一3
2x10

570

560

640

650

600

480

2．9

3．0

0．8

0．4

0．4

0．4・

22．9　　　57．7　　　13．4 7．5 FSし　　1．79 39　　37　　24 1．11 12．2 35．3
　　。3
3x10 430 0．4

　　　pH　　　　　CEC
　　　　　　　　　　　NH40Ac

H20　KCI　meq．／1晦　Ca

exch．bases雰 me（1．／1009
　　　　　嘘
　　　　　satur．

Na　　％、

Fe203％

Mg K Feo Fem

Feo

／Fem

Fem
／day
×100

M㎜

MnO2
㎎／10qg

5．37

5．33

5．74

5．96

6．03

4．38

4．37

4．76

5．10

5．13

12．9

1を．4

11．7

12．8

11．7

5．14

5．25

6．33

8．02

7．56

．65

．63

．65

．90

1．01

．35

．21

．22

．28

．28

．54

。49

．45

．49

．41

52

53

65

76

79

0．54

0．55

1．74

、1．26

0‘94

0．94

0．96

・2・“4

1．98・

』
1
．
60、

0．57

0．57

0．71

0．64

0．59

7．0

7．4

20．3

15．7

14．2

8

　8

14

39

141

6．12　　　5．23 9．6 6．41 ．82 ．33 ．51 84 0．95 1．32 0．72 15．2 92

6．20　　　　5．20 89 6．02 ．86 ．37 ．44 87 0．98 1．261 0．78
16．8一

55



農耕地土壌分類改善のための土壌断面データ集

断面57　濯概水湿性の砂礫質水田土壌

〈水　　田〉

ノO」，，ノ，’，　’　，ノ
ひダ　タ　ノ　ず　ノ　ノ　ワ　ダ　プ　　　ノ
　ゲ　ノ　ヲ　ノ　ダ　ダ　プ　タ　　ジ　ノダ

第イゲ杉1・lllりニ

ゴ　ノ　ノ　ノ　ノ　ク　ダ　　　ノ

グイム，3・＝‘」，’鯉

wBc！ざ、・！．xノ！22

Fem　　Mnm　　　Co　　OM
Fe203　MnO2　（Com）　（Tj）
　％　　mg／100g　ppm　　　％

33

〈国〉粗粒灰色低地土

〈農〉礫質灰色低地土
〈北〉

〈ぺ〉集積水田土

〈US〉（anthraquic）

　　　Udorthent

Aρ9

　　　15
Ag　20

B59

　　　3028j

東京都西多摩郡日の出村

　　　　　さ字平涯字塩田2C
　青梅13916’04FE
　（5万）35。44’18”N

平井川砂礫質河成堆積物

36

IwBc　×　　　X

　鈴　魯　鈴　纏22
Sg’●・●：●●●

　　ヤ　ノロヤじノじヤ　
Sg鼻　・・’　●．・　●9

・　0　　0　・0　　0

　0　　0●　O・O

．　O　　O．　O　　O

gravel　air

〉2mm　phase
航％　　V％

5Y4／1，L

5Y4／1，L

5Y4．5／1，CL

　　　　ゆ7．5YR　1／1，CoS

　　　　ゆゆ
10YR3／2，CoS

1．70

1．87

4．07

10

11

25

2．5

2。7

7．0

1．68　　　1470　　　21．5

1．09 40

　＊unifOmlシ5曾oined　wi曾卜Mn　oxide5

．＊＊col。rof眠。。歪ed5。鑓dgr・in5

3．8

2．87

2．78

1，59

O．53

0．43

6

4

5
85

80

17．2

11。3

40。1

33。3

断面58　漂自化表層をもつ砂質水田土壌

〈国〉粗粒灰色低地土

〈農〉中粗粒灰色低地土
〈北〉

〈ぺ〉漂自化集積水田土

〈US〉（anthraquic）

　　　　Udifluvent

長野県北安曇郡松川村新屋敷C2

花こう岩質粗粒河成堆積物
（串音羽，1967）、

〈水　　田〉

　　　　のノノノノノつノメノノノデ
　　　　ロノリノねじり　りAp9　、そ二’り娩’∫∫り場りニ

　　　　ノ　　ノ　ゆ　ノ　ヨ　ノ　ク　ダ　ク　グご

　　　　ノ！！！！4！！．！ノ」I
Eg　ll 　s　X
Bsg　PMs×××X20
　　　27
　　　　　　　　　ロ

8j　　撚撫
　　　　　　　4　　　　19　　44q　r一一・一一一噛一一。繭。
　　　　Sg●．●．・ど　．●。●の●

q　　　　．．趨・勢・珍』

　　　　　　　　　　ム　　　　　
　　65∴∴一∴一：．；＿婚
　　　　’Sg．’ヒ．●・●∵

　　　　●．　　　　o　　●　　　●

　　　　　D　・　△∂　。　　。

　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　タ

Fem　　Mml　　CEC　　OM零　　Fem

Fe203MnO2NH40Ac（Tl）　／clay
％　mg／1晦鯛ノ1晦％　×100

　ゆbase
satur．

　％

7．5Y5／1，し，

7．5Y6．5／1，SL

7．5Y6．1，SL

uniformaly
stalned　with　CoSし，
Fe，Mn　oxldes

　　　　ゆ
2．5Y7／1，・LCoS

　　　　ゆ2．5Y7／1，LCoS

0．37

0．33

2．81

16

14

32

1．03　　132

0．82

0．36

38

11

＊c。1・r5・func。。eed5。ndgr。in5

8．3

3．4

3．8

3．2

1．9

O．4

4．93 2．7

1．62　　　4．1

1．72　　　　40．6

0．69　　　27．6

67

79

89

81

0．26　　　　35．8　　　100

0．22　　　27．8　　　100

断面59褐色の下層土をもつ灰色低地土

〈国〉灰色低地土

〈農〉中粗粒灰色低地土

〈北〉灰色低地土

〈ぺ〉下層褐色　　　　　　Bsg

　　　　灰色化水田土

〈US〉　（anthraquic〉

　　　　Haplaquept
　　　　　　　　　　　　　8wg

〈水　　田〉

Ap9
　　書4
Eg
　　20

　　　　　　　　　　　　　Bjg
香川県坂出市府中町
　丸亀133。54’08”E

　（5万）34。18’30”N
　　　　　　　　　　　　　Bw
綾川，中粒質河成堆積物

38

65

72

！ンン！’る’”，’ρ’ン’・’

！’リノ”　ノ”，　’
”ノ！！，’！ノ’・！り㌧
ノ！’、’，’、’！，’！ノ’！15

Msノ・．・ツ、×．ノ：’廉

Bc
　X　　’X　　×

　　鈴　　　訟
　　　　　　　24
Bc
　魯　　×　　訟

　　の　　÷

＿＿．＿．＿一り＿24

Ms・　十　・．＿D＿9＿．＿2

Ms

15

Fem　　Mnm　　OM
Fe203　MnO2　　（Tj）
　％　　mg／1009　　％

BD　　　solid　　Fem

9／cc　phase／day
　　　　V％　　×100

7．5Y4／1，SCL

7．5Y5／1，SL

5Y5／1，SL

5Y5／1，Cl．

2．5Y5／2
10YR4／3SL

0．21

0．40

1．50

0．95

1．21

7．5YR
～10YR4／3，SCし1・33

8

4

10

2．33

1．16

0．92

65　　0．67

173　　0．41

92 0．47

1．17

1。43

1．54

1．60

1．52

1．41

44

54

58

60

56

52

1．3

2．9

”。1

5，0

8．9

a5
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断面60 灌概水湿性の灰色低地土

　　　　　　　　　　　　く水

農業環境技術研究所資料

〈国＞細粒灰色低地土

〈農〉細粒灰色低地土

〈北〉灰色低地土

〈ぺ〉灰色化水田土

〈US〉　（anthraqu藍c）

　　　　Haplaquept

田〉

第12号（1991）

　　　OM　　・C／N
　　　（Tl）
　　　　　　　ratio
　　　％

Ch

／Cf

『humic　acid

Apg

　　l6
BAg
　　25
B59

　　37

Bwgl

埼玉県秩父郡東秩父村安戸
　寄居139。12757”E　　　Bw92
　（5万）36。02744”N

槻川，片岩質河成堆積物
（三土，1974）

52

RF △1㎎k　　type

〃義辣
wBc’・1！！！’ヂグノ／
ノ。　X・．’X！・×！’
’り！乙二、空、立」忽

sPr衡　　X　　怨

　　　　0　　　　21

sPr

　　奮　　舞　　％

　　　　口　　　20

mPr
　、勃　　勿　　・努

　　　　口

　象　　ぬ　．彩

　　　　口　　　　21

5Y4／1．5，CL

5Y5／1．5，Lic

5Y5／1．5，Lic

5Y5／1．5，Lic

f5Y5／1，Cし

5．51

2．39

1．62

1．55

1．31

o

7

10

10

12

11

1．47　　　40－

0．61　　　68

043　　73

0．55　　　89

0．66　　　85

．717

．617

．644

。620

．611

Rp

B

8

A

A
，

particle・sizedistr．％ 　　　text。
　　　　ural
day　cl亀SS

＄ilt

／clayl

three・phase　distr．V％

CoS　　FS silt solid　　　liquidF　　air

BD
9／CC

macro
po「e
pFく1．5

V％

medium
　pore
pF　L5－4

　V％

pe㎜ea－
bility

cm／sec．

n｝

value

phos．

abs．

（a）

8．9

9．1

6．2

19．9

22．4

23．9

5．8　　29．1

372

37，3

41。5

39．6

34．O　　LiC

31．3　　Li　C

28．3　　しic

1。09　　　47。3

1．19　　　48．5

1．47　　　51．6

25．5　　　しiC　　　1。55　　　50．7

48．4

42．5

41．2

413　　1．26

9．0　　1．37

7．2　　1．42

41．9　　7．4　　　1．42

4．9

4．3

17．9

9．8

　　一4
2x10　　　　0．50　　　640

　　－5
2x10　　　　　0．45　　　620

　　－5
1×10　　　　　045　　　570

　　－5
2x10　　　 0．49　　　560

7．9　　　38．3　　　33β 20。5　　Cし 1．62　45．2　45．680　1．28　5．8　159　g刈ず 0．81 540

・pH 　CEC
NH40Ac
meq．／100g　　Ca

exch．bases零　meq．／10Qg base
satur．

　％

Fe203　％
H20、　KC1 Mg K　　　Na Feo Fβm　　Fet

Feo　　Fem

／Fem　／Fet

Fem　　Mnm
／day　MnO2
×100㎎／1009

5．6

5．9

6．3

4．9　　　18．4

5．0　　　13．0

5．2　　　11。9

6．4　　5．3 12．1

9．48

7．48

7．70

1．63

1．29

1．44

8．13　　　1．61

．39　　．42

．18　　．12

．14　　．12

．14　　．14

65

70

79

83

0．33　　　0．98

1．12、　　2．27

0．97　　　2．83

0．86　　　2．28

6・9、

9．3

10．2

0．34　　　0．14

049　　0．25

0．34　　　0．28

9．8・　　　0．38　　　0．23

2．9

7．3

10．0

8．9

7

22

40

40

6．5 5．2 0．89　　　　2．08　　　　9．6 0．43　　　0．22　　　10．1 53
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断面61　漂臼化表層をもつ灌瀧水湿性の灰色低地土

〈国〉細粒灰色低地土

〈農〉細粒灰色低地土

〈北〉灰色低地土

〈ぺ〉灰色化水田土

〈US〉（anthraquic）

　　　Haplaquept

Ap9

Eg
B59

Bwg1

Bwg2

香川県仲多度郡多度津町
　　　　　葛原大木
　丸亀133●46’32”E　　　Bwg3
　（5万）34。15’35”N

金倉川，中粒質河成堆積物

〈水　田〉

Fem　　Mnm　　OM
Fe203　MnO2　（Tj）
　％　　mg／10Qg　％

BD
9／CC

alr　　Fem
phase　　　／day

V％　　×100
　9・ン”ノ∴〆4’」’！〆

拷影揚鋸1
　ル”二∴㌔る∵〃，21
20・
　mBC　q∂　　1　3Q23
28sR「感2～＿X＿91
　sPr　　　X
　　　砺　　鍔　　錫
　　　　　十　　　　29
41　一。一一一一一9一。一一一一一

　sPr　　　　　●
　　砺　　易　筋　銘
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　wPr
　　　尋　　麹　　　穏

　　　　　‘

　　　蕩　　魯　　尊

　　　　　∫　　26

5Y3．5／1，CL

5Y4．5／1，CL
5Y4．5／1，CL

5Y5／1，CL

5Y4．5／1，CL

5Y4．5／1，CL

0．26

0．37

1．25

0．98

O．75

0．63

7

9
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13

27

10

3．49 1．31

1．19
0．91い・63

0．69　　　1．65

0．70 1。67
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7．5
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3．0

2．5

1．6

2．5

7．7

5．1

3．3

3．5

断面62逆グライ層をもつ水田土壌

〈国〉グライ土

〈農〉グライ土

〈北〉グライ低地土

〈ぺ〉灰色化水田土

〈US〉（anthraquic）

　　　　Haplaquept

Ap9

Ar量

Ar2

B59

滋賀県東浅井郡浅井町木尾

　長浜13601914”E　　　　　　　　　　　　　8jg
　（5万）35。26F35”N

びわ湖粘質湖成堆積物
（三土，1974）

20

〈水　田〉

31

45

61

Fem　　Mnm　　OM
Fe203　MnO2　　（Tj）
　％　mg／1009　％

BD　　　mac「（》　　Fem

9／CC叢・儲
タジ　ノのプノノのノグクノ　ノリ

㌧～イ・～ンンニ「ン、イろ
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’
、
7・！7二別』8
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．戯〕弼、1殆豊
4rrP？●、｝77『、。白7〆

wPr4’轟・向￥、
・14乙氾二1よ！’
．’。‘‘Y，二‘！t・二も’！．％境

，Ms→Bc

　　X　　　X

　　物　　優　　鈴16

wBc
　　　　X

十

←　　14

75GY4／1，Llc

75GY4／1，Lic

10G4／1，Sic

、璽OY5／1，Lic

10Y5／1，Lic

1．69

1．34

1．74

6．09

65

56

50

125

3．35　　268

4．31

3．86

2．08

1．50

1．63

1．01

1．08

1．28

1．35

1．38

2．5

2．9

3．7

5．0

4。3

3．2

4．2

14．5

8．6

断面63　中国長江沿岸の灰色低地土（参考）

〈国〉細粒灰色低地土

〈農〉細粒灰色低地土

〈北〉灰色低地土

〈ぺ〉灰色化水田土

〈US〉】日【aplaquept

Ap9

Ag

E◎

Bwg1

〈水　田＞

OM
（CN）

％

Fem　　Mnm　Fem
Fe203　MnO2／clay
　％　　　mg／1009　×100

　　　　　　零
f．clay　　BD

／day　　　g／CC

鷺でえ鱒㌶
　！イ’9，’1γく》ンウ1／

17
　！’㌧99㌧㌧㌧㌧■ρ∵！
　！”9x！ρ’×！ノ’ρ！

餅’ば’ムし嵐乞・2

　wBc
　　　　む　　　　⑲

44

蘇州呉県金山人民公社，中国
レス質沖積堆積物（1，2層　　　　77

はクリーク泥客入）

（Orgc・mm．s卿P。sium　Bwg2

0n　Paddy　soils，1980）

imBc

　¢、班　　銘

　　　●
　愈　　＄　　＄

　　　●

mBc
　鱒　辞　巽　蕊

　　●　　　　■

　彰　譜一鈴　鈴

5Y4．5／2．5，Sic 2．52　　　1．47

7。5Y4．5／1，SiCl　　　’1．88　　　1．24

5Y5／1。SiC

5Y5／1，HC

5Y4．5／1，lic

α59　　Q98

0．46　　　2．30

040　　2．75

62

39

27

77

92

4．8

5．0

3．8

4．5

6．5

0．65　　　1．25

0．64

0．64

0．65

0．56

1．37

1．55・

1．50
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断面64　低位泥炭土

　　　　　　　　　　　　　　　　Ahg
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4

　　　　　　　　　　　　　　　　Ho

　〈国〉低位泥炭土　　　　　　　15

　〈農〉泥炭　土

　〈北＞低位泥炭土
　　　　　　　　　　　　　　　　He1

〈US＞Medihemist
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　35

　　　　　　　　　　　　　　　　　　70些
北海道宗谷郡豊富町落合　　　　；
　　　　　　　　　　　　　　　　He2
　ま友海141。39‘12”E

　　（5万）45。14’44”N

サロベツ原野
（＊富岡・音羽1973，北農試

　土調報22，109土壌区付）

degre8
　。f　　　Particle・sizedistr．＊

decom．

農業環境技術研究所資料　第12号（1991）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　OM

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（CN）

く湿草地〉　　　　　　　　　　　％

lMs　X　　X　12

　～　　　～　　　　～　　｝

　　　　　　　　　11

　殉　　　～　　　～　　　曜

　～　　　～　　　～　　　》

　　　　　　　　　6

　～　　　　～　　　 ～　　～

　～　　　　～　　　～　　　～

　～　　　　～　　　～　　　～

　～　　　～　　　～　　“V

　　　　　　　　　6

％

C／N　　hu血icacid　　Ch
ratl・　RF　△1・gk　type　／Cf1

2．5Y6／2

7．5YR2／2
LP（ハンノキ・ヨシ）

10YR4／3
LP（ハンノキ・ヨシ）

10YR4／3
LP（ハンノキ・ヨシ）

P・siti・n　¢・S　FS silt　　　　day

77．6

80．7

61．2

15　　　　33．2　　　　．741

17　　　　31．0　　　　．767

19　　　　33，8　　　　』705

Rρ　　247

Rp　　3．62

Rρ　　3．73

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　傘　　　　　　　　　　　寧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　寧
text。　　silt　　　　　　t㎞・e（レphase　distr　V％　　　　BD　　　　　n－　　　　　　　pH

ural

da蕊　／day　s・hd　hquid　air　9／cc　value　H20　Kα

slight　　O

weり　　o

2．8　　　34．3　　　62．9　　　　円C　　　　O．55

3．0　　　　33．3　　　63．7　　　　HC　　　　O．52

13

9

61

89

26　　　　0．21　　　　1．00

2　　　　0．16　　　　2．57

4．7

4．6

4．1

4．0

we”　　0．2 1．7　　　35．1　　　63。O　　　　HC　　　　O．56 10 88 2 0．21　　　2．13 4．5 3．6

　　さ　　　　　　　　　　　　　　　　　ぴび

exc批　phos。　CEC
acidity　　　abs．　　NH40Ac
YI　cc　　　（b）　　meq．／10㎏　　Ca

exch．bases　meq．／1009　　厩
　　　　　　　　　　　　　　　　　satur．

　　Mg　　K　　Na　　％

Na。pyrophosphate　test

cdor lndex

340　　　679　　　703　　　14．6

32．0　　　　520　　　　63。0　　　　　5．5

8．7

5．5

1．2

0。7

0．8

0。7

36　　　75YR5．5／4　　　1．5　　sapric

20　　10YR6．5／3．5　3づ　hemic

436　780　63』0　5．0　50 0．7 0．9 18’確OYRラ／3 4．O　hemic
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断面65　高位泥炭土

く国〉高位泥炭土

〈農〉泥炭土
く北〉高位泥炭土

〈US＞Sphagnofibrist

Ho

He

Hi1

北海道空知郡南幌町清幌
2工刃01　141。39’39”E

　（5万）43・0ざ55・N　　　Hi2

（＊第26回野外見学旅行案内，

ペドロジスト懇談会1979）

〈防風林〉

楯

31

55

｛　　 ～　　 ～　　～

　　　　10
貞7　一，　一，　｛レ

12

＾’一’　6》　～’9

“陶》　　 》　　 一》　　　～

～　　即　　 ～　　 一）

“繭し9　　一》　　 ■》　　》

鱒r一　　　一』ρ　　｝　　 ｝
6

　ゆ　　　　　　タ　　　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　ネ

OM　　　C／N　　NaPP　　BD　　やH

％　　　　ratio　　　test　　g／cc　　（H20）

humic
acid

type

5YR2．5／2
HP（ホロムイスゲー
ミズゴケ）

』10YR3／3．5
HP（ヌマガヤーホロム
イスゲーミズゴケ）

　　　　　　7．5YR28・2　18　5／35　α31　5・0 P

939　37　10YR　O．11　4．2　Rp
　　　　　　7／3，5

職ヌ聯ホ。ga739醤γ身α1・4・　Rp
ムイスゲーミズゴケ）

5YR3／3

蟹穿贈瓢　93・741聯α・8鳳・Rp

断面66　泥炭土と黒ぽく土の中間型

〈水田〉

OMゆ　　Bガ　　phos。噛　Al。串　unrubbed

　　　　　reten．　　　fiber％　9／CC　％，％　C蜘t

humic
acid

type

　　　　　　　　　Apr　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10YR2／2，CL

　　　　　　　　　　　13〈国〉黒ボクグライ土　　　Ahrl　　－x－1－　　10YR2／2，CL
〈農〉黒ポクグライ土
　　　　　　　　　　　26　　　。、．1●＼．1●、ρ
〈北〉暗色表層グライ低地土
　　　　　　　　　Ahr2　　　　　　10YR3／1，CL
くUS〉Haplaquand
　　　　　　　　　　　4f
　　　　　　　　　He璽　　　　　、10YR2／1・CL
　　　　　　　　　　　54，

茨城県つくば市下萱丸前田
土7甫140004Q8”E
　（5万）36。01932”N

火山灰台地を刻む谷地

（串ICOMAND，Tour
　Gロide1987）

He2
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99

10YR2／1

聖
1
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Y
R
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／ 1

10YR2／1
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28．8　　　0．39　　　95　　　5．50　　　23

34．8　　　0．28　　　93　　　　5．08　　　51　　　　－
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42．1　　　0．28　　　76　　　3．21　　　54・　　　8

　　　　　　　　　　　　hemk

40．5　　　0．20　　　59　　　　2．12　　　　68　　　　　－

　　　　　　　　　　　　fibriG

35．2　　　0．28　　　57　　　1．61　　　45　　　　－

　　　　　　　　　　　　ho繭c

断面67　カナダの黒泥土（参考〉

〈国〉黒泥土
く農＞黒泥土
〈北〉

〈US〉Borosaprist

Ho1

Ho2

Ho3

WeUington，Ontario

　　　　CANADA　　Ho4
氷堆丘地形の凹地
（調査1加藤）

18

釦

．〈鵬灘da「〉

60

～　　

～；　　　柑　　　　～

～　　　　“』ノ　　　　岬㌧ノ

酎　　　　 ∩uノ　　　　“㌔ノ

～　　　　 解　　　　 o隔プ

6■り　　　　　」【贈プ　　　　 ～　

OM　　　BD　　rubbed　NaPP　　pH
（CN）’　　　fiber
％　9／CC　c㎝陀nt　test（H20）

humic
acld

t｝脚

10YR　1．711，Siし　　　一56．6　　・0．23

7．5YR1．7／1，CL

　　75YR1■10　　　　　　　　　6．94　　　Rp。B
　　513．54

66．9　α25　1／1075YR　6．24　R昏8
　　　　　　　　　4！3．5

10YR　1．7／1，Siし一CL68．5

10YR1．7／1，Cし

　　　　　75YRO・24　1／10へ5／4　563　Rレβ

　　　　　　　　　5YR52．4　　　　0．29　　　　1／10　　　　　　　　　　5．28　　　　Rρ・A

　　　　　　　　　2／2



38 農業環境技術研究所資料　第12号（1991）

W．土壌断面の特徴と分類上の問題点

　ここでは皿に掲げた67土壌断面のおのおのにつき，

形態的，理化学的特徴と分類上の問題に簡単に触れる。

　IV．1　未熟土および類縁土壌

　農耕地土壌分類では，未熟土は海岸の砂丘地にのみ

設けられている。しかしそのほか1こわが国の地質，地

形の特徴から，活火山周辺の火山灰地，急流河川の沖

積地，侵食の激しい山地・丘陵地などがひろく，そこ

にも発達未熟な土壌は分布する。わが国では若い土壌

の比率が高く，土壌の年代が万年の桁で数えられる発

達した土壌は面積で10％余りの洪積台地上くらいのも

のぞある。未熟土およびその類縁土壌の分類の適切な

整備は，わが国の場合とくに重要である。

［断面11　砂丘未熟土

　農耕地土壌分類の「砂丘未熟土」の典型的な例。土

性は全層砂土で砂含量は98％を超え，有機物にとぼし

い。風化程度の指標となる鉄の遊離度（：Fed／Fet）は

きわめて低く，含鉄鉱物のほとんどは未風化である。

　この土壌は苦鉄質の暗色の砂をかなり含んでいる。

静岡県砂丘試験地によると，同じ砂土でも，石英質の

砂と比べて野菜などの生育は明かに良いという。砂の1

鉱物組成による区分は今後検討に値いする。

【断面幻　，腐植質表層をもっ砂丘未熟土

　土壌化のやや進んだ砂丘地の土壌。何列もの砂丘列

が発達している場合，より古い内陸側の砂丘にみられ

る。全層砂質であるが，表層は腐植に富み黒色で，か

っこの断面では腐植化の進んだA型腐植酸をもっ亜層

がある。

　北海道分類では砂丘未熟土の一変種とみなし，暗色

表層砂丘未熟土を設けている。Soil　Taxonomyでは，

断面1がエンティソル（Udipsamlnent）であるのに

対し，アンブリック表層をもつ本断面はインセプティ

ソル（Haplumbrept）とされる。

［断面3］　火山放出物に由来する未熟土

　浅間山の新しい火山灰に由来する土壌で，未風化の

火山砂礫に富み，黒ぼく土にしては有機物含量やリ．ン

酸吸収係数が低く，容積重が高い。

　農耕地分類では，この種の土壌に対する適切な位置

づけがない。母材が非固結火成岩（火山灰）であれば

風化，未風化を問わず黒ぼく土とされるから，この土

壌も黒ぼく土になる。．腐植質表層が発達していないの

で，土壌統群は淡色黒ぼく土となり，腐植質表層のな

い風化火山灰土壌と同じ位置に分類される。国土調査

凡例および北海道分類では火山放出物未熟土と分類さ

れる。

［断面4］　埋没黒ぼく土をもっ火山放出物未熟土

　表層約50cmは約250年前噴出の未風化軽石質火山灰

（樽前一a）で，その下方に約1500年前といわれる軽

石質火山灰（樽前一c）に由来する黒ぼく土が埋まっ

ている。

　農耕地分類ではこの土壌も淡色黒ぼく土とされ，腐

植質表層のない風化火山灰土壌と一緒にされる点に問

題がある。さらに新期の火山灰地の改良に，浅い位置

にある腐植質の埋没表土と混和することが広く行われ

る。したがって埋没黒ぼく土が浅い位置にあるという

ことの実際的意味は小さくない。

［断面51　河成沖積地の発達未熟な土壌

　天竜川下流の河川敷の未風化な砂礫質土壌である。

発達未熟な土壌は河成沖積地にも存在することを示す

ために掲げた。

　下層土の砂の色は灰色で，鐸耕地分類では灰色低地

土・斑紋なし（土壌統群〉と分類される。灰色低地土

は本来地下水湿性の土壌に対して設けられたものであ

るが，この土壌統群は地下水の影響がないばかりか，

過旱のおそれありとするものが多い。この土壌の灰色

はFed／Fetの低さからも明かのように褐色化（風化・

鉄の遊離）が未熟なためで，排水不良のためでは獄い。

このように農耕地分類の灰色低地土には湿性と非湿性

の土壌が混在している。

［断面6］　サンゴ海砂より成る未熟土

　沖縄本島のサンゴ海砂から成る砂質な土壌。分布は

南西諸島に限られる。大部分がサンゴ片，有孔虫や貝

殻に由来する炭酸カルシウムから成っていて，塩酸処

理によりほとんどが溶けてしまう。アルカリ性で植物

の生育に適さない。砂章未熟土の中でも特異な性質を

もっ変種である。

　W』2　黒ぼく土および類縁土壌

黒ぼく土の特徴蹴多量の活性なアルミニクムとそ

れが示す高いリン酸吸着能や低い容積重にあることは

広く認められている。ところで農耕地土壌分類の11の

区分基準にはこれらの性質は含まれておらず，黒ぼく

土を括っている基準は母材が非固結火成岩（火山灰）

ということだけである。そのため標準的黒ぼく土のほ

かに，新鮮未風化の火山灰も，逆に結晶性粘土質で黒

ぼく土の特徴を失ったものも，ともに黒ぼく土とされ
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る。黒ぼく土を母材によって定義するもう一っの難点

は，母材の判定そのものがしばしば曖味で，論議を呼

ぶことである。とくに火山放出物が再堆積の過程で非

火山性物質と混合した場合，母材としてどちらが支配

的かの認定は主観的にならざるを得ない。非アロフェ

ン質の黒ぼく土の母材にっいても火山灰かどうか議論

がある。黒ぼく土はその特徴的性質で定義されること

が望ましい。

　さらに近年になって，黒ぼく土の変種がいろいろ見

っかってきた。アロフェンではなく結晶性粘土鉱物が

優勢な変種，森林下に発達した多腐植質なのに黒くな

い変種そのほかである。顕著な特異性を分類上適切に

取り上げることがこれからの課題であろう。

1断面7］　標準的な黒ぼく土

　黒ぼく土の標準的な断面例と考えられる。厚い黒色

表層とそあ高い腐植含量，高い腐植酸／フルボ酸比，

腐植化の進んだA型腐植酸の存在，低い固相率と容積

重，高い透水性，多量の活性アルミニウムと高いリン

酸吸収能など，いずれも黒ぼく土を特徴づけるもので

ある。

　なお粘土鉱物がアロフェン質であることは，交換酸

度や△pHが低いこと，有機物分解後のリン酸吸収係

数が分解前のそれより大きいこと（P藍／Po＞1），Sio

含量およびSio／Alo比が高いことなどに現われている。

［断面8】　非アロフェン質の黒ぼく土

　結晶性粘土鉱物の優勢な黒ぼく土が近年全国各地で

見っかっており，とくに東北および東海地方に広い。

この土壌は交換性アルミニウムの強い毒性のために作

物根の伸長が著しく阻害されるといわれる。アロフェ

ン質の黒ぼく土と比べての違いは以下のようである。

　1）酸性が強く，かっ交換酸度Y1が大きく，△pHが

　　大きい。これらの点では鉱質酸性土壌に似ている。

　2）Sio含量およびSio／Alo比が目立って小さいほ

　　か，有機物分解［・上澄除去後のリン酸吸収係数が

　　分解前のそれより小さい（Pl／Po＜1）。

　これらは活性アルミニウムの主体が，交換性Al3＋

および腐植と結合したアルミニヴムであることを示す。

　この種の土壌に対してSoil　Taxonomyでは交換性

A13＋＞2meq／100gを基準としてahc亜群を設け，一

方ペドロジスト懇談会ではP1／Po比＜1を基準として

「準黒ぼく土」を提案している。

［断面91・淡色黒ぼく土

　茨城県南部の腐植質表層をもたない黒ぼく土。農耕

地土壌分類の淡色黒ぼく土（土壌統群）の典型的なも

の。腐植質表層を除くその他の性質はアロフ，エン質の

黒ぼく土と共通である。なお有機物が少なく褐色であ

るが，腐植酸はA型である点が注目される。

腐植質表層をもたない理由としては，侵食による削

剥が考えられる。台地間凹地には黒色表土が厚く再堆

積していることが多い。同時に黒色腐植層の発達が顕

著になった現世に入ってから降灰が少なく，もともと

腐植質表層が薄かったことも関係しているとみられる。

［断面10］　厚い腐植質表層をもつ非アロフェン質の

黒ぼく土

　厚い多腐植質の表層土をもっ黒ぼく土。最近Soil

Taxonomyではメラニック表層（有機態炭素＞6％，

明度・彩度＜2，厚さ30cm以上）を新たに定義し，こ

れをもっものに対しメラニック大群（Melanu（1ands

など）を設けた。

　高い交換酸度，低いSio含量やSio／Alo比などは，

この土壌が非アロフェン質であることを示している。

［断面111　盤層をもつ黒ぼく土

　富士マサと呼ばれる盤層をもっ黒ぼく土。表層から

60cmまでは普通の黒ぼく土の性質をもっが，それ以下

急に固くなり，容積重と固相率が高まり，ほとんど植

物根を通さなくなる。盤層の塊は水に漬けても崩壊し

ない。盤層の塩酸（1M）およびTamm試薬可溶の

珪酸：アルミナ比が高く，珪酸質物質が膠結に関与し

ていることをうかがわせる。デュリ盤に相当するもの

とみられる◎

　S（》il　Taxonomyでは下層にデュリ盤をもつ黒ぼく

土に対しduric大群（たとえばDurudands）を設け

ている。富士マサのほか，鹿児島のコラなどの膠結盤

層は農作業や作物根の伸長を著しく阻害する。

［断面12］　森林下の黒ぼく土

　近年までブナの天然林であった富士山腹の黒ぼく土。

天然林下の黒ぼく土は，有機物の集積量は多くても黒

くなく，A型腐植酸をもたず，腐植酸に対しフルボ酸

が圧倒的に多いことが知られてきた。この土壌も腐植

酸はP型で，腐植酸／フルボ酸比は褐色森林土並みに

低い。無機部分の示すその他の性質は1アロフェン質

の黒ぼく土と共通である。

　農耕地分類では淡色黒ぼく土となるが，断面9のよ

うな淡色黒ぼく土とは質的に異なると考えられる。Soil

Taxonomyではこの種の土壌に対しFulvudands

（フルボ酸が優勢なUdandsの意）を設けることにし

た。加藤（1984〉はこの種の土壌に「森林黒ぼく土」

を提案した。



40 農業環境技術研究所資料　第12号（1991）

1断面書31　台地の黒ぼく水田土壌

　長野県松本盆地の台地上の黒ぼく水田。台地，山麓

斜面の黒ぼく地帯に開いた水田はわが国ではかなり広

い。そこでみられる特徴の一っは鉄・マンガンの集積

層の発達で，鉄・マンガンの垂直分布からそのことが

読みとれる。台地の黒ぼく土は漏水気味なので，透水

抑制のため耕盤層が形成される。作土直下の容積重の

増大，透水性の低下がそれを示している。また潅概の

結果，塩基状態の改善がみられる。

　水成土壌分類国際委員会（lcOMAQ）では，潅概

水湿性（anthraquic）の土壌に対し，地下水湿性と

区別し新たな分類単位を設ける方向で検討が進められ

ている。

［断面14］　谷地の多湿黒ぼく土

　火山灰台地を刻む谷地の地下水湿性な黒ぼく土。管

状斑鉄の優勢な断面形態，物理的熟成度の低さ，遊離

鉄の垂直分布よりみて，地下水の影響下で発達した排

水不良の黒ぼく土である。

　農耕地土壌分類では，本断面も台地上の黒ぼく水田

も「斑紋あり」を共通項として，ともに多湿黒ぼく土

に分類される。それは排水を要する谷地の湿田と，逆

に透水抑制を要する台地の乾田とを同居させることに

なる。

［断面15］　黒ぼくグライ土

　栃木県の火山灰台地を刻む谷地の黒ぼくグライ土。

全層ジピリジル反応即時鮮明で，湧水面は52cm付近に

ある。リン酸吸収係数，容積重，腐植酸の型いずれも

黒ぼく土の特徴を具えている。

　狭い谷地などにみられ，台地上の黒ぼく土の再堆積

したものを主な母材とする低湿地の土壌である。

［断面16］　未熟な黒ぼく土

　浅間火山の新しい噴出物に由来する土壌。未風化の

火山砂礫を多く含み，風化火山灰と比べれば明かに未

熟であるが，腐植集積量は表層で5％を越え，腐植酸

はある亜層でA型で，リン酸吸収係数も1500を越える

亜層をもっ。

　未熟土と黒ぼく土との中間型である。分類上の帰属

は，総合的にみて未熟土と黒ぼく土のどちらとより近

親性が強いかによる。北海道分類では，黒ぼく土の仲

間とみて「未熟火山性土」とされる。Soil　Taxonomy

では火山ガラスに富む粗粒質な火山灰に対する活性ア

ルミニウム含量の緩和規定によってAndisolと分類さ

れる。

　［断面17］　南九州のシラス土壌

南九州に広く分布する姶良カルデラ起源の軽石流

（シラス）に由来する土壌。軽石流の噴出年代そのも

のは古い（22，000yrsBP）が，母材の特徴から砂質

で，リン酸吸収係数も比較的低く1400を越えない。黒

ぼく土と未熟土との中問型である。

　本土壌の分布する南九州では，シラス土壌の一部は

灰色で，そのため排水のよい本土壌が灰色台地土に分

類されている。農耕地分類では灰色台地土を湿性，非

湿性の別なく土色で一括しているためである。

　IV．3　褐色森林土および類縁土壌

　農耕地土壌分類では，褐色森林土は黄褐色，黄色土

は黄色，赤色土は赤・赤褐色であることによって定義

される。しかし褐色森林土・黄色土・赤色土に関して

土色の規定だけから意味のある区分をっくることは難

しいように思われる。将来，風化の程度・粘土の活性

度・鉄の結晶化の程度の違いとしてこれらの土壌を特

徴づける必要があるように思われる。永塚（1975）は

遊離鉄の活性度（Feo／Fed）と結晶化指数［（Fed

－Feo）／Fetlとによって次のように三土壌群を特徴

づけた。そこには黄褐色森林土の新設の提案も含まれ

ている。

褐色森林土

黄褐色森林土

赤　色　土

Feo／Fed

＞0．4

＜0．4

＜0．4

（Fed－Feo）／Fet

　　＜0．5

　　＜0．5

　　＞0．5

　ここでは風化度指標として鉄の遊離の程度（Fed／

Fet），粘土当量のCEC（CEC／1009粘土），鉄の形態

として鉄の活性度（Foo／Fed），結晶化指数1（Fed

－Feo）／Fetlなど、を掲げてあるので，赤・黄色土を

含め比較されたい。

［断面18］　台地の褐色森林土

　北海道のオホーック海沿岸の洪積台地（中位面）上

の土壌。緩波状地形の凸部にある。一般に塩基の洗脱

が進んで酸性である。黒ぼく土の特徴をもたず，一方

赤・黄色土とは土色のほかに鉄の活性度（Feo／Fed）

の高さ，同結晶化指数1（Fed－Feo）／Fetlの低さ

によってはっきり区別される。CEC／粘土比から判断

される粘土の活性度も赤・黄色土よりは高い。細粘

土：粘土比および微細形態から粘土の下方移動は認め

られない。

　一方洪積台地の褐色森林土は，山地や丘陵地のそれ

（断面23，24）に比べ風化が進んでいることがFed／

Fetより認められる。台地の褐色森林土を山地・丘陵
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地の残積性褐色森林土と分類上区別しようという提案

がある（音羽，1981）。

［断面19］　黒ぼく質表層をもっ褐色森林土

　表層に火山灰の降下・混入があり，黒ぼく質の表層

が発達したとみられる褐色森林土。36cmまでは黒ぼく

質で，それ以下は褐色森林土的である。北海道分類で

は暗色表層褐色森林土とされる。農耕地分類では「表

層腐植層あり」に当たるが，洪積台地の強粘質な褐色

森林土に腐植質表層をもっものは設けていないので，

該当する土壌統がない。

　火山灰の降下は土壌の種類を選ばないから，いろん

な土壌に黒ぼく質の表層土をもっものが存在しうる。

本資料ではこのほか，灰色台地土および褐色低地土に

黒ぼく質表層をもっものを収集しているが，そのほか

灰色低地土や黄色土にも存在することが知られている。

［断面201　火山灰に由来する褐色森林土

　前断面（断面19）と類似しているが，違っている点

は母材が火山灰に由来することである。母材は火山灰

であるが，風化の進行によって黒ぼくの特徴が失われ

た土壌である。ただ85cm以下の軽石風化層だけは黒ぼ

くの特徴を維持している。

　農耕地分類では，母材が火山灰なのでこの土壌も黒

ぼく土（淡色黒ぼく土）と分類されてしまう。黒ぼく

土を母材という因子によらず，土壌の性質の面から定

義する必要がここでも認められる。

［断面21］　下層が疑似グライ化した褐色森林土

　灰色で斑紋ある下層土をもっオホーツク海沿岸の洪

積台地の土壌である。灰色の下層土は，停滞水の影響

によって発達したち密不透水性の土層で，地表の排水

状態に影響を及ぼすので，分類上考慮することが望ま

しい。褐色森林土と灰色台地土との中間型である。た

だし農耕地分類では，褐色森林土に斑紋をもっ湿性な

タイプを設けていない。

　1断面22］　粘土集積層をもっ褐色森林土

　粘土集積層をもっ台地の褐色森林土。肉眼的にも下

層土に粘土皮膜が認められ，また粘土含量，細粘土／

全粘土比が下方へ増大し，粘土の移動・集積を示して

いる。欧米では粘土集積層の存否を土壌の発達程度の

指標として，分類の高次の段階で識別基準に取入れて

いる。塩基の洗脱，酸性化も進んでいる。

　1断面231　塩基に富む褐色森林土

　過湿潤気候下のわが国では，褐色森林土はおおむね

酸性で塩基飽和度も低いが，時として山地・丘陵地の

土壌に塩基に富む変種が存在する。主として母材（岩）

の特徴と風化段階の若さに原因する。

　本断面は安山岩質の母岩に由来し，かっ未風化礫に

富んで比較的若いために，塩基含量の高い土壌である。

交換酸度Y1も低い。土壌の若さは粘土当量のCECの

高さや鉄の遊離度（Fed／Fet）の低さに現われている。

［断面241　未熟な褐色森林土

　山地，丘陵地の斜面では風化土層が侵食のために失

われ，風化の未熟な土壌が少なからず分布する。本土

壌も丘陵急斜面にあり，50cm以下基岩（泥岩）破砕物

にすこぶる富み，70cm以下は半風化基岩に移行する。

風化の若さは鉄の遊離度（Fed／Fet）の低さや粘土当

量のCECの高さに現われている。

　IV．4　赤・黄色土および類縁土壌

　ここで扱う土壌は，農耕地分類の赤色土，黄色土，

暗赤色土を含む。赤・黄色土は，すでに褐色森林土の

ところで述べたように単なる土色だけでなく褐色森林

土よりも風化・粘土の不活性化・鉄の結晶化の進んだ

土壌として位置づけるのが適当で，どういう基準でそ

れを特徴づけるかが今後の課題と思われる。

　さらに土色の規定からはおなじ黄色土または褐色森

林土に含まれても，洪積台地の土壌と低山・丘陵帯の

土壌とは異なることが認められる。それは風化，土壌

化の程度の違いとみてよい。北海道における台地褐色

森林土の提案（音羽，1981）も，西南日本における黄

褐色森林土の提案（永塚，1975）もそのことに根ざし

ており，農耕地分類の改善にさいして今後検討に値い

する問題である。

　暗赤色土は母材の特異性を反映した土壌であるが，

その概念にやや混乱がみられる。暗赤色土は「塩基性

岩に由来し，塩基に富む比較的若い土壌（：Eutr㏄hr－

epts）」と特徴づけて再整理してはどうかと考える。

［断面25］　黄色土

　静岡県三方原（中位段丘）の黄色土。強酸性で，塩

基飽和度が低い。風化が進んで粘土の活性度（CEC／

100g粘土）が低く，鉄の遊離度（Fed／Fet）が高い。

また鉄の結晶化が進んで，鉄の活性度（Foo／Fed）

が低く，結晶化指数〔（Fed－Foo）／Fet〕が高いこと

が特徴である。粘土は下方へ増加するが，薄片観察で

も粘土皮膜は存在せず，細粘土：全粘土比も垂直的に

ほぼ一定で，粘土移動は認められない。土層は粗孔隙

に乏しく，透水性も小さく，充墳は密である。

［断面26］　赤色土

　沖縄本島の千枚岩に由来する残積性の赤色土。CEC／
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粘土比，鉄の遊離度（Fed／Fet）から，黄色土と同様

風化・粘土の不活性化が進んだ土壌であることがわか

る。塩基飽和度がきわめて低く，強酸性である。鉄の

活性度の低さや結晶化指数の高さは赤・黄色土の特徴

である。微細形態や細粘土：全粘土比からは，粘土の

移動集積は認められない。わが国では風化の進んだ土

壌でもこのように粘土移動の認められない土壌が少な

くない。

［断面27］　粘土集積層をもっ赤色土

　北海道の高位段丘上の赤色十。洪積台地の高～中位

面には，粘土移動が認められることがしばしばあり，

本断面はその例。粘土含量，細粘土：全粘土比の下方

への明瞭な増大とともに，微細形態から粘土皮膜の顕

著な発達が認められる。粘土集積層の存否は，諸外国

では識別基準として分類の高次のレベルでとりあげら

れている。

［断面28］　灰白化表層をもっ黄色土

　沖縄でフェイチシャと呼ばれる台地土壌で，灰白化

した強酸性の表層土をもつのがこの黄色土の特徴。細

粘土：全粘土比や微細形態などから，粘土の移動集積

が認められる。灰白化表層の形成には，粘土移動のほ

かポドソル化と表層グライ化が関与していると推定さ

れたQ

　開墾に当たっては不良な灰白化表層は除去される。

作物の生育を著しく阻害する強酸性の灰白化表層の存

在は分類上も無視できないと思われる。

［断面291　水田耕作下の黄色土

　香川県の下位段丘の黄色土であるが，永年水田とし

て利用され，鉄およびマンガンの集積層が発達してい

る点がこの土壌の特徴である。マンガン集積層は多量

のマンガンの集積のためやや硬化している。コバルト

がマンガンと類似した行動をとることも注目される。

　農耕地分類では「細粒黄色土・斑紋あり」となり，

っぎのトラ斑土壌などと同一に扱われるが，潅概水湿

性の本土壌と停滞水湿性のトラ斑土壌とは分類上区別

されることが望ましい。

　［断面30］　トラ斑層をもっ黄色土

　赤色と明灰色とがモザイクをなす重粘でち密な下層

土（トラ斑と呼ばれる）をもっ高位段丘上の黄色土。

トラ斑層の形成には粘土移動が関与しており，集積粘

土で目づまりを起こした下層土で停滞水のために起こ

る疑似グライ化の産物がトラ斑層であるとみられる。

多雨期には過湿になり，逆に雨が少ないと過旱に傾き

やすい。

　現行の農耕地分類では「細粒黄色土・斑紋あり」と

なり，さきの断面のような水田耕作によって表層付近

に斑紋をもっ土壌と同一に扱われる点に問題がある。

［断面31］　中国の黄椋壌（参考）

　南京郊外のレス（黄土）由来の黄椋壌（黄褐色十）。

北方の椋壌（褐色土）と南方の黄壌（黄色土）・紅壌

（赤色土）に挟まれ，長江沿岸を中心に分布する成帯

性土壌と位置づけられる。

　鉄の活性度や結晶化指数からみると，永塚（1975）

の黄褐色森林土に相当し，また東北，北海道の洪積台

地の褐色森林土にも近い。わが国の土壌との重要な違

いは，粘土移動を示す粘十皮膜が明瞭に発達している

こと，微酸性～弱アルカリ性で陽イオン交換座は塩基

に過飽和なことである。

［断面32］　蛇紋岩に由来する暗赤色土

　蛇紋岩に由来する本土壌は暗赤色土の一っの典型。

その名のように暗赤色で，pH（H20）は中性に近く，

交換性塩基も飽和に近い。交換性マグネシウムが卓越

することは蛇紋岩に由来する暗赤色土の特徴である。

遊離のマンガンが極めて多く，脱マンガン（過酸化水

素）処理で土色が明るくなることから，遊離のマンガ

ンが暗色を与えている主因とされる。

［断面33］　石灰岩に由来する暗赤色土

　沖縄本島の琉球石灰岩に由来する暗赤色土。母岩の

特徴を反映して，塩基飽和度は60～80％と高い。サト

ウキビのおもな栽培地帯となっている。

　農耕地分類は解説と検索部分とで暗赤色土の定義に

くい違いがある。検索表によれば，石灰岩由来の土壌

のうち弱アルカ「リ性のものだけが暗赤色土に分類され，

弱酸性の本土壌は赤色土とされる。塩基飽和度の高い

この土壌を，好酸性のパイナップル地帯となっている

赤色土と同じ仲間に入れてよいか疑問である。解説に

あるように，石灰岩由来の土壌のうち強酸性のものを

除けば暗赤色土に含めてよいのではなかろうか。

［断面341　石灰岩基岩の浅い暗赤色土

　石灰岩の基岩が浅い位置（40cm付近）に現われる暗

赤色土。『風化土層はアルカリ性で，塩基飽和度は100

を越えている。岩屑性（1ithic）亜群のような分類単

位が望ましいと思われる。

　脱マンガン処理によって土色は明るい褐色に変わる

ので，やや暗色の色調は多量の遊離マンガンに原因す

るとみられる。ただし石灰岩に由来する土壌の色は，

暗赤色（色相が5YRかそれより赤く，明度・彩度4

以下）だけでなく，赤褐色・黄褐色・赤色のことが多
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［断面35］熱水性の暗赤色土

　後マグマ期の高温高圧下の熱水風化により生成した

とされる暗赤色の土壌。陸上風化による土壌と異なり，

X線回析で顕著なヘマタイトの反射を示し，暗い赤色

はヘマタイトに原因するとみられる。典型的な暗赤色

土と違って塩基の洗脱も進んでいる。佐賀県松浦台地

（オンジャク）にひろく，香川県屋島・五色台，大阪

府芝山などにも存在が知られ，火山国に特有の土壌と

みられる。

　本土壌は暗赤色土の中心概念とは成因が異なり，何

らかの形で識別することが望ましい。識別基準として

はヘマタイトの存否が有望である。林試分類では暗赤

色土の中に火山系暗赤色土を設けている。

［断面36］　花こう岩に由来するマサ土壌

　マサと呼ばれる砂礫質な花こう岩風化土壌がとくに

瀬戸内地帯に広い。母岩の特徴から2mm以上の細礫が

50％近くを占め，有機物含量・粘土含量・陽イオン交

換容量が低く，未熟土的様相を示す。ただし鉄の活性

度，同結晶化指数は永塚（1975）の黄褐色森林土の領

域にあり，未熟土的様相は母岩の特徴に由来し，風化

が未熟なためではない。

　この土壌は岩盤が現われないが，農耕地分類では定

義の不備から岩屑土となる。なぜなら岩屑土の分類基

準では礫層・砂礫層・盤層・岩盤のどれがあってもよ

い規定になっているためである。この土壌は未熟土と

黄色土との中間型と思われるが，どちらに分類するの

が適切かは土壌の挙動が総合的にみてどちらに近いか

による。未熟土とする場合は，いまの農耕地分類では

砂丘未熟土しかないので「残積性未熟土」のような分

類単位を設ける必要がある。

［断面371　熱帯のオキシソル（参考）

　カンボジアの玄武岩台地上のオキシソル。垂直的に

一様に暗赤色を呈し層位分化がはっきりしない。粘土

鉱物はほとんどが不活性なカオリナイトで，粘土当量

のCECは13meq．／100g以下と低い（わが国の赤黄色

土は20～30付近）。砂大のアグリゲート（擬砂）に富

み，通常の粒径分析では60～70％が砂画分にカウント

されるが，これらは超音波処理でほとんど分散してし

まう。塩基の洗脱が進み，強酸性で，塩基飽和度は10

％以下である。遊離鉄含量が高く，X線回析によりヘ

マタイトがはっきり検出される。

　IV．5　湿性台地土壌および類縁土壌

　農耕地分類の現行の規定では，灰色台地土は湿性条

件下で灰色化した土壌を主とするが，そのほかに「母

材に由来する灰色土壌も含む」とされる。っまり湿性

の土壌と非湿性の土壌とが，色の共通性だけから一括

されている。区分を意味のあるものとするには，灰色

台地土は湿性のため灰色化した台地土壌に限定すべき

であろう。農耕地分類の「灰色台地土」には，マサ，

シラス，ジャーガルなどの母材の色に由来する非湿性

灰色土壌を多く含んでいる。

［断面38］　暗色の表層土をもっ灰色台地土

　北海道雄武町の中位段丘上の灰色台地土。次表層以

下に灰色台地土の特徴がよくみられる。形態的には次

表層に構造がよく発達し，構造面を中心に広がる明灰

色と構造体内部の黄褐色～赤褐色の斑紋とがモザイク

（大理石紋様〉をなす。下層土はち密重粘で，粗孔隙

に乏しく，透水性がきわめて低い。微細形態では次表

層に明瞭に粘土皮膜が認められ，細粘土：粘土比が下

方へ増大するなど粘土の移動・集積が明瞭である。ふ

っう塩基に未飽和で酸性である。

　なお腐植に富む黒色の表層土をもっ点が灰色台地土

の中心概念からのズレで，北海道分類では暗色表層疑

似グライ土とされる。

［断面39］　標準的灰色台地土

　よく発達した構造と大理石紋様をもっ次表層土，ち

密不透水性の下層土，塩基の激しい洗脱など，標準的

な灰色台地土の特徴をもっ。前断面と異なり暗色の表

層土をもたず，細粘土：粘土比からみて粘土の移動は

認められない。

　水成土壌分類国際委員会（ICOMAQ）では，地下

水湿性と停滞水湿性の土壌を区別する方向で検討が進

められており，本土壌のような停滞水湿性の土壌に対

しEpiaqueptsのような分類単位が設けられる可能性

がある。

［断面40］　管状斑鉄をもっ灰色台地土

　大理石紋様でなく，灰色の地色に管状の斑鉄をもっ

灰色台地土。管状斑鉄はヨシなどの湿生植物の根の周

りに発達したもので，発達過程では現在より強い還元

状態にあったとみられる。この断面の下層土の形態は，

むしろグライ土のそれに類似しており，ヨーロッパの

疑似グライ土とは異なる。類似の土壌は，常総粘土層が

地表から現われる茨城県南部の一部の台地にみられる。

　［断面41］　台地のグライ土

　福井県の洪積台地の，水田として利用されているグ
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ライ土。洪積台地のグライ土はほとんど日本に特有の

もので，主として北陸，東北，北海道に出現する。グ

ライ化の発現には年間を通じて湿潤な気候条件，微地

形（凹状地），水田利用などが寄与しているものとみ

られる。

　本土壌もそうであるが，台地のグライ土はジピリジ

ル反応を呈しても灰色のことが多い。農耕地分類では，

グライ台地土は青灰色と規定されているので，検索の

ときしばしば該当する土壌統がないという問題が生ず

る。

［断面42］　泥炭質表層をもっグライ台地土

　北海道雄武町の中位段丘上の凹状地に発達したグラ

イ台地土。冷涼過湿のため植物遺体が分解されず，表

面に厚く堆積していることが特徴である。

［断面43］　棚田地帯の灰色台地土

　「田毎の月」と呼ばれる，長野県嫉捨山山麓の階段

状水田の灰色台地土。この土壌の灰色化は水田利用と

関係している．とみられる。限られた水で稲作期問中湛

水状態を維持するために，非稲作期間も水を貯めて乾

燥・亀裂の発生を避ける工夫がされ，それが心土への

還元の波及一灰色化を強めたとみられる。鉄およびマ

ンガンの集積層が明瞭に発達していることが特徴であ

る。

1断面441　泥灰岩由来のジャーガル

　沖縄の泥灰岩に由来する化学的に肥沃な土壌で，土

色から灰色台地土に分類されている。母岩の泥灰岩は

灰色で，土壌の灰色は母岩の色を継承したものとみら

れる。バーティソルがしばしば灰色であるのと同類で，

水分状態や母材の特徴が風化・褐色化を妨げていると

思われる。可溶性塩基がCECの数倍に達するのも，

水が毛管力により強く拘束され，気候的には洗瀞的水

分状況にありながら水の更新が妨げられていることを

示唆する。

　灰色台地土を湿性の台地土壌と特徴づけて，ジャー

ガルを灰色台地土から外し，新たに適切な分類上の位

置をみっけるのが望ましい。

　IV．6　地下水湿性および非湿性の低地土壌

　わが国では鴨下（1936）以来，沖積地の土壌を「低

地土」として台地，山地・丘陵地の土壌から区別し，

それをさらに地下水の影響の強弱によって区分してい

る。低地というのは地形区分（土壌生成因子）であっ

て，土壌の分類は土壌そのものの性質に基づくべきだ

という議論もあろう。しかし低地というのは高位の地

形面から植物に有用な成分を受取る場で，肥沃度の見

地からみて低地と高位地の区分は重要な意味のある区

分である（Kyuma，1982）。生成因子でなく性質から

定義しようとするSoil　Taxonomyも，低地土壌の適

切な区分に成功しているとは思われない。これらが土

壌の性質によって適切に定義されるまでは，低地土の

区分は維持するのが得策と考えられる。

　地下水位の高低による低地土の分類がわが国に根づ

いているのは，自然条件や土壌分布の実態からみて理

由のあることである。しかしその反面，わが国の低地

十の分類基準は，むしろ地下水位の高低あるいは排水

の良否に偏しすぎ，それ以外の重要な性質の変異，た

とえば風化の程度，顕在的および潜在的硫酸酸性，物

理的熟成度，黒ボクの混入などが分類に反映されない

憾みがある。

［断面451　標準的な褐色低地土

　鬼怒川の自然堤防上の，もっとも普通の褐色低地土。

全層にぶい褐色で，斑紋をもたず，地下水や潅概水の

影響は認められない。鉄の遊離度が低く，遊離鉄の活

性度が高いことは，風化・鉄の遊離，遊離した鉄の結

晶化がともにあまり進んでいないことを示し，彩度の

低いにぶい褐色の土色を説明する。褐色低地土は自然

堤防や扇状地に主に分布し，したがって相対的に粗粒

で，粗孔隙が多く，透水性の高い場合が多い。pHや

塩基飽和度がかなり高いことは，台地土壌と比べて若

い風化段階にある低地土一般の傾向である。遊離鉄，

マンガン含量が垂直的に一様であることは，この土壌

が地下水または潅概水の影響を受けず，鉄・マンガン

が風化遊離したその場所から動いていないことを示す。

［断面46］　黒ぼく質表層をもっ褐色低地土

　この褐色低地土の特徴は，表面に火山灰をかぶり黒

色（10YR2／2）の表土が発達していることである。

黒色の表土はリン酸吸収係数が高く，A型腐植酸をも

ち，活性アルミニウム含量も高い。次表層は黒ぼくの

特徴をもたず，鉄の遊離度が低く，褐色低地土に特徴

的なにぶい褐色を呈する。

　黒ぼく質の表土は，この土壌を黒ぼく土とするには

薄すぎるので，分類上は褐色低地土となろう。ただ黒

ぼく質表層をもっことは土地利用上重要で，細分の段

階でとりあげられることが望ましい。農耕地分類では

褐色低地土に黒ぼく質表層をもっ分類単位はない。

　［断面47］　湿性の褐色低地土

　70cm以下が変動する地下水により灰色化し，斑紋を

生じている褐色低地土。地下水湿性の灰色低地土への
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移行型である。遊離の鉄，マンガンは垂直的にほぼ一

様で，移動集積の形跡はない。

　農耕地分類では，この土壌と潅概水により表層に斑

紋を生じた土壌（たとえば断面56）とが「褐色低地土

・斑紋あり」として，同一に扱われる点に問題がある。

［断面481　地下水湿性の灰色低地土

　変動する地下水の影響によって次表層はオリーブ灰

色となりあまり鮮明でない雲状斑鉄を生じている灰色

低地土。元荒川のすぐ近くにあり，かっ土壌の粗孔隙

も多いことから，河川の水位変動に直接連動して地下

水が上下する条件にある。したがって季節的に変動す

る地下水の影響を受けて，弱い還元状態の下で灰色化

したものとみられる。遊離鉄，マンガンは垂直的に一

様で，移動集積は認められない。

［断面49］　地下水湿性の灰色低地土

　地下水湿性の灰色低地土の普通のタイプ。前断面（断

面48）が変動する地下水の影響の下で灰色化したのに

対し，この土壌は長期にわたる地下水飽和の下で灰色

化したとみられる。管状斑鉄は還元条件下で湿生植物

の根の周りに鉄が沈澱したもので，土壌マトリックス

に二価鉄イオンが存在する強い還元状態を指示し，か

ってグライ層を経験した可能性が大きい。気相率はき

わめて小さく，孔隙はほとんど水で占められている。

遊離鉄の垂直分布は，下方のグライ層から二価鉄が上

昇し，上部の灰色土層で管状斑鉄として酸化沈澱した

ことを示唆する。

　本断面と断面48とは地下水湿性の強度に明らかな違

いがあり，これらの分類上の識別は今後の課題である。

［断面501　グライ土

　福井県九頭竜川下流デルタ地帯のグライ土。26cm以

下からジピリジル反応即時鮮明なグライ層となる。下

層土が硬度が小さく軟らかいこと，物理的熟成が進ん

でいない（n一値が大きい）こと，気相率が小さく液

相率が固相率を上まわることなどはグライ土の特徴で

ある。

　電気伝導度（EC）が低く，過酸化水素処理p　Hが

高いことは，海水の影響がなく，硫酸酸性の素質もな

いことをそれぞれ示す。第三層の炭酸第一鉄は，グラ

イ土に時としてみられ，とくに日本海側の低地に多い。

［断面511　厚い灰色土層をもっグライ土

　60cmの厚さの灰色土層をもち，その下にグライ層が

現われる低地土壌。グライ土と地下水湿性の灰色低地

土との中間型である。

　農耕地分類では（弱）グライ土，北海道分類では下

層グライ灰色低地土に分類される。農耕地分類では80

cm以内にグライ層の上端が現われればグライ土となり，

グライ層の上限が深すぎはしな．いかという議論がある。

［断面52］　干拓地の未熟成なグライ土

　長崎県諌早干拓地のグライ土であるが，この土壌の

特徴は，干拓後日が浅いため全層硬度が小さくn一値

が高いなど物理的熟成が進まず，またECが高く除塩

が不十分なことである。ただし硫酸酸性は示さず，ま

たその潜在的素質もない。

　地耐力のない未熟成の土壌では農業機械の導入が制

限されるし，高い塩類濃度も作物生育への悪影響が無

視できない。海成干拓地の広いわが国で，物理的熟成

度や塩類濃度のグライ土の細分基準への導入は検討に

値する。

［断面531　酸性硫酸塩質のグライ土

　海成干拓地では干陸過程でパイライトFeS2が酸化

され，強い硫酸酸性を示すことがしばしばある。本断

面は島根県中海の干拓地で，ヨシの蒸発散能を利用し

て乾燥酸化を促進しており，表層は酸化が進んで強酸

性に変わっている。下層土も過酸化水素処理pHは低

く，酸化すれば強酸性となる素質をもっている。下層

土はn一値・容積重および電気伝導度などから，物理

的熟成や除塩が進んでいないことがわかる。

　農耕地分類では，細粒強グライ土として河成沖積地

の土壌と一緒にされ，硫酸酸性という重要な性質は分

類上考慮されない。

［断面541　硫酸酸性の素質をもっグライ土

　干拓後まだ三年目の福井県邑知潟干拓地の土壌。生

土のpHは高く，硫酸酸性はまだ顕在化していないが，

過酸化水素処理pHから乾燥過程で強酸性になる素質

をもっていることがわかる。干拓後まだ日が浅いため，

物理的に未熟成で，かっ電気伝導度よりみて塩類濃度

が高い。

　硫酸酸性の潜在的素質をもっグライ土は，Soil

TaxonomyではSulfaquentsとして分類される。農

耕地分類では還元型の細粒強グライ土と分類されるが，

それでは硫酸酸性への必要な対策が導かれない。

［断面551　黒ぼく質のグライ土

　千葉県小櫃川の沖積地のグライ土。表面から70cmま

で黒色で腐植含量が高く，リン酸吸収係数も比較的高

く，もっとも黒い亜層で腐植酸はA型である。周辺火

山灰台地からの黒ぼくの混入が明かである。

　ただしリン酸吸収係数も1500をやや超える程度で，

非火山性物質の混入が多いと認められる。リン酸保持
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能，活性アルミニウム含量ともに低いため，Soil

TaxonomyによればAndisolsの定義を満足しなし1。

黒ぼくグライ土とグライ土の中間型といえる。

　IV．7　潅厩水湿性の低地土壌

　グライ土や地下水湿性の灰色低地土のように元来地

下水位の高い低地土壌の場合には，水田として利用し

ても土壌に本質的な変化は起きない。しかし地下水位

の低い土壌に水を引き水田耕作を行う場合は，元来酸

化的な表層に水飽和と還元（逆グライ化）および還元

可溶化物質の溶脱と集積など，水田に特有の変化が起

こる。水田に特有のこうした性質を土壌分類でも取り

上げようという動きが国の内外で起きている（ペドロ

ジスト懇談会　198611COMAQ，1988）。

　現行の農耕地分類では潅概水湿性と地下水湿性の土

壌とが，土色と「斑紋あり」という共通点だけで分類

上一緒にされ，結果的に排水のよい土壌と悪い土壌と

が識別されないようになっている。

［断面56］　潅概水湿性の褐色低地土

　断面45の褐色低地土に隣接する水田土壌。水田にす

る前は断面45のように垂直的に一様に褐色であったと

考えられる。水田耕作下で起きた変化の主要なものを

列挙すれば以下のようである。

　1）表面から40cm付近までの灰色化と斑紋の形成お

　　よび40cm以下の土層の灰色斑の形成。

　2）遊離鉄，マンガンの溶脱と集積。

　3）次表層の圧密と透水性の低下（耕盤の発達）。

　これらは排水のよい水田に特有の，潅概水の影響の

もとで発達した性質である。

　この土壌は農耕地分類では「褐色低地土・斑紋あり」

となり，断面47のような地下水によって下層に斑紋を

生じた土壌と同一に扱われる。ペドロジスト分類ぞは

この土壌を「集積水田土」として褐色低地土から分離

した。さらにICOMAQ（水成土壌分類国際委員会）

では，潅概水湿性（anthraquic）の特徴を定義して

分類に取り入れることを検討中である。

　［断面57］　潅概水湿性の砂礫質水田土壌

　旧河床の砂礫質で排水の過良な水田土壌。鉄，マン

ガンの集積層が顕著に発達していることが特徴。マン

ガンは壌～粘質な表土から砂礫層に移り変わるところ

で砂礫を被覆して沈澱している。コバルトがマンガン

と類似の挙動をすることも注目される。

　農耕地分類では砂礫質の下層土の土色から「礫質灰

色低地土」となるが，下層土の灰色は砂の色であって

水成作用によるものではない。溶脱したマンガンが砂

礫層の最上部で定量的に沈澱していることは，砂礫層

が周年酸化的であることを示す。したがって水管理，

肥培管理上は断面56と類似している。ペド・ジスト分

類では「集積水田土」となる。

［断面581　漂白化表層をもっ砂質水田土壌

　この土壌の特徴は鉄マンガンの集積層がよく発達

していることのほかに，老朽化の特徴を具えているこ

とである。すなわち作土と第2層は斑鉄がないか，あっ

ても不鮮明で，遊離鉄にきわめて乏しい。元来鉄に乏

しい花こう岩や砂岩地帯を集水域とする沖積地に発達

しやすい。本土壌の母材も飛騨山地の花こう岩に由来

する。農耕地分類では灰色低地土となるが，前断面と

同様，マンガン集積層の下方の灰色は石英砂そのもの

の色で，水成作用による還元状態を示すものではない。

　水田の老朽化の徴候を重視した山崎（1960）は，こ

の種の土壌をA！・a型（遊離鉄に乏しく斑鉄のない作

土と第2層をもっタイプ）として独立させた。ペドロ

ジスト分類では集積水田土の漂白化亜群とされる。利

用改良対策とよく対応することが分類に求められる重

要な機能であり，老朽化の特徴を何らかの形で分類に

反映させることが望ましい。

　［断面59］　褐色の下層土をもっ灰色低地土

　この土壌は，潅概水による灰色化が表面から70cm付

近の深さまで及び，その下方は褐色の下層土が現われ

る。鉄の集積は第3層に起きているが，マンガンはさ

らに下降して灰色土層と褐色の下層土との移行部に集

積している。潅概水による上から下への灰色化の進行

を示すよい事例である。

　農耕地分類では，もっぱら地下水湿性による灰色化

を想定しているので，褐色の下層土をもっような灰色

低地土の存在を予想していない。ペドロジスト分類で

は，潅概水による灰色化が50cm以下まで及んでいるの

で灰色化水田土となり，その下層褐色亜群とされる。

　［断面60］　潅概水湿性の灰色低地土

　この土壌の特徴は潅概水により下層土まで灰色化し

ていることである。この土壌に隣接する畑土壌は褐色

低地土であるから，下層土の灰色化は潅概水による還

元過程が深くまで及んだためとみてよい。潅概水によ

り灰色化した土壌の特徴として，湛水期の還元と落水

期㊨乾燥収縮の繰返しのもとで構造（塊～柱状）がよ

く発達し，下層土の圧密と透水性の低下はより深くま

で及んでいる。構造体内部は雲状斑鉄に富む。鉄集積

層の発達は認められるが，褐色の下層土をもっ水田ほ
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ど顕著でなく，マンガンの集積は認められない。

　農耕地分類では地下水湿性の土壌（たとえば断面49）

とともに灰色低地土とされるが，灰色という土色だけ

から地下水湿性と潅概水湿性を一括りにするのは適切

ではない。ペドロジスト分類では潅概水湿性の灰色化

土壌を「灰色化水田土」として，地下水湿性の灰色低

地土から分離した。

［断面611　漂白化表層をもっ潅概水湿性の灰色低地

土

　この土壌の特徴は潅概水による灰色化が深くまで及

んでいることと共に，表層が老朽化の兆候を示すこと

である。母材は集水域の和泉砂岩に由来する。斑鉄が

なく遊離鉄に乏しい表層土と，雲状斑鉄に富み構造が

よく発達した灰色のち密な下層土をもっ。

　山崎（1960）のA1・a型，ペドロジスト分類の灰色

化水田土の漂白化亜群に相当する。

［断面62］　逆グライ層をもっ水田土壌

　作土の直下に厚い逆グライ層（懸垂水グライ層）を

もっことがこの土壌の特徴である。逆グライ層はふっ

う落水期間中も維持される。逆グライ層の下方は鉄，

マンガンの集積層が続き，断面の形成に潅概水の影響

が支配的なことを示す。逆グライ層を飽和している懸

垂水は毛管力によって保持されている水であり，停滞

水が一般に下方の不透水層の上に貯留している自由水

（重力水）であるのと異なる。

　近年生ワラの施用や基盤整備による下層土の圧密な

どが，グライ化の作土下方への波及を強めているよう

にみえる。「異常穂」といわれるイネの不稔現象は，

逆グライ層をもっ水田に起きやすいとされる。また水

田汎用化適性を考えるさいにも，逆グライ層の有無は

重要な要因である。

　この土壌は松井（1964）が「停滞水型水田土壌」，

筆者（三土，1974）’が「停滞水グライ低地水田土」と

呼んだものに相当する。農耕地分類ではこの種の土壌

に対する適切な位置づけが見当らない。

［断面63］　中国長江沿岸の灰色低地土（参考）

　中国の穀倉地帯長江沿岸の水田地帯め土壌の一般的

なタイプ。よく発達した構造と雲状斑鉄で特徴づけら

れる灰色の下層土は，わが国の潅概水湿性の灰色低地

土の下層土によく似ている。わが国との顕著な相違点

は，鉄・マンガンの集積層をもたないことで，長江沿

岸の水田土壌一般の特徴である。そればかりかこの断

面の第3層がそうであるように，わが国の水田なら鉄

集積層となるべき部位が，逆に明灰色で鉄・マンガン

含量が断面内で最小の水成漂白層（hydromorphous

bleached　horizon）どなっていることが少なくない。

　中国ではこの種の土壌を「水耕潮湿土」亜鋼，「水

稲土」土類とし，高次のカテゴリーで独立させている。

水稲土を定義する特徴次表層は，水耕定積層（hydr－

agrichorizon）と呼ばれる鉄・マンガン集積層で，

粘土・シルト・塩基の集積をも伴っている（土壌系統

分類基金課題組，！987）とされる。ただし水耕定積層

の定義からは，それが鉄・マンガン集積層とは認めに

くく，潅概水によって灰色化した下層土を集積層と誤

認している可能性がある。

　IV．8　泥炭土，黒泥土および類縁土壌

　農耕地土壌分類め泥炭土群は中間カテゴリーを経ず

に直接いくっかの土壌統に分かれる。泥炭構成植物あ

るいは分解程度などを基準として中間的カテゴリーを

設けることは検討に値いすると思われる。

　有機質土層には泥炭層と黒泥層があるが，従来とく

に黒泥層と黒ボクの再堆積物との識別に混乱がみられ

た。比較的最近まで黒泥層の定義に黒ボクの再堆積物

を排除する規定がなく，母材の主観的判断以外に拠り

所がなかったためである。そのため従来黒ぼく土の再

堆積物を黒泥土と誤認している場合が少なくないと思

われる。また黒泥層の有機物含量の下限10％が，有機

質土壌としては低すぎないかどいう疑問もある。

［断面641　低位泥炭土

　北海道サロベツ野原のヨシの遺体を主とする低位泥

炭土。有機質土壌の特徴として，有機物含量が高く（60

～80％），固相率が低く（9～13％），容積重が小さい

（0．16～0．23g／c㎡）。腐植酸がもっとも未熟なRp型

であることも泥炭土の特徴である。塩基飽和度が低く

強酸性であることは，過湿潤気候下のわが国の泥炭土

の一般的傾向である。

　農耕地分類では，低位泥炭を主体とする泥炭土（長

富統）となる。ただし低位泥炭土という中間的分類単

位はない。北海道分類では低位泥炭土，有機物の分解

度で大別するSoil　Taxonomyでは，30～90cmの部位

（subsurface　tier）のピロリン酸ナトリウムテスト

から分解中度のHemistと判定される。

［断面651　高位泥炭土

　北海道石狩平野の，ミズゴケの遺体を主とする高位

泥炭土。低位泥炭土（断面64）よりもさらに有機物含

量が高く（90％以上），固相率（8％前後）および容

積重一（ほぼ0。1g／c㎡）が低い。有機物もC：N比が高
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く分解未熟なことを示し，ピロリン酸ナトリウムテス

トからは最も分類未熟なファイブリック物質と判定さ

れる。

農耕地分類では高位泥炭よりなる泥炭土（美唄統），

北海道分類では高位泥炭土，Soil　Taxonomyでは分

解の進まないファイブリック物質より成るのでFibrist

と分類される。

1断面66］　泥炭土と黒ぼく土の中間型

　火山灰台地を刻む谷地の有機質土壌。地表から54cm

まではリン酸保持能や活性アルミニウム含量が高く，

黒ぼく質である。周辺台地からの黒ぼくの再堆積が推

定される。一方26cm以下は泥炭を含む有機質土層であ

るが，リン酸保持能や活性アルミニウム含量もやや高

く，黒ぼくの混入が推定される。腐植酸もB型で，黒

ぼくと泥炭にそれぞれ特徴的なA型とRp型とが混り

あったことをうかがわせる。

　この土壌では26～54cmの部分が，黒ぼく質であると

同時に有機質で，そのどちらを優先させるかで分類は

変わってくる。農耕地分類では黒ぼく質を優先させて

黒ぼくグライ土となる。Soil　Taxonomyも黒ぼく質

が優先されてHaplaquandとされる。

［断面67］　黒泥土（参考）

　カナダ・Wellingtonの黒泥土の典型的事例と思わ

れるもの。土色は漆黒色で，繊維含量やピロリン酸ナ

トリウムテストも分解の最も進んだサプリック物質

（黒泥質）であることを示す。交換性塩基含量は200

meq．／100gに近くpHも中性付近で，また乾燥して

地下水が低下する夏をもち，微生物活動に恵まれた条

件下で腐植化が進んだとみられる。

　農耕地分類の黒泥土，Soil　TaxonomyのSaprist

にあたる。
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断面1

断面4

断面6

断面8
断面10

断面13

断面16

断面18

断面24

断面25

断面26

断面28

断面29

断面32

断面35

断面38

断面41

断面49

断面53

断面56

断面59

断面61

断面62

断面65

　VI．カラー土壌断面写真

砂丘未熟土

埋没黒ぼく土をもっ火山放出物未熟土

サンゴ海砂よりなる未熟土

非アロフェン質の黒ぼく土

厚い腐植質表層をもつ非アロフェン質の黒ぼく土

台地の黒ぼく水田土壌

未熟な黒ぼく土

台地の褐色森林土

未熟な褐色森林土

黄色土

赤色土

灰白化表層をもっ黄色土

水田耕作下の黄色土

蛇紋岩に由来する暗赤色土

熱水性の暗赤色土

暗色の表層土をもっ灰色台地土

台地のグライ土

地下水湿性の灰色低地土

酸性硫酸塩質のグライ土

灌概水湿性の褐色低地土

褐色の下層土をもっ灰色低地土

漂白化表層をもっ灌概水湿性の灰色低地土

逆グライ層をもっ水田土壌

高位泥炭土



農耕地土壌分類改善のための土壌断面データ集 51

　　本翻

欝潔

㌧鉱㍗、

　　　　　　操

　　　　　難・
　　　　　　ず愈
　　　　　臨

擁1鷺爆1
急睡盤轡筆纏、，



52 農業環境技術研究所資料　第12号（1991）

　曳

ご《　

講灘灘灘講瑚灘、

瀞磯轟蕊灘

灘
簸瞬

勲



農耕地土壌分類改善のための土壌断面データ集

難

』麟

誰
、

53

蟻罐、

癌贈㌦轟
　　　　　　撫轟撫



農耕地土壌分類改善のための土壌断面データ集 55

、》

懲灘騰ず繍駄　蹴納



56 農業環境技術研究所資料　第12号（1991）

嚇．

畷藤
難轍

1耀灘
擁轟騰講

融覇

無繊蕊論轟毒

噺面6聾

響　



MISCELLANEOUS　PUBLICATION　OF　THE　NATIONAL
INSTITUTE　OF　AGRO－ENVIRONMENTAL　SCIENCES

　　　　　　　　No．12

EDITORIAL　BOARD

Chairman

　Akihiko　HAYAMI Director　Genera1

Editors

　Yoshio　TAMAKI

　Taketoshi　Uエ）A（｝A陥

　Fumio　ToDoRoKI

　Noboru　NlsHIMuRA

　Akira　HuRuHATA

Director，Planning　an（1Liaison　Office

Environmental　Research　Coordinator

Director，Administration　Department

Director，Department　of　Environmental　Management

Director，Department　of　Natural　Resources

Shiyohei　MATHuMoTo　Director，Department　of　Environmental　Biology

Takashi　SHlsHIDo　　　Director，Department　of　Farm　Chemicals

Touru　KuBom　　　　　Head，Division　of　Soil　Science．

農業環境技術研究所資料　第12号　平成3年2月10目印刷平成3年2月20日発行

発行農業環境技術研究所〒305茨城県っくば市観音台3－H発行者所長速水昭彦

　　　　　　　　　電話　0298 38－8186（情報資料課編集刊行係）
印刷財団法人農林弘済会〒100東京都千代田区霞ヶ関1－2－1代表者浅野英世



February，1991

　　　　　　　　　MISCELLANEOUS　PUBLICATION

　　　　　　　　　　　　　　　　　of　the

NATlONAL匿NSTITUTE　OF　AGRO－ENViRONMENTAL　SCIENCES
　　　　　　　　　　　　　　　　　No．12

始

　　　　　　　　　Masanori　MITHucHI

　　　　　　　　Division　of　Soil　Science

DEPARTMENT　OF　NATURAL　RESOURCES

TH：E　NATK）NAL　INSTITUTE　OF　AGRαENVIRONMENTAL　SCIENCES
　　　　　　　　　　　　　　Kamondai，Tsukuba，Ib＆raki305

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　JAPAN


	目次
	Ⅰ　まえがき
	Ⅱ　土壌断面データの凡例
	Ⅲ　土壌断面データ
	Ⅳ　土壌断面の特徴と分類上の問題点
	1　未熟土および類縁土壌
	2　黒ぼく土および類縁土壌
	3　褐色森林土および類縁土壌
	4　赤・黄色土および類縁土壌
	5　湿性台地土壌および類縁土壌
	6　地下水湿性および非湿性の低地土壌
	7　潅概水湿性の低地土壌
	8　泥炭土，黒泥土および類縁土壌

	Ⅴ　引用文献
	Ⅵ　カラー土壌断面写真

